
 

 

第 3 回  日 米 知 事 会 議  

 

 

   ア メ リ カ 州 知 事 視 察 報 告  

 

昭 和 4 0 年 1 0 月 2 0 日 ～ 1 1 月 3 日  

 

 

写 真 あ り  

 

 

 

 

 

 

昭 和 4 1 年 3 月  

 

全 国 知 事 会 事 務 局  

 

 

 

 

 



目    次  

 

 

諸   言  … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1  

ア メ リ カ 州 知 事 一 行 の 到 着  

     （ 1 0 月 2 0（ 水 ）  第 1 日 ） … … … … … … … … … 4  

東  京  都 （ 1 0 月 2 1 日 （ 木 ）  第 2 日 ） … … … … … … … … 9  

東  京  都 （ 1 0 月 2 2 日 （ 金 ）  第 3 日 ）  … … … … … … … 1 8  

東 京 都 施 設 視 察 （ 1 0 月 2 3 日 （ 土 ）  第 4 日 ）  … … … … … 2 0  

ア イ オ ア 州 知 事 山 梨 県 訪 問  … … … … … … … … … … … … … … 2 3  

栃  木  県 （ 1 0 月 2 4 日 （ 日 ）  第 5 日 ） …  … … … … … … 2 4  

バ ー モ ン ト 州 知 事 山 形 県 訪 問  … … … … … … … … … … … … … 3 0  

東 京 都 ～ 鹿 児 島 県 （ 1 0 月 2 5 日 （ 月 ）  第 6 日 ）  … … … … 3 1  

鹿 児 島 県 ～ 宮 崎 県 （ 1 0 月 2 6 日 （ 火 ）  第 7 日 ） … … … …  4 8  

宮 崎 県 ～ 大 分 県 （ 1 0 月 2 7 日 （ 水 ）  第 8 日 ） … … … … …  6 3  

大 分 県 ～ 熊 本 県 （ 1 0 月 2 8 日 （ 木 ）  第 9 日 ） … … … … …  7 4  

熊 本 県 ～ 長 崎 県 （ 1 0 月 2 9 日 （ 金 ）  第 1 0 日 ） … … … … … 8 3  

長  崎  県 （ 1 0 月 3 0 日 （ 土 ）  第 1 1 日 ） … … … … … … … 8 5  

長 崎 県 ～ 佐 賀 県 （ 1 0 月 3 1 日 （ 日 ）  第 1 2 日 ） … … … … … 9 9  

佐 賀 県 ～ 福 岡 県 （ 1 1 月 1 日 （ 月 ）  第 1 3 日 ） … … … … … 1 0 5  

福 岡 県 ～ 東 京 都 （ 1 1 月 2 日 （ 火 ）  第 1 4 日 ） … … … … … 1 1 7  

 



東  京  都 （ 1 1 月 3 日 （ 水 ）  第 1 5 日 ） … … … … … … … 1 1 9  

結    び … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1 2 0  

 

ア メ リ カ 州 知 事 視 察 日 程 … … … … … … … … … … … … … … … 1 3 1  

ア メ リ カ 州 知 事 一 行 名 簿 … … … … … … … … … … … … … … … 1 4 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



緒       言  

 

 こ の 報 告 書 は 、 第 3 回 日 米 知 事 会 議 に 出 席 す る た め 来 日 し た  

ア メ リ カ 州 知 事 一 行 が 、 昭 和 4 0 年 1 0 月 2 0 日 （ 水 ） に 到 着  

し て か ら 1 1 月 3 日 に 帰 国 す る ま で の 、 会 議 を 除 く 一 切 の 報 告  

で あ る が 、 特 に 東 京 都 、 栃 木 県 の ほ か 九 州 全 県 に つ い て 行 な わ  

れ た 行 政 、 産 業 の 視 察 に 重 点 を お い て 記 録 し た も の で あ る 。  

 こ の 報 告 書 は 、 全 国 都 道 府 県 に 、 第 3 回 ア メ リ カ 州 知 事 訪 日  

の 行 事 が い か に 行 な わ れ た か を 報 告 す る と と も に 、 事 務 担 当 者  

の 反 省 の 資 料 と し 、 今 後 継 続 し て 行 な わ れ る こ の 行 事 を 一 そ う  

効 果 的 に 運 営 し て 、 そ の 成 果 を 高 め よ う と す る も の で あ る 。  

 幸 い 今 回 の 行 事 は 、 日 程 が 相 当 タ イ ト で あ つ た に も 拘 ら ず 、  

何 等 の 支 障 も な く 円 滑 に 行 な わ れ 、 州 知 事 一 行 に も 多 大 の 感 銘  

を 与 え て 成 功 で あ つ た 。 日 程 が タ イ ト で あ つ た の は 、 九 州 全 県  

の 視 察 が 行 な わ れ た た め で あ る が 、 全 九 州 各 県 が 視 察 県 に 選 ば れ  

た こ と は 、 後 に も 述 べ る よ う に 成 功 で あ つ た 。  

 今 回 の 行 政 、 産 業 の 視 察 の 成 功 は 、 一 に 関 係 都 県 の 全 幅 の 協  

力 に 負 う も の で あ る 。 各 空 港 や 駅 に は 、 ア メ リ カ 州 知 事 歓 迎 の  

横 幕 が 張 ら れ 、 バ ン ド の 演 奏 と 令 嬢 の 花 束 贈 呈 で 華 や か に 迎 え  

ら れ 、 県 庁 に 着 く と 、 歓 迎 の 横 看 板 と 日 米 両 国 国 旗 が 飾 ら れ 、  

再 び バ ン ド が 演 奏 さ れ 、 花 束 の 贈 呈 が 行 な わ れ 、 全 職 員 が 手 に  

手 に 日 米 国 旗 を 振 つ て 一 行 を 迎 え た 。  

 知 事 会 見 で は 、 多 数 の 観 光 資 料 や 膨 大 な 日 英 両 文 の 県 政 説 明  
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資 料 が 整 え ら れ 、 施 設 の 視 察 で は 、 終 日 知 事 が 陣 頭 指 揮 し て 、  

自 か ら 説 明 に あ た ら れ た 。 こ の よ う な 配 慮 は 、 州 知 事 一 行 に 、  

感 銘 と い う よ り は む し ろ 感 動 を 与 え ず に は お か な か つ た 。 リ ー  

ド 知 事 は 帰 国 後 、 日 本 人 の や む に や ま れ ぬ 友 情 と 厚 遇 と に は 、  

深 い 感 銘 を 受 け た と 語 つ た 。  

 九 州 が 主 要 視 察 地 と し て 選 ば れ た こ と に つ い て 、 ハ ワ イ の バ  

ー ン ズ 知 事 は 『 九 州 は 海 外 か ら 日 本 に 文 化 が 伝 え ら れ 、 ま た 、  

日 本 の 文 化 が 海 外 に 伝 え ら れ た 門 戸 で あ つ た 。 九 州 は 日 本 文 化  

の 発 祥 地 で あ り 、九 州 を 知 ら ず し て 日 本 を 知 る こ と は で き な い 。 

九 州 が 視 察 地 と し て 選 ば れ た こ と は 適 切 で あ つ た 』 と 語 つ た 。  

 あ る 英 字 紙 は 『 州 知 事 は 、 日 本 の 庶 民 に 接 し 、 社 会 党 の 議 員  

と も 会 談 し た か つ た が 、 タ イ ト な 日 程 の た め 、 そ れ が で き な く  

て 残 念 で あ つ た 』 と 述 べ て い る が 、 こ の 点 に つ い て は ジ ヤ パ ン  

タ イ ム ス が そ の 社 説 で 、『 こ の 種 公 式 行 事 で は 、 多 少 の 制 約 は  

止 む を 得 な い こ と だ 』 と 述 べ て い る 。  

 今 回 の ア メ リ カ 州 知 事 の 一 行 は 、 5 0 代 の 3 名 の 知 事 を 除 け  

ば 、 残 り の 7 名 の 知 事 の 平 均 年 令 は 、 4 4 . 4 才 と い う 若 さ で 、  

訪 問 県 の 知 事 に も 、 息 子 の よ う だ と い わ れ た 。 し か も ハ ワ イ の  

バ ー ン ズ 知 事 を 除 い て は 、 い ず れ も 始 め て の 日 本 訪 問 だ つ た の  

で あ る 。 生 気 溢 れ る 若 い ア メ リ カ の 州 知 事 代 表 に 、 日 本 の 真 の  

姿 を 見 て も ら い 、 日 本 人 の 友 情 を 感 得 し て も ら つ た こ と は 、 今  

後 の 日 米 関 係 の う え に 、 図 り 知 れ な い 好 影 響 を も た ら す も の と  

思 う の で あ る 。  

 団 長 リ ー ド 知 事 は 、 将 来 日 本 の ど こ か の 県 と 姉 妹 州 県 の 提 携  
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を 結 び た い と 述 べ て お り 、 ジ ヨ ー ジ ア 州 の サ ン ダ ー ス 知 事 は 、  

鹿 児 島 県 寺 園 知 事 と 、 姉 妹 州 県 に つ い て 話 し 合 つ た 。 ま た 、 バ  

ー モ ン ト 州 ホ フ 知 事 は 、 特 に 山 形 県 を 訪 問 し て 、 姉 妹 州 県 の 瀬  

踏 み を し た 。 ア イ オ ア 州 ヒ ユ ー ズ 知 事 は 、 す で に 姉 妹 州 県 の 提  

携 が 結 ば れ て い る 山 梨 県 を 訪 問 し た 。 オ ク ラ ホ マ の ベ ル モ ン 知  

事 は 、 佐 賀 県 と の 姉 妹 州 県 を 希 望 し て い る 。  

 こ れ ら 一 連 の 姉 妹 州 県 提 携 の 動 き は 、 今 回 の 州 知 事 一 行 訪 日  

の 成 果 を 物 語 る も の で あ る と と も に 、 州 知 事 た ち が 、 い か に わ  

が 国 に 好 感 を 抱 い て 帰 国 し た か の 証 左 で あ る 。  

 こ の 報 告 書 を 作 成 す る に あ た り 、 訪 問 都 県 の 行 事 の の ち に 新  

聞 報 道 を 加 え 、 記 述 の 補 足 と し て 完 全 を 期 し た 。 後 の 結 び で  

は 、 英 字 新 聞 に 報 道 さ れ た 州 知 事 の 印 象 記 や 礼 状 を 訳 載 し て 、  

州 知 事 の 印 象 や 感 銘 を 、 そ の ま ま お 伝 え す る こ と に し た 。  
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ア メ リ カ 州 知 事 一 行 の 到 着  

1 0 月 2 0 日 （ 水 ）  第 1 日  

 

 こ の 日 曇 天 で あ つ た が 、 午 後 か ら 晴 れ 始 め 、 夕 刻 に は 晴 天 に  

な つ た 。  

 ア メ リ カ 州 知 事 一 行 は 、 ノ ー ス ウ エ ス ト 7 便 で 午 後 8 時 1 5  

分 到 着 す る 予 定 で あ つ た が 、 ち よ う ど 1 時 間 遅 れ て 午 後 9 時  

3 0 分 、 一 行 の 搭 乗 機 が 着 陸 し た 。  

 ラ ン プ に は 、 東 会 長 を 始 め 愛 知 、 香 川 、 山 形 等 各 知 事 、 山 梨  

県 副 知 事 、 ア メ リ カ 大 使 館 員 マ ク ド ナ ル ド 氏 、 宮 内 局 長 、 そ の  

他 知 事 会 関 係 者 等 が 出 迎 え た 。 一 行 1 0 名 が タ ラ ツ プ を 降 り か  

け る と 、 十 数 名 の カ メ ラ マ ン が 一 斉 に フ ラ ツ シ ユ を た い て 写 真  

を 取 つ た 。 ク リ フ イ ー ル ド 事 務 局 長 は 、 忙 が し く 州 知 事 代 表 を  

出 迎 え の 日 本 側 知 事 に 照 会 、 日 米 知 事 は 互 い に 堅 い 握 手 を 交 わ  

し て か ら 、 C I Q 室 に 誘 導 さ れ た 。 一 行 の う ち ハ ワ イ の バ ー ン  

ズ 知 事 は 、 パ ン ア メ リ カ ン 8 1 7 便 で 、 一 行 よ り 一 足 先 に 午 後  

3 時 5 5 分 到 着 、 オ ク ラ ホ マ の ベ ル モ ン 知 事 は 、 軍 用 機 で 午 後  

2 時 立 川 に 到 着 の 予 定 で あ つ た が 、 2 時 間 程 遅 れ て 立 川 空 軍 基  

地 に 到 着 し た 。 テ キ サ ス 州 の コ ナ リ ー 知 事 は 、 都 合 で 来 日 が 中  

止 さ れ 、 代 り に ロ ー ド ア イ ラ ン ド 州 の チ ヤ フ イ ー 知 事 が 訪 日 す  

る こ と に な つ た 。 チ ヤ フ イ ー 知 事 は 、 1 0 月 2 4 日 午 後 来 日 し  

た 。 こ の よ う な 訳 で 、 こ の 日 到 着 し た 一 行 は 、 メ イ ン 州 リ ー ド  

知 事 を 団 長 と し て 7 名 の 知 事 と 、 ロ ム ニ ー 知 事 夫 人 、 ク リ フ イ  
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ー ル ド 局 長 、 旅 行 相 談 役 ラ イ ケ ン 氏 の 一 行 1 0 名 で あ つ た 。  

 か ね て 手 配 の と お り 通 関 手 続 き は ス ム ー ス に 行 な わ れ 、 一 行  

は 待 合 室 に 案 内 さ れ 、 簡 単 な 歓 迎 式 が 行 な わ れ た 。 東 会 長 の 歓  

迎 の 辞 は 次 の と お り で あ る 。  

 

  ア メ リ カ 州 知 事 の 皆 様 、 ご 政 務 ご 繁 忙 の と こ ろ 、 は る ば る  

 東 洋 の 島 国 日 本 に よ く お 出 で 下 さ い ま し た 。 私 ど も は 、 皆 様  

 の ご 来 訪 を 心 か ら お 待 ち し て お り ま し た 。  

  昨 年 私 及 び 日 本 の 知 事 代 表 は 、 第 2 回 日 米 知 事 相 互 訪 問 の  

 た め 貴 国 を 訪 問 い た し ま し た が 、 先 ず 初 に 訪 問 し ま し た ハ  

 ワ イ で は 、 バ ー ン ズ 知 事 及 び ご 令 室 か ら 、 非 常 な ご 歓 待 を 受  

 け 、 ま た 、 歴 訪 い た し ま し た 各 州 で は 、 盛 ん な 歓 迎 と 心 温 ま  

 る ご 厚 遇 を 賜 わ り 、 多 大 の 感 銘 を 受 け た の で あ り ま す 。 今 般  

 皆 様 を お 迎 え し て 、 幾 分 な り と も ご 厚 遇 に お 報 い 出 来 ま す こ  

 と を 嬉 し く 存 じ ま す 。  

  承 わ れ ば 多 く の 知 事 さ ん は 、 今 回 始 め て 日 本 を ご 訪 問 の 由  

 で あ り ま す の で 、 私 ど も も 出 来 る だ け 広 く 、 か つ 、 深 く 日 本  

 の 現 状 を ご 視 察 い た だ き た い と 存 じ ま す が 、 日 数 が 短 か く て  

 残 念 で す 。 短 か い 期 間 で は あ り ま す が 、 十 分 日 本 ご 滞 在 を 愉  

 快 に お 過 し い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

  ご 到 着 早 々 で お 疲 れ の こ と と 存 じ ま す の で 、 こ れ を も つ て  

 私 の 歓 迎 の 言 葉 を 終 り ま す 。  

 続 い て 4 4 才 の 青 年 知 事 で 団 長 の リ ー ド 氏 か ら 、 大 要 次 の よ  

う な 挨 拶 が あ つ た 。  
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  今 晩 は 東 知 事 始 め そ の 他 の 知 事 さ ん 及 び 多 く の 方 々 の お 出  

 迎 え を い た だ き 、 心 か ら あ り が と う と 申 し 上 げ ま す 。  

  今 回 は 、 日 米 知 事 相 互 訪 問 の 3 回 目 で あ り ま す が 、 こ の よ  

 う に 回 を 重 ね て 参 り ま す こ と は 、 両 国 知 事 の 友 情 を ま す ま す  

 強 固 に し て ゆ く こ と で あ り ま し て 、 ま こ と に 嬉 ば し い 次 第 で  

 あ り ま す 。  

  こ の た び 1 0 名 の 知 事 が 日 本 を 訪 問 す る こ と に な り ま し た  

 が 、 都 合 に よ り テ キ サ ス 州 知 事 は 、 訪 日 を 中 止 す る こ と に な  

 り 、 そ の 代 り に ロ ー ド ・ ア イ ラ ン ド 州 知 事 が 、 2 4 日 に 来 日  

 す る こ と に な り ま し た 。 私 は 今 回 始 め て 日 本 を 訪 問 い た し た  

 の で あ り ま す 。  

  前 2 回 の 知 事 会 議 で は 、 行 政 そ の 他 各 種 の 問 題 が 討 議 さ れ  

 ま し た が 、 今 回 は ア メ リ カ 側 か ら 、 観 光 事 業 の 振 興 と い う 議  

 題 を 提 出 い た し ま し た 。  

  会 議 後 私 ど も は 、 九 州 各 地 を 視 察 い た し ま す が 、 新 し い 土  

 地 を 見 せ て い た だ く こ と に 多 大 の 期 待 を も つ て お り ま す 。 そ  

 し て 多 く の こ と を 学 ぶ と 共 に 、 多 く の 日 本 人 に 接 し て 話 合 い  

 が で き ま す こ と を 楽 し み に し て お り ま す 。  

 

 リ ー ド 知 事 の 挨 拶 の の ち 知 事 会 渉 外 部 職 員 橋 本 嬢 か ら 花 束 が  

贈 呈 さ れ 、 続 い て 乾 杯 が あ つ て 歓 迎 の 式 を 終 つ た 。 一 行 は 羽 田  

空 港 中 庭 か ら 、 待 機 し て い た ハ イ ヤ ー に 分 乗 、 前 後 を 警 視 庁 の  

パ ト カ ー に 護 衛 さ れ 、 一 路 深 夜 の 高 速 道 路 を 宿 舎 の 帝 国 ホ テ ル  

に 向 つ た 。 帝 国 ホ テ ル に は 、 午 後 1 1 時 に 到 着 し た 。  
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 羽 田 空 港 を 出 発 す る 時 、 一 行 の 配 車 に つ い て 一 寸 し た 混 乱 が  

生 じ た 。 失 敗 は 失 敗 と し て 認 め 、 再 び 覆 轍 を 踏 ま な い よ う に 記  

録 に 止 め て お こ う 。 今 後 訪 問 県 で も 参 考 に し て い た だ け れ ば 幸  

い で あ る 。  

 係 員 は 米 州 知 事 一 行 の 面 識 は 無 か つ た し 、 何 号 車 に 誰 と 誰 が  

乗 車 す る と 連 絡 す る 暇 も 無 か つ た の で 、 1 号 車 は 団 長 、 2 号 車  

以 下 は 1 台 に 2 名 ず つ と の み 伝 達 し た 。 い ざ 乗 車 の 段 に な る と  

外 人 の 出 迎 え 者 が 乗 り 込 ん で 1 台 に 4 人 も 5 人 も 乗 車 し て い る  

と こ ろ も あ れ ば 、 た つ た 1 人 の と こ ろ も あ る 。 団 長 リ ー ド 知 事  

は よ う い に 姿 を 見 せ な い 。 果 し て 全 員 が 乗 車 し 終 つ た の か さ つ  

ぱ り 分 ら な い 。 こ ん な 次 第 で 数 分 間 出 発 が 遅 れ て 、 東 会 長 が は  

ら は ら し て 気 を も ん で お ら れ た 。  

 こ の よ う な 場 合 、 混 乱 を 避 け る も よ い 方 法 を 、 後 に 宮 崎 県  

視 察 の 際 学 ん だ の で 紹 介 し よ う 。 そ れ は 半 紙 大 の 紙 に 、 一 方 に  

車 の ナ ン バ ー を 、 他 方 に 使 用 者 の 氏 名 を で き る だ け 太 字 で 、 夜  

で も 読 め る よ う に 鮮 明 に 書 い て 、 こ の 紙 を 車 窓 に 掲 示 し て お き  

乗 車 が 済 ん だ ら こ の 紙 を 取 り は ず す の で あ る 。 こ の 場 合 別 に 車  

の ナ ン バ ー を 表 示 す る 紙 片 を 、貼 付 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。 

字 数 は で き る だ け 簡 略 に し て 、 例 え ば G O V .  H A N S E N な ど と す る  

こ と が 肝 要 で あ る 。 フ ル ネ ー ム を 書 く と 却 つ て 分 り に く い 。  

 宮 崎 県 で サ ン プ ル 1 枚 を 貰 い 東 京 に 急 送 し て 、 ア メ リ カ 州 知  

事 一 行 の 帰 国 に 間 に 合 わ せ て 成 功 し た が 、 知 事 の う ち に は 、 自  

分 の カ ー ナ ン バ ー と 氏 名 を 書 い た 紙 片 の 傍 で 写 真 に 写 し て も ら  

つ て い る 者 も あ り 、 よ い 感 情 を 与 え る も の で あ る ら し い 。 配 車  
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区 分 は し ば し ば 突 然 変 更 す る こ と が あ る の で 、 こ の 方 法 は 自 動  

車 の 効 率 的 使 用 の 上 か ら も 、 推 奨 に 値 す る 方 法 で あ る 。  

 同 時 に 、 タ ツ グ や ラ ベ ル を 前 も つ て 先 方 に 送 付 し て お く こ と  

は 、 荷 物 の 識 別 を 容 易 に し 、 誤 り な く 迅 速 に 処 理 が で き る の で  

爾 今 ぜ ひ 実 施 し た い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 8－  



東  京  都  

1 0 月 2 1 日 （ 木 ）  第 2 日  

 

 こ の 日 朝 か ら 快 晴 。 日 程 ど お り 午 前 8 時 3 0 分 か ら 、 帝 国 ホ  

テ ル で 日 米 両 局 長 の 打 合 せ が 行 な わ れ 、 細 部 に わ た つ て 注 意 や  

要 望 事 項 が 伝 達 さ れ た 。  

 午 前 9 時 3 0 分 か ら 1 時 間 、 ア メ リ カ 大 使 館 で ア メ リ カ 人 の  

み の 水 入 ら ず で 、 ラ イ シ ヤ ワ ー 大 使 の ブ リ ー フ イ ン グ が 行 な わ  

れ 、 続 い て 1 0 時 5 0 分 か ら 、 赤 坂 溜 池 の 東 急 ビ ル 内 ア メ リ カ  

・ ト レ ー ド セ ン タ ー で 、 記 者 会 見 が 行 な わ れ た 。 会 見 は 2 階 ロ  

ビ ー で 行 な わ れ 、 内 外 記 者 約 2 0 名 、 傍 聴 者 約 3 0 名 で 、 室 は  

満 員 の 状 況 で あ つ た 。 記 者 会 見 の 状 況 は 、 次 の と お り で あ る 。  

 

記   者   会   見  

 

 初 に 団 長 リ ー ド 知 事 が 、 全 出 席 知 事 を 紹 介 し て か ら 、 大  

要 次 の 挨 拶 を 述 べ た 。  

 こ の よ う な 記 者 会 見 を 開 い て い た だ い た こ と を う れ し く 存  

じ ま す 。 昨 日 東 京 に 到 着 し ま し た 時 は 、 東 知 事 及 び そ の 他 多  

く の 知 事 等 の お 出 迎 え を い た だ き 、 う れ し く 存 じ て お り ま す 。  

 先 刻 は ラ イ シ ヤ ワ ー 大 使 と 会 見 し て 、 い ろ い ろ の こ と を 学  

ん で 参 り ま し た 。 私 共 が 今 回 日 本 を 訪 問 い た し ま し た の は 、  

行 政 、 産 業 、 工 業 等 の 発 展 の た め 、 日 米 共 通 の 願 望 を 充 す た  

め で あ り ま す 。 そ し て 来 年 は 、 日 本 の 知 事 代 表 が 、 ア メ リ カ  

－ 9－  



 を 訪 問 す る こ と に な つ て お り ま す 。  

 

 時 間 の 関 係 で 、 団 長 リ ー ド 知 事 か ら 上 記 の 簡 単 な 挨 拶 が あ つ  

た の ち 、質 疑 に 入 り 、 初 に 記 者 代 表 か ら 、次 の 質 問 が あ つ た 。  

 『 佐 藤 首 相 に 会 わ れ る が 、 ど ん な こ と を 話 さ れ る か ？ 』  

 リ ー ド 知 事  

  総 理 が ア メ リ カ に 対 し 、 ど ん な 考 え を も つ て お ら れ る か を  

 承 わ り た い 。 一 国 の 総 理 大 臣 と 会 つ て 直 接 ご 自 身 の ご 意 見 を  

 う け た ま わ る 機 会 が 与 え ら れ た こ と を う れ し く 思 つ て い る 。  

 『 今 回 の 日 米 知 事 会 議 の 議 題 で あ る 観 光 事 業 の 開 発 に つ い て 、 

 大 き く 名 所 旧 蹟 と 自 然 美 の 開 発 に 分 け ら れ る と 思 う が 、 自 然  

 美 の 開 発 に つ い て 深 い 経 験 の あ る ア メ リ カ 側 か ら 、 何 か 日 本  

 に 助 言 を 与 え て も ら い た い 。』  

 リ ー ド 知 事  

  こ の 問 題 に つ い て は 、 各 州 知 事 も 自 分 の 州 の 風 光 明 眉 な 点  

 に つ い て 、 大 い に 語 り た い と こ ろ で あ り 、 私 一 人 占 め の 回 答  

 は す べ き で な い と 思 う 。 私 の メ イ ン 州 は 、 非 常 に 海 岸 線 が 長  

 く 、 特 に 夏 は 多 く の 観 光 客 が 来 て 、 観 光 事 業 は わ が 州 の 第 2  

 の 産 業 に な つ て い る 。  

 サ ン ダ ー ス 知 事  

  南 部 諸 州 に は 、 名 所 旧 蹟 も あ り 、 自 然 美 も す ぐ れ て お り 、  

 南 部 各 州 が 合 同 し て 観 光 客 を 誘 致 す る よ う に 努 力 し て い る 。  

 今 回 の 会 議 の 議 題 に 、 観 光 事 業 が 取 り 上 げ ら れ た こ と は 、 よ  

 ろ こ ば し い 次 第 で あ る 。 こ の 観 光 の 面 を 通 じ て 、 日 米 両 国 民  
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間 の 交 流 を 一 層 緊 密 に す る こ と を 期 待 し て い る 。  

ホ フ 知 事  

 ア メ リ カ 全 体 と し て は 、 観 光 事 業 に 十 分 な 考 慮 が 払 わ れ な  

か つ た と 思 う 。 自 然 美 も 立 派 な 資 源 で 、 ジ ヨ ン ソ ン 大 統 領 は 、  

特 に こ の 部 面 の 開 発 を 強 調 し て い る 。 人 口 の 増 加 と と も に 、  

自 然 美 が 損 な わ れ て い く 状 況 で あ る が 、 こ の 点 日 本 で は ど の  

よ う な 対 策 を 立 て て お ら れ る か を 知 り た い 。 私 は さ ら に ヨ ー  

ロ ツ パ を 訪 問 し て 、 旧 跡 の 建 造 物 が ど の よ う に 保 存 さ れ て い  

る か を 視 察 し た い と 思 つ て い る 。 1 9 3 0 年 代 ま で に 、 ア メ リ カ  

の 歴 史 的 建 造 物 の 3 分 の 1 位 が 失 な わ れ て い る 状 態 な の  

で 、 十 分 注 目 し な け れ ば な ら な い 問 題 だ と 思 う 。  

ベ ル モ ン 知 事  

 わ れ わ れ の オ ク ラ ホ マ 州 は 、 自 然 に 観 光 資 源 を 有 し て い る  

と 思 う 。 カ ウ ボ ー イ も イ ン デ ィ ア ン も フ ロ ン テ イ ア も 、 現 に わ  

れ わ れ の 州 で 見 る こ と が で き る の で あ つ て 、 オ ク ラ ホ マ に も  

ぜ ひ 来 て も ら つ て 、 実 際 の 西 部 が ど う し て 勝 ち 取 ら れ た か を 、  

見 て い た だ き た い と 思 う 。  

ハ ン セ ン 知 事  

 わ れ わ れ は 、 日 本 に お け る 観 光 事 業 の 振 興 方 策 に 、 強 い 関  

心 を 抱 い て い る 。 国 立 公 園 は ア メ リ カ で 始 め ら れ た 制 度 で あ  

る が 、 今 日 で は 世 界 各 国 で 行 な わ れ て お り 、 日 本 に も 国 立 公  

園 が あ る こ と を 知 つ て ご 同 慶 に 思 つ て い る 。  

 狩 猟 の た め 、 動 物 の 保 護 地 を 設 け る こ と も 、 観 光 事 業 の 面  

か ら 必 要 な こ と と 思 う 。  
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 第 3 に 、 ス ポ ー ツ は 日 米 友 好 の う え に 重 要 な 役 割 を 果 し て  

い る が 、 今 春 大 学 レ ス リ ン グ 競 技 会 が わ が 州 で 行 な わ れ 、 日  

本 の 留 学 生 諸 君 が 非 常 に 活 躍 し て く れ た 。  

『 ベ ト ナ ム に 行 か れ る と 聞 い て い る が 、 こ の よ う に 多 数 の 知  

事 が 行 か れ る こ と は 、 ジ ヨ ン ソ ン 大 統 領 の 政 策 を 、 超 党 派 的  

に 支 持 し て い る こ と を 示 す も の か ？ 』  

リ ー ド 知 事  

 今 回 は 超 党 派 の 知 事 の 団 体 で 、 日 本 の 知 事 会 の 招 き に よ つ  

て 来 日 し た も の で あ る 。 つ い で に ベ ト ナ ム を 訪 問 し て 、 ベ ト  

ナ ム の 情 勢 を 直 接 こ の 目 で 確 め よ う と す る も の で 、 主 た る 目  

的 は 訪 日 で あ る 。 ベ ト ナ ム 訪 問 は 、 訪 日 が 決 定 し た 後 に き め  

ら れ た も の で 、 わ れ わ れ の 中 の 一 部 の 者 は 、 知 ら な か つ た 者  

さ え あ る 。  

ベ ル モ ン 知 事  

 わ れ わ れ は 、 国 の 外 交 政 策 に は 関 係 し て い な い 。  

ロ ム ニ ー 知 事  

 一 つ つ け 加 え た い こ と は 、 ジ ヨ ン ソ ン 政 策 の 支 持 者 は 、 共  

和 党 の 方 が 民 主 党 よ り 多 い く ら い で 、 両 者 い ず れ も 基 本 的 に  

は ジ ヨ ン ソ ン 政 策 を 支 持 し て い る 。 平 和 を 維 持 す る と い う 基  

本 線 は 変 ら な い 。  

ヒ ユ ー ズ 知 事  

 私 は 山 梨 県 を 訪 問 す る 予 定 で あ る 。 山 梨 県 と ア イ オ ア 州 は 、  

姉 妹 州 県 の 関 係 を 結 ん で い る 。 1 9 5 9 年 に 山 梨 県 が 台 風 の  

た め 非 常 な 災 害 を 被 つ た 時 、 3 5 頭 の 種 豚 と 8 万 ブ ツ シ エ ル  
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 の ト ウ モ ロ コ シ を 送 つ た 。 こ の 返 礼 と し て 牡 丹 の 木 2 0 0 本  

 山 梨 か ら 送 ら れ 、 現 在 州 庁 の 構 内 に 植 え ら れ て い る 。 ま た 、  

 梵 鐘 が 贈 ら れ た が 、 こ れ は 毎 年 元 日 に 日 本 の 留 学 生 が 、 1 0 8  

 回 つ く こ と が 慣 例 に な つ て い る 。 こ の よ う に し て 州 県 の 理 解  

 と 友 情 は 、 非 常 に 高 め ら れ た 。 先 程 申 し た 3 5 頭 の 種 豚 か ら  

 今 日 で は 3 万 5 千 頭 に も 殖 え て い る 。  

 

自  治  大  臣  訪  問  

 

 午 後 2 時 か ら 3 5 分 間 、 自 治 省 に 永 山 自 治 大 臣 を 訪 問 し た 。  

陪 席 者 は 、 大 西 政 務 次 官 及 び 金 丸 事 務 次 官 で あ つ た 。  

 自 治 大 臣 か ら 、 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  私 は 国 家 公 安 委 員 長 で あ る が 、 も と 東 京 都 に い て 交 通 に 関  

 係 あ る 仕 事 に 従 事 し て い た の で 、 今 般 の 日 米 知 事 会 議 の 議 題  

 に は 、 多 大 の 関 心 を も つ て い る 。  

  私 は 、 文 化 が 進 み 産 業 が 発 展 し て い る の に 、 交 通 事 故 が 増  

 加 し て い る の は 、 悲 し む べ き こ と で 、 ど う し た ら こ の 問 題 を  

 解 決 で き る か と 日 夜 考 え て い る 。  

 大 臣 が 少 し ポ ー ズ を 置 く と 、 直 ち に ア メ リ カ 州 知 事 か ら  

 一 年 に 交 通 事 故 数 は 、 ど の 位 あ る か ？  

 東 京 の 自 動 車 数 は 、 ど の 位 か ？  

な ど の 質 問 が 出 さ れ 、 ア メ リ カ で は 、 州 間 の 協 力 に よ つ て 交 通  

事 故 を 減 少 す る よ う に 努 力 し て い る 。 各 州 は 、 9 0 パ ー セ ン ト  

の ハ イ ウ エ ー 援 助 金 を 受 け て い る が 、 州 は 交 通 安 全 計 画 を 立 て  
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る こ と を 要 請 さ れ て お り 、 要 請 さ れ た よ う な 安 全 計 画 が 立 つ て  

い な い と 、 援 助 金 を 削 除 さ れ る 。 と い う 説 明 が あ つ た 。 続 い て  

州 知 事 か ら  

 学 校 で 交 通 安 全 教 育 を 行 な つ て い る か ？  

 日 本 で は 、 高 速 道 路 を ど の よ う に 利 用 し て い る か ？  

 交 通 事 故 の 大 の も の は 、 飲 酒 か ス ピ ー ド 違 反 か ？  

等 質 疑 応 答 は 、 主 と し て 交 通 問 題 に 集 中 し た 。 ま た 、 警 察 制 度  

に つ い て も 質 問 が あ つ た 。 あ る 州 知 事 は 、 九 州 旅 行 で は も つ と  

民 衆 と 直 接 接 触 す る 機 会 、 例 え ば 公 衆 浴 場 や 市 場 な ど を 訪 問 し  

た い と い つ た 。  

 

 自 治 大 臣 と の 会 見 は 、 1 時 間 を 予 定 し て い た が 、 3 5 分 で 終  

つ て し ま つ た の で 、 皇 居 前 広 場 に 行 く こ と に し た 。 皇 居 の 内 部  

は 特 に 興 味 が あ る ら し く 、 両 陛 下 は 平 素 こ こ に 住 ん で お ら れ る  

の か と か 、 面 積 は ど の 位 あ る の か な ど と 質 問 が あ つ た 。 二 重 橋  

か ら 坂 下 門 ま で 玉 砂 利 を 踏 ん で 歩 い た が 、 そ の 間 二 重 橋 を 背 景  

に し た り 、 丸 の 内 オ フ イ ス 街 を 背 景 に し た り し て 、 記 念 撮 影 を  

し 、 州 知 事 も 各 自 に 写 真 を と つ た 。 午 後 3 時 3 0 分 の 都 庁 訪 問  

ま で に は ま だ 時 間 が 余 つ た の で 、 千 鳥 ケ 淵 か ら 三 宅 坂 を 廻 り 、  

皇 居 を 一 周 し て か ら 都 庁 を 訪 問 し た 。 な お 、 午 後 1 時 4 0 分 か  

ら の 外 務 省 訪 問 は 、 都 合 に よ り 中 止 に な つ た 。  

 

東  京  都  庁  訪  問  

 

 所 定 の 午 後 3 時 3 0 分 に 東 京 都 庁 を 訪 問 し た 。 ア メ リ カ 州 知  
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事 一 行 は 、 2 階 の 知 事 特 別 応 接 室 に 案 内 さ れ 、 東 知 事 、 鈴 木 、  

日 比 野 両 副 知 事 そ の 他 幹 部 に 迎 え ら れ 、 堅 い 握 手 を 交 わ し て か  

ら 、 東 知 事 の 英 語 に よ る 歓 迎 の こ と ば が 述 べ ら れ た 。 そ の 後 東  

知 事 か ら 、 知 事 直 筆 の 色 紙 を 入 れ た 額 、 写 真 帖 、 東 京 都 の 鍵 等  

の 贈 物 が 、 州 知 事 に 手 交 さ れ 、 州 知 事 か ら も 、 一 人 一 人 記 念 品  

が 東 知 事 に 贈 ら れ た 。  

 東 知 事 か ら は 、 改 ま つ た 都 政 の 説 明 は な か つ た が 、 次 の よ う  

な 多 く の 質 問 が 州 知 事 か ら 出 さ れ 、 質 疑 応 答 は 、 東 知 事 と す べ  

て 英 語 で 行 な わ れ た 。  

 

 東 京 都 に は ど れ 位 の 自 治 が 許 さ れ て い る か ？  

 知 事 は 警 察 権 を も つ て い る か ？  

 建 築 物 に つ い て 、 知 事 は 統 制 権 を も つ て い る か ？  

 交 通 に 対 し 、 知 事 は 統 制 権 を も つ て い る か ？  

 税 金 に は ど ん な 種 類 が あ る か ？  

 所 得 税 は 高 い か ？  

 物 品 税 は あ る か ？  

 税 金 の 収 入 中 、 所 得 税 は ど の 位 の 割 合 を 占 め る か ？  

 議 会 が あ る か ？  

 議 員 は 何 人 か ？  選 挙 区 が あ る か ？  

 議 会 の 招 集 期 間 は 何 日 か ？  

 皇 居 の 面 積 は ど れ 位 か ？  

 選 挙 権 は 何 才 か ら あ る か ？  

 婦 人 も 被 選 挙 権 が あ る か ？  
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 婦 人 議 員 が い る か ？  

 都 の 人 口 は ど れ 位 あ る か ？  

 副 知 事 は 選 挙 き れ る の か ？  

 知 事 の 任 期 は 何 年 か ？  

 あ な た は 医 者 で あ る と 聞 い た が 、 本 当 か ？  

 選 挙 費 用 は 誰 が 払 う の か ？  

 学 生 は 皆 制 服 を 着 る の か ？  

 男 女 は 共 学 か ？  

 東 京 に 大 学 が い く つ あ る か ？  

 大 学 に 入 る と 金 が か か る か ？  

 東 京 大 学 は 公 立 か ？  

 福 祉 事 業 は 国 の 責 任 か 県 の 責 任 か ？  

 学 校 に 宗 教 行 事 が あ る か ？  

 東 京 の 警 察 官 は 何 人 か ？  

 そ の 数 （ 警 察 官 ） は 毎 年 増 加 す る か ？  

 青 少 年 問 題 は ど う か ？  

 死 刑 は 行 な わ れ て い る か ？  

 ス モ ツ グ の 問 題 は 起 ら な い か ？  

 競 馬 は 法 律 で 規 定 さ れ て い る か ？  

 酒 を 版 売 す る の に ラ イ セ ン ス が い る か ？  

 東 京 都 の 交 通 事 業 は ど う か ？  

 東 京 都 の 交 通 事 業 は 儲 か つ て い る か ？  

 テ レ ビ は 公 私 い ず れ か ？  

 新 聞 は 公 私 い ず れ か ？  
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 始 め て 日 本 を 訪 問 し た 多 く の 州 知 事 は 、 質 問 の 種 に は 事 欠 か  

な い 様 子 で 、 矢 継 ぎ 早 に 各 方 面 の 質 問 が 出 さ れ た が 、 適 確 な 回  

答 が 与 え ら れ 、 州 知 事 一 同 は 大 い に 満 足 し て 、 午 後 4 時 2 0 分  

都 庁 を 辞 去 し た 。  

 

 午 後 6 時 か ら 小 石 川 の 椿 山 荘 で 、 東 京 都 知 事 主 催 の レ セ プ シ  

ヨ ン が 開 か れ た 。こ の 夜 ミ シ ガ ン 州 知 事 夫 人 も 招 待 さ れ た の で 、 

東 知 事 夫 人 、 宮 内 局 長 夫 人 も 出 席 し て 歓 待 し た 。 翌 日 の 日 米 知  

事 会 議 を 控 え 、 多 数 日 本 側 知 事 も 上 京 し て い た の で 、 す べ て の  

在 京 知 事 も 招 待 さ れ た 。 宴 酣 に し て 西 崎 舞 踊 団 に よ る 諸 国 民 謡  

の 踊 り が 披 露 さ れ 、 州 知 事 一 行 は 、 日 本 上 陸 後 始 め て 見 る 日 本  

の 踊 り に 、 盛 ん に 拍 手 を 送 つ て い た 。  

 午 後 8 時 帝 国 ホ テ ル 帰 着 。  
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東  京  都  

1 0 月 22 日 （ 金 ）  第 3 日  

 

 こ の 日 半 晴 、 天 候 に は 恵 ま れ て い た 。 午 前 9 時 か ら 午 後 3 時  

ま で 、 都 道 府 県 会 館 6 階 大 会 議 室 で 、 第 3 回 日 米 知 事 会 議 が 行  

な わ れ た が 、会 議 に 関 す る 報 告 は 、別 冊 議 事 録 を 参 照 さ れ た い 。  

こ こ に は 、 会 議 以 外 の 行 事 な ど に つ い て 報 告 す る こ と と す る 。  

 昨 日 の 朝 ク リ フ イ ー ル ド 事 務 局 長 は 、 6 時 に 起 床 し て 築 地 の  

中 央 卸 売 市 場 を 視 察 し た と い つ て い た が 、 今 朝 は 、 ベ ル モ ン 知  

事 、ロ ム ニ ー 知 事 、ホ フ 知 事 、ハ ン セ ン 知 事 、バ ブ コ ツ ク 知 事 、  

サ ン ダ ー ス 知 事 が 、 前 ア メ リ カ 大 使 館 員 デ イ ク 氏 の 案 内 で 、 再  

び 中 央 卸 売 市 場 を 見 学 し た 。 も ち ろ ん こ の 見 学 は 、 事 務 局 員 の  

誰 も 知 ら な い う ち に 行 な わ れ た の で あ る 。感 想 を 聞 い て み た ら 、 

人 々 は 忙 が し そ う に 働 い て い た が 、 皆 大 へ ん 愛 想 が よ か つ た 。  

こ う し た 市 場 に あ り 勝 な 魚 の 悪 臭 も な く 、 場 内 は 大 変 清 潔 だ つ  

た 、 と 言 つ て い た 。 1 日 の 出 入 者 6 万 5 千 人 、 出 入 す る 自 動 車  

7 千 台 、1 千 万 都 民 の 台 所 を 賄 う 雑 踏 と 喧 そ う の 渦 巻 く 中 央 市 場  

を 見 て 、 一 行 は さ ぞ 驚 い た こ と で あ ろ う 。  

 

ア メ リ カ 大 使 主 催 晩 さ ん 会  

 

 午 後 7 時 3 0 分 か ら ア メ リ カ 大 使 館 邸 で 、 ラ イ シ ヤ ワ 大 使 主  

催 の 晩 さ ん 会 が 開 か れ た 。  

 今 年 は ア メ リ カ 州 知 事 訪 問 県 の 知 事 が 招 待 さ れ 、宮 崎 、大 分 、  
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栃 木 、 佐 賀 、 熊 本 の 各 県 知 事 ほ か 、 特 に 大 使 の 招 待 に よ り 神 奈  

川 県 知 事 が 出 席 、 知 事 会 事 務 局 か ら 、 事 務 局 長 と 事 務 局 員 2 名  

が 招 待 さ れ た 。 東 会 長 は 、 オ ー ク ラ ン ド に お け る 日 米 市 長 及 び  

商 工 会 議 所 会 頭 会 議 に 出 席 の た め 欠 席 し た 。 ア メ リ カ 州 知 事 一  

行 は 、 チ ヤ フ イ ー 知 事 （ 未 着 ） と ロ ム ニ ー 知 事 夫 人 を 除 い た  

全 員 1 1 名 と 大 使 館 員 2 名 で 、 合 計 約 2 0 名 で あ つ た 。  

 応 接 室 で 約 1 時 間 カ ク テ ル を 飲 み な が ら 歓 談 の の ち 、 晩 さ ん  

会 場 に 案 内 さ れ た 。 デ イ ザ ー ト に 入 つ て か ら 、 ラ イ シ ヤ ワ ー 大  

使 の 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  短 か い 挨 拶 で す か ら 通 訳 は な し に い た し ま す 。 通 訳 は な く  

 と も 、 言 葉 の 障 壁 を 越 え て 、 お 互 い の 友 情 は 、 十 分 通 じ る と  

 思 い ま す 。 今 日 は 皆 さ ん は た く さ ん 日 本 で の 挨 拶 を お 聞 き に  

 な つ て い ま す か ら 、 私 は こ こ で 再 び 繰 返 さ な い こ と に し て 、  

 簡 単 に シ ヤ ン ペ ン の 杯 を 挙 げ て 、 ご 挨 拶 に 代 え ま す 。 乾 杯 は  

 日 本 の 知 事 さ ん と ア メ リ カ の 知 事 さ ん の 友 好 の た め 、 お 互 い  

 に 杯 を つ け 合 つ て い た だ き た い 。  

 

  団 長 リ ー ド 知 事 は 、 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

  ラ イ シ ヤ ワ ー 大 使 か ら 多 く の 助 言 を い た だ き あ り が と う ご  

 ざ い ま し た 。 大 使 が 日 本 国 民 と の 友 好 の た め 、 ど れ 程 努 力 し  

 て お ら れ る か を 始 め て 知 り ま し た 。 日 本 国 民 と 大 変 親 密 な 間  

 柄 に お ら れ る こ と が 非 常 に 印 象 深 く 、 か つ 、 感 激 し て お る 次  
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 第 で あ り ま す 。  

 

 予 定 通 り 晩 さ ん 会 は 、 午 後 9 時 3 0 分 に 終 つ て ア メ リ カ 州 知  

事 一 行 は 、 帝 国 ホ テ ル に 帰 還 し た 。  

 

 

東  京  都  施  設  視  察  

1 0 月 2 3 日 （ 土 ）  第 4 日  

 

 曇 り 。 午 前 8 時 4 5 分 バ ス に て 帝 国 ホ テ ル 発 。 一 行 は ロ ー ド  

ア イ ラ ン ド 州 チ ヤ フ イ ー 知 事 、 ア イ オ ア 州 ヒ ユ ー ズ 知 事 、 ク リ  

フ イ ー ル ド 局 長 を 除 い た ア メ リ カ 州 知 事 一 行 1 0 名 と 、 東 京 都  

及 び 知 事 会 職 員 、 新 聞 記 者 等 で あ つ た 。 ア イ オ ア 州 ヒ ユ ー ズ 知  

事 は 、 こ の 日 山 梨 県 の 招 待 に よ り 同 県 を 訪 問 し た が 、 そ の こ と  

に つ い て は 、 本 項 末 尾 に 記 載 し た 。  

 午 前 9 時 、 一 行 は 先 ず 明 治 神 宮 を 参 拝 し た 。  

 日 米 知 事 相 互 訪 問 計 画 に よ る ア メ リ カ 州 知 事 の 来 日 は 、 今 回  

で 3 回 目 で あ る が 、 明 治 神 宮 の 表 敬 は 今 回 が 始 め て で あ つ た 。  

 国 民 崇 敬 の 的 で あ り 、 深 い 森 に 囲 ま れ た 森 厳 な 明 治 神 宮 は 、  

日 本 の 精 神 文 化 の 一 面 を 伝 え る こ と が で き る と 考 え た の で あ る 。 

 玉 砂 利 を 踏 ん で 大 鳥 居 を く ぐ り 、 み た ら し 所 で 、 こ こ は 手 を  

洗 い 心 を 清 め る と こ ろ だ と 教 え ら れ 、 更 に 社 務 所 を 過 ぎ る と 神  

官 が 、 子 杓 で 手 に 水 を 掛 け て く れ 、 三 宝 に 手 拭 き の 紙 を 出 さ れ  

た 。 一 同 真 剣 な 表 情 で あ つ た 。 神 前 に 額 ず き 、 団 長 リ ー ド 知 事  
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か ら 玉 串 が 奉 て ん さ れ 、 一 同 柏 手 を 打 つ て 恭 々 し く 礼 拝 し た 。  

終 つ て 一 人 一 人 に 神 酒 が 供 さ れ た 。 一 同 の 真 剣 な 表 情 か ら 、 わ  

れ わ れ と 同 じ よ う に 敬 虔 の 念 に 打 た れ た こ と は 確 か で あ つ た 。  

 バ ス は 新 宿 か ら 青 梅 街 道 に 抜 け 、 郊 外 や 農 村 の 風 景 を 眺 め な  

が ら 1 1 時 半 東 京 都 東 村 山 浄 水 場 に 到 着 、 本 館 会 議 室 に 案 内 さ  

れ 、 管 理 事 務 所 長 佐 藤 威 夫 氏 が 要 図 に よ つ て 説 明 、 都 水 道 局 の  

井 上 氏 が 通 訳 し た 。 3 年 前 に 創 設 さ れ た こ の 浄 水 場 の 建 物 は 、  

真 新 ら し い も の で あ つ た 。  

 佐 藤 所 長 か ら 、 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  本 日 は ご 多 忙 の と こ ろ 私 た ち の こ の 浄 水 場 を ご 視 察 い た だ  

 き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 私 ど も の 浄 水 場 施 設 に は 、 多  

 く の ア メ リ カ の 技 術 が 取 り 入 れ ら れ て お り ま す 。 そ し て 今 後  

 も 私 共 の 多 く の 技 術 者 が 貴 国 を 訪 問 す る と 思 い ま す が 、 そ の  

 節 は 何 と ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 皆 様 愉 快 な 旅 を 続 け  

 ら れ ま す よ う お 祈 り い た し ま す 。  

 

 そ の 後 狭 山 湖 の 取 水 口 を 見 て 、 東 京 都 水 道 局 の か も 場 で 昼 食  

が 出 さ れ た 。 昼 食 前 に 鴨 猟 の 説 明 と 実 演 が あ つ た 。 よ く 馴 れ た  

家 鴨 に 野 生 の 鴨 を 深 い 溝 に 誘 導 さ せ 、 飛 び 上 る と こ ろ を 網 で 被  

う 古 来 の 鴨 猟 で あ る が 、 シ ー ズ ン ・ オ フ の た め 残 念 な が ら 猟 は  

出 来 な か つ た 。 ハ ン セ ン 知 事 は 、 真 先 に 網 を 持 つ て 鴨 を 取 る 真  

似 を し て 皆 を 笑 わ せ た り 、 写 真 に 撮 ら せ た り し た 。  

 昼 食 に は 、 鷹 匠 鍋 と 手 打 ち そ ば が 供 さ れ た 。 小 さ な 七 輪 の 上  
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に 鉄 板 を の せ 、 そ の 上 で 鴨 の 肉 や 牛 肉 や 野 菜 を あ ぶ つ て 大 根 お  

ろ し の 汁 に 浸 し て 食 べ る の で 、 ジ ン ギ ス カ ン 料 理 に 似 て 甚 だ 美  

味 で あ る 。 昔 鷹 匠 が 野 外 で 食 べ た 料 理 だ そ う で あ る 。 終 り に 手  

打 ち そ ば が 出 さ れ た 。 州 知 事 た ち は 、 お ぼ つ か な い 手 つ き で 箸  

を 持 ち そ ば を 食 べ て い た が 、 箸 を 持 つ こ と も そ ば を 食 べ る こ と  

も 、 生 涯 で 始 め て の こ と で あ つ た に 相 違 な い 。 ラ イ フ の 記 者 と  

読 売 新 聞 の 記 者 が 写 真 を 撮 つ て い た 。  

 午 後 4 時 一 行 は 、 駒 沢 オ リ ン ピ ツ ク 公 園 に 到 着 し た 。 始 め に  

小 川 事 務 所 長 か ら 概 要 説 明 が あ つ た 。 こ こ は 4 0 万 平 方 米 の 敷  

地 が あ り 、 4 9 億 円 を 費 し て 施 設 が 整 え ら れ 、 オ リ ン ピ ツ ク の  

際 は 、 第 2 会 場 と し て サ ツ カ ー 、 バ レ ー ボ ー ル 、 ホ ツ ケ ー 等 の  

試 合 が 行 な わ れ た と こ ろ で あ る 。 そ の 後 野 球 場 等 が 建 設 さ れ 、  

オ リ ン ピ ツ ク 大 会 後 、 綜 合 運 動 公 園 と し て 再 出 発 す る こ と に な  

つ た も の で あ る 。  

 陸 上 競 技 場 は 、 4 0 0 米 の ト ラ ツ ク を 有 し 、 2 万 5 , 0 0 0 の  

観 客 を 収 容 す る こ と が で き る 。 5 0 米 の 管 制 塔 は 、 現 在 記 念 塔  

と し て 保 存 さ れ 、 駒 沢 オ リ ン ピ ツ ク 公 園 の シ ン ボ ル に な つ て い  

る 。 屋 内 球 技 場 は 、 観 客 3 , 0 0 0 人 を 収 容 す る こ と が で き 、 こ  

の 日 ち よ う ど 東 洋 の 魔 女 と い わ れ た 日 紡 富 士 ク ラ ブ ・ チ ー ム と  

ヤ シ カ ・ カ メ ラ ・ チ ー ム と の 試 合 を 見 物 す る こ と が 出 来 た 。  

 夕 刻 5 時 5 0 分 か ら 、 こ の 日 の ア メ リ カ 州 知 事 一 行 の 視 察 状  

況 に つ い て 、 読 売 新 聞 社 ニ ユ ー ス と し て 、 約 2 分 間 テ レ ビ 訪 送  

が あ つ た 。 一 行 は 午 後 5 時 帝 国 ホ テ ル に 帰 還 し た 。  

 

－ 2 2－  



自 治 省 外 務 省 共 催 晩 さ ん 会  

 

 午 後 6 時 か ら 7 時 3 0 分 ま で 帝 国 ホ テ ル 孔 雀 の 間 で 、 自 治 省  

と 外 務 省 共 催 に よ る 歓 迎 晩 さ ん 会 が 、 ブ ツ フ エ ・ ス タ イ ル に よ  

り 催 さ れ た 。 主 催 者 側 と し て 自 治 省 か ら 永 山 自 治 大 臣 、 金 丸 事  

務 次 官 等 が 、 外 務 省 か ら 正 示 政 務 次 官 等 が 出 席 、 訪 日 全 ア メ リ  

カ 州 知 事 が 招 待 さ れ た 。  

 

 

ア イ オ ア 州 知 事 山 梨 県 訪 問  

 

 か ね て ア メ リ カ 全 国 知 事 会 ク リ フ イ ー ル ド 事 務 局 長 か ら 、 ア  

イ オ ア 州 ハ ロ ル ド ・ E・ ヒ ユ ー ズ 知 事 の 山 梨 県 訪 問 に つ い て 申 し  

入 れ が あ つ た の で 、 山 梨 県 と 折 衝 中 の と こ ろ 、 1 0 月 2 3 日 に  

山 梨 県 訪 問 が 実 現 す る こ と に な つ た 。 山 梨 県 と ア イ オ ア 州 は 、  

姉 妹 州 県 の 関 係 に あ る が 、 ア イ オ ア 州 都 デ モ イ ン 市 と 甲 府 市 と  

は 姉 妹 都 市 提 携 を 結 ん で お り ,特 別 に 深 い 間 柄 に あ る も の で あ  

る 。 昭 和 3 5 年 1 月 ア イ オ ア 州 か ら 3 5 頭 の 種 豚 と 6 万 ブ ツ シ  

エ ル の ト ウ モ ロ コ シ が 山 梨 県 に 送 ら れ た が 、 こ の 豚 の 血 統 は そ  

の 後 県 下 5 万 5 千 頭 の 豚 の 8 0～ 9 0 パ ー セ ン ト を 占 め る こ と  

に な つ た 。 山 梨 県 か ら は 梵 鐘 を 贈 り 、 ま た 、 農 業 視 察 団 の 派 遣  

や 姉 妹 校 提 携 等 が 行 な わ れ て き た 。  

 ヒ ユ ー ズ 知 事 は 、 2 3 日 午 前 1 0 時 2 3 分 第 2 ア ル プ ス 号 で  

甲 府 市 に 到 着 。駅 頭 で は 天 野 知 事 を は じ め 県 内 各 界 代 表 、市 民 、  
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学 生 等 の 盛 ん な 歓 迎 を 受 け 、 県 庁 を 訪 問 、 天 野 知 事 、 田 中 副 知  

事 等 と 会 談 し た の ち 、 各 界 代 表 に よ る 歓 迎 式 に 臨 ん だ 。 こ の あ  

と 湯 村 温 泉 で の レ セ プ シ ヨ ン に 招 か れ 、 郷 土 芸 能 を 楽 し み 、 午  

後 1 時 3 0 分 、 天 野 知 事 ら と 共 に 県 営 総 合 グ ラ ン ド か ら ヘ リ コ  

プ タ ー に 乗 り 、 富 士 山 や 富 士 五 湖 を 探 勝 し 、 東 京 に 帰 還 し た 。  

 

 

栃   木   県  

1 0 月 24 日 （ 日 ）  第 5 日  

 

 こ の 日 快 晴 、 絶 好 の 行 楽 日 和 で あ つ た 。 ア メ リ カ 州 知 事 一 行  

の ほ か 皇 太 子 殿 下 の 日 光 訪 問 も あ つ て 、 栃 木 県 警 察 本 部 は 、 自  

動 車 の ラ ツ シ ユ 防 止 に 非 常 な 努 力 を 払 つ た と い う こ と で あ る 。  

 一 行 中 に ロ ム ニ ー 知 事 夫 人 も 参 加 し た が 、 バ ー モ ン ト の ホ フ  

知 事 と ク リ フ イ ー ル ド 局 長 は 、 山 形 県 に 招 待 さ れ て い た の で 、  

日 光 訪 問 は 中 止 さ れ た 。  

 一 行 は 午 前 8 時 4 0 分 東 武 D 特 急 で 浅 草 駅 発 、 途 中 田 園 の 風  

光 を 楽 し み な が ら 、 1 0 時 2 5 分 東 武 日 光 駅 に 到 着 し た 。 到 着  

以 来 始 め て 東 京 を 離 れ た 州 知 事 一 行 に は 、 日 本 の 田 園 風 景 が 殊  

め 外 気 に 入 つ た ら し く 、 一 同 飽 か ず に 窓 外 の 景 色 を 眺 め 、 木 で  

も 作 物 で も 珍 ら し い も の は な ん で も 『 あ れ は 何 か ？ 』 と 質 問 し  

た 。  

 駅 で は 横 川 知 事 、日 光 市 長 そ の 他 多 数 県 、市 関 係 者 が 出 迎 え 、  

横 川 知 事 の 先 導 で ハ イ ヤ ー を 連 ね 、 輪 王 寺 に 向 つ た 。 境 内 で は  
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池 に 面 し た 庭 に テ ー ブ ル を 並 べ 、 管 原 栄 海 門 跡 主 催 に よ り 茶 の  

湯 が 催 さ れ た 。 美 し く 彩 つ た 紅 葉 が 池 に 映 え 、 楽 し い 静 か な ひ  

と 時 で あ つ た 。 グ ラ ン ド 将 軍 署 名 の 巻 物 に つ い て 管 原 門 跡 か ら  

説 明 が あ つ た 。 輪 王 寺 で は お み く じ を 買 い 翻 訳 し て も ら つ て 子  

ど も の よ う に 喜 び 、 生 垣 に た く さ ん 結 ば れ た 紙 片 に 好 奇 の 目 を  

見 は つ た 。  

 東 照 宮 で は 、 老 杉 の 緑 に 映 え る 金 と 朱 の け ん ら ん た る 建 築 美  

に 目 を 奪 わ れ 、 1 0 名 ば か り の カ メ ラ マ ン が 、 雑 踏 を 分 け な が  

ら 一 行 の 跡 を 追 つ た 。 靴 を 抜 い で 約 2 0 分 間 、 東 照 宮 内 部 を 拝  

観 し た 。  

 正 午 す ぎ 大 谷 川 ほ と り の 金 谷 ホ テ ル に 到 着 、 横 川 知 事 主 催 の  

昼 食 会 に 招 か れ た 。  

 

横  川  知  事  挨  拶  

 

  日 米 知 事 会 議 に ご 出 席 の 米 国 知 事 各 位 を 、 本 日 わ が 日 光 国  

 立 公 園 に お 迎 え で き ま し た こ と は 、 私 の も 光 栄 と す る と こ  

 ろ で あ り ま し て 、 1 5 0 万 県 民 と と も に 、 衷 心 よ り 歓 迎 申 し  

 上 げ ま す 。  

  米 国 知 事 各 位 に お か れ て は 、 日 米 知 事 会 議 の 都 度 日 光 を 訪  

 ね ら れ 、 今 回 で 3 度 目 で あ り ま す が 、 こ れ は 日 光 が 東 京 か ら  

 電 車 で 2 時 間 と い う 近 距 離 に あ り 、 週 末 の 清 遊 に は 格 好 の 場  

 所 で あ る ば か り で な く 、 今 朝 来 ご 覧 に な ら れ た 神 社 仏 閣 の 人  

 工 の 美 と 、 こ れ を 囲 む 天 然 の 美 が 、 特 に 海 外 か ら の お 客 様 に  

 喜 ば れ て い る た め と 存 じ ま す 。  
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 そ こ で 日 光 国 立 公 園 の 概 要 を ご 紹 介 申 し ま す と 、 日 光 国 立  

公 園 は 、 1 9 3 4 年 指 定 と な つ た 日 本 初 の 八 つ の 国 立 公 園  

の 一 つ で あ り 、 現 在 は 2 3 国 立 公 園 の 一 つ と な つ て お り ま す 。  

そ の 面 積 は 約 5 4 0 平 方 哩 で 、 面 積 の 点 で は 2 3 国 立 公 園 の  

第 5 番 目 に な つ て お り ま す 。 年 間 の 観 光 客 数 は 1 千 万 を 越 え 、  

こ の 中 に は 1 0 万 を 越 す 海 外 観 光 客 も 含 ま れ て お り ま す 。 年  

間 の 観 光 消 費 額 は 、 約 5 千 万 ド ル と 推 算 さ れ 、 こ れ ら の 数 字  

は 、 全 国 国 立 公 園 で も 上 位 の 部 類 に 属 し て お り ま す 。  

 日 光 国 立 公 園 に つ い て 私 ど も が も 苦 心 し て お り ま す こ と  

は 、 激 増 す る 観 光 客 を 前 に し て 、 自 然 保 護 と 施 設 改 善 を い か  

に し て 進 め て ゆ く か と い う こ と で あ り ま す 。 こ れ が た め 私 自  

身 も 米 国 国 立 公 園 を 訪 問 し 、 職 員 も 何 名 か 米 国 に 派 遣 し て 、  

成 果 を 収 め て お り ま す 。  

 日 光 の 直 面 す る 困 難 の う ち も 大 き な も の は 、 交 通 問 題 で  

あ り ま し て 、 新 緑 紅 葉 の 時 期 に は 、 1 日 1 万 台 の 自 動 車 が 、  

第 1 い ろ は 坂 を 往 復 し 、 し ば し ば 交 通 麻 痺 を 起 し た の で あ り  

ま す 。 そ こ で 第 2 い ろ は 坂 を 造 る こ と に な り 、 こ れ は 今 月 の  

6 日 に 完 成 を 見 、 新 道 路 は 上 り 専 用 、 旧 道 路 は 下 り 専 用 と い  

た し ま し た 。 こ れ に よ り 年 来 の 交 通 難 は 、 ほ ぼ 解 消 す る に 至  

り ま し た 。 本 日 午 後 の 奥 日 光 行 き に は 、 こ の 2 本 の 有 料 道 路  

を 利 用 す る わ け で あ り ま す 。  

 後 に 、 日 光 に は 古 来 よ く 人 口 に か い 炙 さ れ て い る 有 名 な 言  

い 伝 え が あ り ま す 。 そ れ は 『 日 光 を 見 ず し て 結 構 と い う な か  

れ 』 と い う の で あ り ま す 。 日 米 知 事 会 議 や 環 境 の 相 違 か ら 、  
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 各 位 に は お 疲 れ の こ と と 拝 察 い た し ま す が 、 ど う か 本 日 は 、  

 ご 疲 労 を 払 拭 す る お 気 持 で 、お 気 軽 に お 遊 び い た だ き ま し て 、 

 日 光 の 風 景 を 満 喫 し て い た だ け れ ば 幸 い で ご ざ い ま す 。  

 今 回 来 日 し た ア メ リ カ 州 知 事 一 行 は 、 ハ ワ イ は も ち ろ ん そ の  

他 各 州 い ず れ も 広 大 な 国 立 公 園 を 有 し 、 施 設 の 改 善 と 観 光 客  

誘 致 に 多 大 の 尽 力 を し て い る 人 々 で あ り 、 日 光 の 観 光 事 業 に 言  

及 さ れ た 横 川 知 事 の 挨 拶 は 、 一 行 に 多 大 の 感 銘 を 与 え た 。 挨 拶  

の の ち 横 川 知 事 か ら 、 お 土 産 と し て 絹 織 物 が 贈 ら れ 、 日 光 市 長  

か ら は ス ラ イ ド が 贈 ら れ た 。 続 い て オ ク ラ ホ マ 州 ベ ル モ ン 知 事  

か ら 一 行 を 代 表 し て 次 の 挨 拶 が あ つ た 。  

 

ベ  ル  モ  ン  知  事  挨  拶  

 

  今 日 は 私 ど も の 日 本 訪 問 中 の ハ イ ラ イ ト を な す も の で あ る  

 と 存 じ ま す 。 日 光 や 日 本 の 風 景 に つ い て は 、 前 々 か ら 聞 い て  

 お り ま し た が 、 今 日 ま の あ た り に そ の 風 光 に 接 す る こ と が で  

 き 、 日 光 は ほ ん と に す ば ら し い と 思 い ま し た 。 こ の 美 し い 風  

 景 に 加 え て 、 大 変 な ご 歓 待 を 受 け て 、 感 激 し て い る 次 第 で あ  

 り ま す 。 ア メ リ カ に お り ま し て も 、 ア メ リ カ 人 の 口 に 合 う こ  

 の よ う な ご 馳 走 は 、 と て も 食 べ ら れ ま せ ん 。  

  私 は 農 業 州 の 者 で あ り ま す の で 、 車 中 東 京 か ら 日 光 ま で の  

 風 景 を 十 分 楽 し む こ と が で き て 、 う れ し く 思 い ま し た 。 特 に  

 日 本 の 児 童 の 絵 を い た だ い て 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ま  

 た 、 県 民 の 心 か ら の ご 好 意 と い ろ い ろ の 贈 物 を い た だ き 、 深  

 く 感 謝 い た し て お り ま す 。  

－ 2 7－  



  こ こ に 1 0 名 の 知 事 が サ イ ン を し た ス ク ロ ー ル を 、 友 情 の  

 し る し と し て お 贈 り い た し ま す 。  

 ベ ル モ ン 知 事 に 続 い て 、 一 人 一 人 の 州 知 事 か ら 、 横 川 知 事 に  

贈 物 が な さ れ た 。  

 昼 食 後 、日 光 音 頭 や わ ら く 踊 り な ど の 民 間 舞 踊 が 紹 介 さ れ た 。 

 午 後 は バ ス で 華 厳 の 滝 を 観 瀑 台 か ら 見 物 し た 。 狭 い 観 瀑 台 は  

見 物 客 が 群 つ て 、 覗 き 見 す る の も 容 易 で な い 。 若 い 州 知 事 た ち  

は 、 手 摺 か ら 身 体 を 乗 り 出 し て 写 真 を 撮 つ て い た 。 近 く の 売 店  

で バ ブ コ ツ ク 知 事 は 、 額 入 り の 滝 の 絵 の 5 0 0 円 の も の と 5 5 0  

円 の も の 一 つ ず つ 買 つ て 、 子 供 の よ う に 嬉 し が つ て い た 。  

 中 禅 寺 湖 棧 橋 か ら 遊 覧 船 に 乗 つ て 、 約 3 0 分 間 湖 上 遊 覧 を し  

た 。 海 抜 1 , 2 7 0 米 の 湖 上 は 、 さ す が に も う 寒 い 位 で あ る 。 四  

周 の 山 々 の 紅 葉 は 正 に 見 頃 で 、 湖 上 に 映 え て 絵 の よ う に み ご と  

で あ つ た 。  

 午 後 4 時 日 光 有 料 道 路（ 通 称 い ろ は 坂 ）を 下 つ て 帰 途 に つ く 。  

全 山 紅 葉 し た 中 を 、 バ ス は 羊 腸 の 道 を 縫 つ て 下 る 。 絵 の 中 に い  

る よ う な 美 し さ で あ る 。  

 帰 り は 国 鉄 日 光 駅 か ら 日 光 号 に 乗 車 、 午 後 4 時 4 5 分 同 駅 を  

出 発 し た 。 発 車 ま で の 2 0 分 間 駅 長 室 で 休 ま せ て も ら つ た が 、  

州 知 事 た ち は 再 び 改 札 口 を 出 て 、 附 近 の 店 屋 で 土 産 物 を 忙 が し  

く 買 つ て い た 。 駅 に は 、 こ の 日 終 日 州 知 事 の 案 内 と 接 待 に 陣 頭  

指 揮 し た 横 川 知 事 を 始 め 、 多 数 の 県 市 関 係 者 が 見 送 つ た 。  

 帰 途 汽 車 の 中 で 州 知 事 た ち の 感 想 を 聞 い て み る と 、 ロ ム ニ ー  

知 事 は 、『 緑 の 杉 と 美 し い 建 築 物 の 調 和 は 見 事 で あ つ た 。 途 中  
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の 田 園 の 風 景 も 美 し か つ た 』 と い つ た 。 ま た ハ ン セ ン 知 事 は 、  

『 私 も 日 光 の よ う な 高 原 に 住 ん で い る が 、 田 舎 の 農 場 の 風 景 は  

大 好 き だ 』 と い い 、 リ ー ド 知 事 は 、『 市 民 が 日 米 の 国 旗 を 振 つ  

て 歓 迎 し て く れ た こ と は 、 本 当 に う れ し か つ た 。 神 社 と 湖 上 遊  

覧 は 特 に よ か つ た 。人 々 が 勤 勉 で 愛 想 の よ い こ と に も 感 心 し た 』 

と 語 つ た 。  

 

新   聞   報   道  

 

 栃 木 新 聞 （ 1 0 月 2 5 日 ）  

 日 光 の 秋 を 満 喫 。 日 米 知 事 会 議 の 米 州 知 事 一 行  

 日 米 知 事 会 議 で 来 日 中 の 米 国 州 知 事 ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド （ メ  

イ ン 州 ・ 団 長 ）、 ジ ヨ ー ジ ・ ロ ム ニ ー （ ミ シ ガ ン 州 ）、 テ イ ム  

・ バ ブ コ ツ ク （ モ ン タ ナ 州 ）、 ク リ フ オ ー ド ・ P・ ハ ン セ ン （  

（ ワ イ オ ミ ン グ 州 ）、 ヘ ン リ ー ・ ベ ル モ ン （ オ ク ラ ホ マ 州 ） の  

5 知 事 は 、 2 4 日 午 前 1 0 時 2 5 分 東 武 日 光 駅 着 の 特 急 電 車 で  

日 光 市 に 到 着 、 出 迎 え の 横 川 知 事 、 佐 々 木 日 光 市 長 ら の 案 内 で  

輪 王 寺 、 東 照 宮 、 華 厳 の 滝 、 中 禅 寺 湖 な ど を 視 察 し た 。  

 一 行 に は ジ ヨ ー ジ ・ ロ ム ニ ー 夫 人 、 宮 内 全 国 知 事 会 事 務 局 長  

ら も 加 わ り 、 東 武 日 光 駅 か ら ハ イ ヤ ー に 分 乗 し て 輪 王 寺 を 訪 れ  

た 。 同 寺 で は 菅 原 門 跡 と と も に 紫 雲 閣 庭 園 で お 茶 の 接 待 を 受 け  

た が 、 純 日 本 式 庭 園 で の 茶 会 に 感 動 、 横 川 知 事 に 『 こ ん な に 美  

し い 県 の 知 事 を さ れ て い る の は 本 当 に し あ わ せ だ 』 と 語 つ て い  

た 。 ま た 同 寺 で は 、 明 治 1 2 年 7 月 2 7 日 に 訪 れ た 南 北 戦 争 の  

ヒ ー ロ ー 、 グ ラ ン ド 将 軍 の サ イ ン を 見 せ た り お み く じ を 引 い た  
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り し て 、 東 照 宮 へ 向 か つ た 。  

 東 照 宮 で は 矢 島 禰 宣 の 案 内 で 五 重 塔 、 陽 明 門 な ど 華 麗 な 色 彩  

と 彫 刻 に 『 ワ ン ダ フ ル 』 を 連 発 、 し き り に カ メ ラ に お さ め る な  

ど 、 日 本 古 来 の 芸 術 に 感 動 し た 。  

 引 き 続 き 正 午 か ら 金 谷 ホ テ ル で 横 川 知 事 招 待 の 昼 食 会 に の ぞ  

ん だ あ と 、 新 装 な つ た 第 2 い ろ は 坂 を 通 つ て 中 禅 寺 に 向 い 、 華  

厳 の 滝 見 物 、 潮 上 遊 覧 を 行 な つ た が 、 こ ん ど は 紅 葉 し た 自 然 の  

美 と 、 そ れ に 調 和 し た 近 代 建 築 技 術 に 満 足 、 午 後 4 時 4 5 分 国  

鉄 日 光 駅 発 の 準 急 『 日 光 』 で 帰 京 し た 。  

 

 

バ ー モ ン ト 州 知 事 山 形 県 訪 問  

 

 バ ー モ ン ト 州 フ イ リ ツ プ ・ H・ ホ フ 知 事 は 、 か ね て ク リ フ イ  

ー ル ド 事 務 局 長 を 通 じ 、 山 形 県 訪 問 の 希 望 を 表 明 し て き た が 、  

山 形 県 安 孫 子 知 事 の 快 諾 を 得 て 、 ク リ フ イ ー ル ド 局 長 を 滞 同 、  

同 県 を 訪 問 す る こ と に な つ た 。  

 ホ フ 知 事 と ク リ フ イ ー ル ド 局 長 は 、 1 0 月 2 4 日 空 路 山 形 県  

を 訪 問 、 安 孫 子 知 事 ら の 案 内 で 県 内 を 視 察 し た が 、 県 庁 ま で の  

途 中 東 根 市 の リ ン ゴ 園 で は 、 も ぎ た て の リ ン ゴ を ほ お ば り 、 紅  

葉 の 美 し い 山 寺 で は 、 コ ン ニ ヤ ク を 食 べ て 観 光 客 を 驚 か せ た 。  

県 庁 で 休 憩 の の ち 午 後 か ら 蔵 王 に の ぼ り 、 蔵 王 エ コ ー ・ ラ イ ン  

と 蔵 王 ラ イ ン を ド ラ イ ブ し て 、 秋 の 行 楽 を 満 喫 し た 。  

 バ ー モ ン ト 州 は 、 ア メ リ カ 北 東 部 の 小 さ な 農 業 州 で 、 果 樹 、  
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畜 産 が 盛 ん で 、 自 然 環 境 も 山 形 県 と よ く 似 て い る と こ ろ か ら 、  

ホ フ 知 事 の 山 形 県 訪 問 は 姉 妹 州 県 の 瀬 踏 み と 思 わ れ る 節 が あ つ  

た 。 果 せ る か な 記 者 会 見 の 席 上 姉 妹 州 県 の 話 が も ち 上 り 、 ホ フ  

知 事 は 次 の よ う に 語 つ た 。『 帰 国 後 議 会 と 相 談 す る が 、 姉 妹 州  

県 が 実 現 す れ ば 、 私 は 農 業 、 観 光 、 産 業 の 三 つ の 面 で お 互 い の  

交 歓 を 行 な い 、 相 互 の 利 益 を 高 め た い 。 今 日 の 訪 問 で 私 は 、 山  

形 県 に 数 え き れ な い 程 の 印 象 を 受 け た 。』 ホ フ 知 事 と ク リ フ  

イ ー ル ド 局 長 は 、 同 日 夕 刻 特 急 列 車 で 帰 京 し た 。  

 

 

東 京 都  ～  鹿 児 島 県  

1 0 月 2 5 日 （ 月 ）  第 6 日  

 

 い よ い よ 今 次 ア メ リ カ 州 知 事 一 行 の 主 要 視 察 地 九 州 に 向 う こ  

と に な つ た 。 一 行 は ア メ リ カ 州 知 事 団 1 2 名 と 、 日 本 側 随 行 者  

5 名 の 合 計 1 7 名 で あ つ た 。 幸 い 天 気 晴 朗 、 定 刻 1 0 時 日 航 機  

1 0 9 便 に 搭 乗 、 同 4 5 分 大 阪 国 際 空 港 着 、 全 日 空 2 1 5 便 に  

乗 り 替 え 、 予 定 通 り 午 後 1 2 時 5 5 分 鹿 児 島 空 港 に 到 着 し た 。  

 今 回 の 行 事 に 全 日 空 は 、 全 幅 の 協 力 を し て く れ た が 、 特 に 慣  

例 を 破 つ て 州 知 事 一 行 に 、 昼 食 時 ボ ツ ク ス ・ ラ ン チ を 提 供 し て  

く れ た 。そ れ も 一 般 乗 客 と 差 別 を つ け な い よ う に と の 配 慮 か ら 、 

乗 客 全 員 に 同 じ ボ ツ ク ス ・ ラ ン チ が 提 供 さ れ た の で あ つ た 。 ま  

た 、 2 人 の ス チ ユ ア デ ス は 、 容 姿 端 麗 、 優 美 さ と 知 性 を 備 え 、  

笑 み こ ぼ れ る ば か り で 、 一 行 の サ ー ビ ス に 努 め た 。  
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 空 港 で は 、 寺 園 知 事 ほ か 議 長 代 理 、 鹿 児 島 市 長 ら 県 市 幹 部 職  

員 の 出 迎 え を 受 け 、 花 束 贈 呈 が あ つ て か ら 、 次 の よ う な 寺 園 知  

事 の 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  日 程 が 短 か す ぎ て 何 も お 見 せ で き ま せ ん 。 限 ら れ た 日 程 の  

 な か で 、 市 内 の 一 部 と 桜 島 を 案 内 い た し ま す 。 も う 一 晩 泊 つ  

 て い た だ け れ ば 、 東 洋 の ハ ワ イ 指 宿 か 、 霧 島 国 立 公 園 を ご 案  

 内 で き る の で す が 残 念 で す 。  

 

鹿  児  島  県  庁  訪  問  

 

 こ の あ と 一 行 は 、 パ ト カ ー に 警 衛 さ れ 、 ハ イ ヤ ー を 連 ね て 鹿  

児 島 県 庁 へ 。 庁 舎 玄 関 に は “ W e l c o m e  S t a t e  G o v e r n o r s  o f  U .  

S . A .  K a g o s h i m a  P r e f e c t u r e ” と 書 い た 大 看 板 の 左 右 に 日 米 の  

国 旗 が 掲 げ ら れ 、 全 職 員 が 日 米 の 国 旗 を 振 つ て 歓 迎 す る 中 を 州  

知 事 ら は 、 歓 迎 陣 の 一 人 一 人 に 握 手 を し な が ら 、 知 事 応 接 室 に  

案 内 さ れ た 。  

 

寺  園  知  事  挨  拶  

 

  東 京 で 重 要 な 忙 し い 会 議 を す ま せ て 九 州 に お い で に な る に  

 つ い て 、 初 に 鹿 児 島 を ご 訪 問 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま  

 し た 。  

  桜 島 は 、と き ど き 噴 火 し て 観 光 客 に 喜 ば れ て お り ま す の で 、 

 ご 滞 在 中 に も 噴 火 す る か も 知 れ ま せ ん 。  

  鹿 児 島 は 日 本 の 南 の 端 で 、 沖 縄 と 隣 り あ わ せ に あ り ま す 。  
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 南 北 の 距 離 は 、 東 京 か ら 岡 山 ま で の 約 5 8 6 キ ロ あ り ま す 。  

  人 口 は 1 9 0 万 、 面 積 は 9 , 1 4 0 平 方 キ ロ で す 。  

  鹿 児 島 県 は 、 農 業 従 事 者 が 主 体 と な つ て お り ま す 。 く わ し  

 い こ と は 、 差 上 げ て あ り ま す 資 料 に 書 い て あ り ま す が 、 産 業  

 と し て は 農 業 が 主 体 で あ り ま す 。 そ の 他 林 業 、 水 産 業 に 従 事  

 い た し て お り ま す 。  

  い た る と こ ろ 美 し い 景 色 が あ り 、 県 下 全 域 に わ た つ て 国 立  

 公 園 も し く は そ の 他 の 公 園 に 属 し て い る と い つ て も 過 言 で は  

 あ り ま せ ん 。  

  こ の 県 庁 は 、 日 本 の な か で 一 番 古 く 、 1 9 2 5 年 に で き あ  

 が つ た も の で す 。 日 本 国 中 を 歩 か れ て も 、 県 庁 建 物 で こ れ よ  

 り 古 い 建 物 は ご 覧 に な れ な い で し よ う 。 戦 争 中 焼 け ま し て 、  

 天 井 や 壁 は こ わ れ て 使 い も の に な ら な か つ た も の を 、 そ の 後  

 修 理 い た し ま し て 現 在 使 つ て お り ま す 。 余 り き れ い で な く 、  

 狭 く る し い 部 屋 で お 気 の 毒 で す 。  

 

 上 記 の 寺 園 知 事 の 挨 拶 に 対 し 、 一 行 を 代 表 し て ハ ワ イ の バ ー  

ン ズ 知 事 か ら 、 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  一 行 を 代 表 し て お 礼 の 言 葉 を 申 し 上 げ ま す こ と を 光 栄 に 存  

 じ ま す 。  

  日 本 に 参 り ま し て 、 日 本 人 の 勤 勉 さ 誠 実 さ が よ く わ か り ま  

 し た 。 今 後 東 洋 の 平 和 の た め に 、 お 互 い に 手 を つ な い で 協 力  

 し 合 う よ い 相 手 を も つ た も の だ と 思 つ て お り ま す 。 今 後 日 米  
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 両 国 が さ ら に 友 好 を 深 め 、 世 界 の 平 和 の た め に 努 力 し て ゆ き  

 た い と 思 つ て お り ま す 。  

 

 こ の あ と バ ー ン ズ 知 事 か ら 、 1 0 名 の 知 事 の サ イ ン 入 り の ス  

ク ロ ー ル が 寺 園 知 事 に 手 交 さ れ た 。 雑 談 の 際 寺 園 知 事 か ら 桜 島  

の 紹 介 が あ り 、 寺 園 知 事 は 『 私 ど も は 州 知 事 各 位 に と ん な 歓 迎  

で も し た い と 思 う が 、 桜 島 の 噴 火 で 歓 迎 す る こ と だ け は 、 私 の  

思 う よ う に ゆ か な い 。』 と い つ て 桜 島 に こ と よ せ て 、 心 か ら の  

歓 迎 の 意 が 表 さ れ た 。 寺 園 知 事 か ら 州 知 事 一 同 に 錫 製 の 大 小 一  

対 の 湯 呑 み が 贈 ら れ た が 、 ア メ リ カ 州 知 事 か ら 『 ア メ リ カ で は  

大 き い コ ツ プ は 女 性 が 使 い 、 小 さ い 方 を 男 性 が 使 う が 、 日 本 で  

も そ の 通 り か 。』 と 質 問 が あ り 、 寺 園 知 事 は 、 日 本 で は 全 く 反  

対 で あ る 、 と 答 え た 。  

 鹿 児 島 市 に つ い て 次 の よ う な 説 明 が あ つ た の で 附 記 す る 。  

 

鹿  児  島  市  の  概  要  

 

  鹿 児 島 市 は 、 日 本 の 南 端 鹿 児 島 県 の 中 心 に 位 置 し 、 市 街 地  

 は 東 に 錦 江 湾 を へ だ て て 雄 大 な 桜 島 を の ぞ み 、 西 部 と 北 部 は  

 低 い 丘 陵 と 台 地 に よ つ て 囲 ま れ て い ま す 。 特 に 市 街 地 か ら 眺  

 め た 桜 島 の 景 色 は す ば ら し く 、 東 洋 の ナ ポ リ と 称 さ れ て お り  

 ま す 。  

  こ の 都 市 は 、 島 津 7 7 万 石 の 城 下 町 と し て 栄 え 、 古 く か ら  

 琉 球 や 中 国 大 陸 と の 交 流 も 行 な わ れ て い ま し た 。 市 民 は 尚 武  

 の 国 に ふ さ わ し い 豪 快 な 気 風 に 富 み 、 わ が 国 に 初 に 西 欧 文  
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化 を 受 け 入 れ て 、 造 船 所 、 紡 績 所 の 建 設 等 技 術 革 新 を 導 入 し  

た 実 績 が あ り ま す 。 ま た 日 本 初 の 本 格 的 洋 式 軍 艦 を 建 造 し 、  

そ の マ ス ト に 高 々 と 掲 げ た 日 の 丸 が 、 日 本 国 旗 制 定 の き つ か  

け に な つ て お り ま す 。 明 治 維 新 に は 、 近 代 日 本 の 発 祥 の 地 と  

し て 、 西 郷 隆 盛 、 大 久 保 利 通 そ の 他 幾 多 の 英 傑 を 生 み だ し ま  

し た 。 ま た 東 郷 元 帥 も 当 鹿 児 島 に 生 れ ま し た 。 第 2 次 世 界 大  

戦 で は 、 市 街 地 の 9 割 が 焦 土 と 化 し ま し た が 、 戦 後 画 期 的 都  

市 計 画 に よ つ て 、 市 街 地 は 見 ち が え る よ う に 整 備 さ れ て い ま  

す 。  

 鹿 児 島 市 は 、 そ の 輝 や か し い 歴 史 と 恵 ま れ た 自 然 と で 多 く  

の 人 々 に 親 し ま れ て お り 、 日 本 南 の 拠 点 都 市 と し て 、 た く  

ま し い 歩 み を 続 け て い ま す 。 と く に 明 治 維 新 に ま つ わ る 数 々  

の 史 跡 と 、 錦 江 湾 に 浮 か ぶ 絵 の よ う な 桜 島 は 、 観 光 鹿 児 島 の  

シ ン ボ ル で あ り 、 そ の 明 る い 太 陽 と 澄 み き つ た 空 と 海 は 、 東  

洋 の ナ ポ リ の 名 に ふ さ わ し い と 申 せ ま し よ う 。 1 9 6 0 年 5  

月 に は 、 イ タ リ ア の ナ ポ リ 市 と 姉 妹 都 市 の 盟 約 を 結 び 、 国 内  

は も と よ り 国 際 的 に も 、 大 き く ク ロ ー ズ ア ツ プ さ れ て い ま す 。  

ま た 、 こ れ と と も に 交 通 網 も 年 々 整 備 さ れ 、 航 空 路 は 沖 縄 を  

は じ め 、 東 京 、 大 阪 、 福 岡 に 通 じ 、 さ ら に 南 西 諸 島 に も 伸 び  

て い ま す 。  

 現 在 鹿 児 島 空 港 に お け る 発 着 回 数 も 多 く 、 今 後 さ ら に 増 加  

す る も の と 思 わ れ ま す 。 ま た 、 鹿 児 島 港 の 整 備 と 新 港 南 港 の  

開 設 に よ つ て 沖 縄 を は じ め 、 南 方 地 域 と の 貿 易 は ま す ま す 盛  

ん に な り 、 さ ら に 香 港 を は じ め 東 南 ア ジ ア と の 貿 易 も 開 か れ 、  
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 今 や 鹿 児 島 は 、 南 方 地 域 へ の 貿 易 交 通 の 玄 関 口 と し て き わ め  

 て 重 要 な 地 位 を 占 め て い ま す 。  

  ま た 、 鹿 児 島 南 港 を 中 心 と す る 臨 海 工 業 地 帯 の 建 設 と と も  

 に 、 各 種 工 場 の 誘 致 も 期 待 さ れ て お り ま す 。  

  主 要 特 産 品 は 、焼 ち ゆ う 、で ん ぷ ん 、大 島 つ む ぎ 、竹 細 工 、  

 薩 摩 焼 な ど が あ り 、 鹿 児 島 市 を 訪 れ る 観 光 客 に 好 評 を 博 し て  

 い ま す 。  

  面 積 は 1 8 0 . 5 8 平 方 キ ロ 、 人 口 は 3 2 7 , 0 0 9（ 4 0． 1 1  

 調 べ ） で あ り ま す 。  

 

大 島 つ む ぎ （ 久 野 商 店 ） 視 察  

 

 午 後 2 時 2 5 分 バ ス で 県 庁 を 出 発 、 市 内 の 久 野 商 店 で 大 島 つ  

む ぎ を 視 察 し た 。  

 店 の 前 で は 久 野 商 店 の 従 業 員 や 近 所 の 奥 さ ん た ち が 、 手 に 手  

に 日 米 の 小 旗 を 振 つ て 迎 え た 。 州 知 事 た ち は エ プ ロ ン 姿 の 奥 さ  

ん や 娘 さ ん と 気 軽 に 握 手 、 肩 に 手 を か け て 写 真 に 撮 ら れ る 場 面  

も あ り 、 な ご や か な 親 善 風 景 が 展 開 さ れ た 。 日 本 の 庶 民 と 接 し  

て 話 し た い と い つ て い た 州 知 事 た ち の 希 望 が 叶 え ら れ た の で あ  

る 。  

 先 づ 展 示 室 で ネ ク タ イ や そ の 他 の 織 物 の 展 示 品 を 鑑 賞 し て か  

ら 工 場 に 案 内 さ れ 、 児 玉 常 務 取 締 役 の 説 明 で 、 古 来 3 5 0 年 の  

伝 統 を 守 つ て 、特 殊 な 植 物 の 煎 汁 液 で 純 絹 糸 を 染 め る 染 色 場 や 、 

織 機 が た く さ ん 並 ん で 、 若 い 熟 達 し た 織 子 た ち が 、 巧 み に オ サ  

を 操 つ て い る は た 織 工 場 を 視 察 、 2 本 の 手 先 き か ら 、 独 特 の 優  
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雅 な 織 物 が つ く り 出 さ れ る 光 景 に 、 州 知 事 た ち は 一 同 感 嘆 の 面  

持 ち で あ つ た 。 州 知 事 か ら 『 賃 金 は ど れ 位 か ？  一 反 織 る の に  

何 日 位 か か る か ？ 』 な ど の 質 問 が あ つ た 。 ま た 、 一 反 の 価 格 は  

ど れ 位 か と の 質 問 に 、 3 万 6 千 円 位 か ら 2 0 万 円 位 に 及 ん で い  

る と の 答 に 、 驚 き の 目 を 見 張 つ て い た 。 な ん で も 機 械 で 大 量 生  

産 す る こ と に 慣 れ て い る 州 知 事 た ち の 目 に 、 一 人 一 人 の 磨 か れ  

た 技 術 と 丹 精 で 作 り 出 さ れ る 大 島 つ む ぎ は 、 も 優 れ た 芸 術 品  

と 映 つ た こ と で あ ろ う 。  

 

桜   島   観   光  

 

 桜 島 棧 橋 で は 、 西 桜 島 村 長 、 助 役 、 議 長 、 副 議 長 、 収 入 役 等  

多 数 の 人 々 の 出 迎 え を 受 け 、 チ ヤ ー タ ー 船 第 8 桜 島 丸 に 乗 船 し  

た 。 2 階 の 展 望 所 か ら 、 噴 煙 を 上 げ て い る 桜 島 が 晴 空 に 浮 ん で  

見 え る 。 西 桜 島 村 長 か ら 次 の よ う な 歓 迎 の 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  本 日 は よ う こ そ お 越 し 下 さ い ま し た 。 ア メ リ カ 州 知 事 の 皆  

 様 が 私 ど も の 西 桜 島 村 を お 訪 ね 下 さ い ま す こ と を 、 非 常 に 光  

 栄 に 思 い ま す 。 皆 様 が 観 光 の ひ と と き を 楽 し く 過 し て い た だ  

 く こ と を 、 心 か ら 希 望 い た し ま す 。  

  桜 島 は 鹿 児 島 の シ ン ボ ル で 、 東 洋 の ナ ポ リ と た た え ら れ て  

 お り ま す 。 周 囲 が 約 5 2 キ ロ 、 面 積 が 約 8 0 平 方 キ ロ 、 人 口  

 が 1 2 , 0 0 0 人 の 活 火 山 の 島 で あ り ま す 。 私 ど も の 西 桜 島 村  

 は 、 前 方 に 見 え ま す 溶 岩 原 の 左 側 で 、 島 の 全 体 の
5
2
の 面 積 を  

 有 し 、 人 口 は 約 7 . 0 0 0 人 で あ り ま す 。  
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 前 方 に 見 え て お り ま す あ の 溶 岩 原 は 、 今 か ら 5 1 年 前 の  

1 9 1 4 年 の 噴 火 に よ り 流 出 し た 溶 岩 で あ り 、 過 去 の 大 噴 火  

の 記 録 で も 一 番 大 き く 、 3 0 億 屯 も の 溶 岩 が 山 の 中 腹 か ら 噴  

き 出 し 、 同 時 に 島 の 裏 側 も 爆 発 し 、 以 前 は 島 で あ り ま し た 桜  

島 が 、 流 れ 出 た 溶 岩 の た め 、 幅 4 0 0 メ ー ト ル 、 深 さ 7 2 メ  

ー ト ル の 海 峡 を 埋 め て 大 隅 半 島 と つ な が り 、 今 で は 一 つ の 半  

島 と な つ て お り ま す 。 こ の 爆 発 の た め 、 1 , 6 7 1 戸 が 溶 岩 で  

お し つ ぶ さ れ 、 3 7 人 が 死 亡 い た し ま し た 。 特 に 前 方 の あ の  

溶 岩 の 下 に は 、 当 時 桜 島 で も 栄 え て お り ま し た 横 山 部 落 を  

は じ め 、 小 池 、 赤 水 の 3 部 落 1 , 0 7 0 戸 と 、 役 場 、 小 学 校 、  

郵 便 局 等 が 埋 ま つ て お り ま す 。 こ の 爆 発 の と き 私 は 1 7 才 の  

青 年 で 、 家 を 溶 岩 で 奪 わ れ た の で あ り ま す が 、 あ の 爆 発 の も  

の す ご さ は 、 今 も は つ き り と 私 の 耳 目 に 残 つ て お り ま す 。 し  

か し な が ら 村 民 は 、 こ の 大 災 害 に も め げ ず 村 を 愛 し 、 復 興 に  

努 力 し 、 世 界 で 一 番 大 き い 桜 島 大 根 と 、 世 界 で も 小 さ な み  

か ん を 生 産 し 、 今 は 果 物 の 宝 島 で あ る と い わ れ て お り ま す 。  

降 り し き る 火 山 灰 と 戦 い 、 溶 岩 に い ど む 村 民 の 姿 は 、 こ の 火  

の 島 を 愛 す る 姿 な の で す 。  

 た だ い ま ご 乗 船 い た だ い て お り ま す こ の フ エ リ ー ・ ボ ー ト  

は 、 観 光 的 に も 産 業 開 発 に お い て も 、 大 き な 役 割 を 果 し て お  

り ま す が 、 西 桜 島 で 経 営 し て お り ま す こ と は 、 財 政 的 に 非 常  

に 利 点 で あ り 、 こ れ か ら も 一 層 開 発 し て 、 桜 島 を 世 界 一 の 大  

観 光 地 に し た い と 思 い ま す 。 火 の 島 桜 島 の 村 民 を 代 表 し て 、  

心 か ら 歓 迎 申 し 上 げ ま す 。  
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 リ ー ド 知 事 か ら 次 の 挨 拶 が あ つ た 。  

  本 日 は 鹿 児 島 を 見 せ て い た だ き 、 県 民 の 勤 勉 さ と 、 す ば ら  

 し い 道 路 や す ば ら し い 産 業 に 驚 い て お り ま す 。  

  本 日 桜 島 に 参 り ま し た 全 員 は 、 こ ん な に 近 く に 活 火 山 を み  

 る と い う こ と は 、 始 め て だ ろ う と 思 い ま す 。 私 ど も は 非 常 に  

 珍 ら し く 見 学 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

  桜 島 に は 、 世 界 一 大 き い 桜 島 大 根 と 、 世 界 一 小 さ い 桜 島 み  

 か ん が あ る こ と を 伺 い ま し て 、 今 こ こ で そ の 世 界 一 小 さ な 桜  

 島 み か ん を 、 非 常 に お い し く い た だ い て お り ま す 。 こ の み か  

 ん を 思 い 出 し て 、 再 び 日 本 を 訪 問 し た い と 思 い ま す 。  

 

 1 5 分 ば か り で 袴 腰 に 到 着 し た 。 岩 壁 に は W e l c o m e !  

D e l e g a t i o n  o f  A m e r i c a n  G o v e r n o r s .  N i s h i - S a k u r a  j i m a  

V i l l a g e と 大 書 し た 看 板 が 掲 げ ら れ た 大 ア ー チ が 建 て ら れ 、 鹿  

児 島 信 用 金 庫 職 員 の ブ ラ ス ・ バ ン ド で 賑 や か に 迎 え ら れ た 。 歓  

迎 の 花 火 が 晴 空 に こ だ ま し て い た 。 飛 び 切 り の 歓 迎 陣 で あ る 。  

レ ス ト ・ ハ ウ ス 前 で バ ス に 乗 り 、 湯 の 平 展 望 台 に 向 う 。  

 展 望 台 で は 、 バ ス を 降 り て 少 憩 、 桜 島 を 咫 尺 （ し せ き ） の 間  

に 眺 め な が ら 茶 菓 の 接 待 を 受 け た 。  

 午 後 4 時 4 5 分 袴 腰 帰 着 、 棧 橋 に は 赤 い ユ ニ ホ ー ム の 少 女 鼓  

笛 隊 と ブ ラ ス バ ン ド の 演 奏 で 州 知 事 一 行 を 送 つ た 。 公 私 多 数 の  

見 送 入 は 、 ロ ー マ 字 で サ ヨ ナ ラ と 大 書 し た 幕 を 拡 げ 、 手 に 手 に  

日 米 の 小 国 旗 を 振 つ て 送 つ た 。 五 彩 の テ ー プ が 船 と 陸 と を つ な  

い だ 。船 が 静 か に 岸 壁 を 離 れ る と 、再 び 花 火 が 晴 空 に こ だ ま し 、  
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鼓 笛 隊 と ブ ラ ス バ ン ド が 螢 の 光 を 演 奏 、 永 年 住 み 馴 れ た 地 を 離  

れ る 時 の よ う な 、 一 沫 の 哀 愁 を 残 し て 桜 島 と 別 れ た 。 送 る 人 も  

送 ら れ る 人 も 、 陸 上 と 船 上 で 、 人 影 が 見 え な く な る ま で お 互 い  

に 手 を 振 つ て 別 れ を 惜 し ん だ 。 こ の 日 の 筆 者 の メ モ に 、 演 出 効  

果 百 パ ー セ ン ト と 書 い て あ つ た 。  

 船 中 で は 、 有 村 村 長 か ら 、 溶 岩 で で き た 灯 籠 か 州 知 事 た ち に  

贈 ら れ た 。 寺 園 知 事 は 、 終 始 一 行 の 先 頭 に 立 つ て 陣 頭 指 揮 を し  

た 。  

 午 後 5 時 3 0 分 城 山 観 光 ホ テ ル に 到 着 、 直 ち に ロ ビ ー で 記 者  

会 見 が 行 な わ れ た 。 概 要 次 の 通 り 。  

 

記   者   会   見  

 

 団 長 リ ー ド 知 事 か ら 、 次 の 挨 拶 が あ つ た 。  

  す ば ら し い ご 歓 待 を 受 け 、 心 か ら お 礼 申 し 上 げ ま す 。 今 日  

 は ほ ん と に す ば ら し い も の ば か り を 見 せ て い た だ き ま し た 。  

 す ば ら し い 道 路 、 桜 島 、 大 島 つ む ぎ な ど 、 鹿 児 島 県 の 観 光 は  

 ほ ん と に す ば ら し い と 思 い ま し た 。 今 後 一 層 観 光 事 業 に 尽 力  

 さ れ る こ と を 希 望 い た し ま す 。 団 員 一 同 皆 私 と 同 じ 思 い で あ  

 る と 思 い ま す が 、 皆 様 の 表 情 か ら 、 皆 様 が 心 か ら 私 ど も を 歓  

 迎 し て 下 さ る こ と が よ く 分 か り ま し た 。 寺 園 知 事 さ ん の す ぐ  

 れ た 日 程 で い ろ い ろ 見 せ て い た だ き 、 感 謝 し て お り ま す 。 こ  

 れ か ら 皆 さ ん の ご 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

○ 問  鹿 児 島 県 の 視 察 で 、 も 強 い 印 象 を 受 け た の は 何 か ？  

○ 答  二 つ あ つ た 。 一 つ は 大 島 つ む ぎ で 、 こ れ は 他 に 見 ら れ な  
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 い 優 れ た 技 術 で あ る 。 次 は 天 然 の 美 で あ る 。『 ナ ポ リ を 見 て  

 死 ね 』 と い う 言 葉 が あ る が 、 私 は そ れ 以 上 に 感 激 し た 。 更 に  

 鹿 児 島 の 人 々 が 友 情 に 厚 い こ と で 、 人 々 は 笑 顔 を も つ て 迎 え  

 て く れ た 。 次 に 日 本 に 来 て 感 じ た こ と は 、 生 産 性 が 高 い と い  

 う こ と で あ る 。 日 米 両 国 は 、 今 後 共 当 然 手 を つ な い で ゆ く べ  

 き で あ る と 思 う 。  

○ 問  何 か サ ジ エ ス チ ヨ ン か ア ド ヴ ア イ が あ れ ば 、承 わ り た い 。 

○ 答  す ば ら し い 自 然 の 美 景 を も つ て お ら れ る の で 、 大 い に 広  

 報 に 努 め る べ き だ と 思 う 。 ア メ リ カ に は 各 州 に 観 光 振 興 協 会  

 が あ つ て 、 お 互 に 観 光 客 の 誘 致 に 努 め て い る が 、 こ の よ う な  

 協 会 を 作 つ て 宣 伝 さ れ た ら よ い と 思 う 。  

 

寺 園 知 事 主 催 晩 さ ん 会  

 

 午 後 6 時 3 0 分 か ら 、 城 山 観 光 ホ テ ル で 寺 園 知 事 主 催 の 歓 迎  

晩 さ ん 会 が 催 さ れ 、 初 に 次 の よ う な 知 事 あ い さ つ が あ つ た 。  

 

  東 京 か ら 引 き 続 き 緊 張 し た 日 程 で 、 さ ぞ お 疲 れ の こ と と 思  

 い ま す 。 今 晩 は ご ゆ つ く り お く つ ろ ぎ い た だ き た い と 存 じ ま  

 す 。 今 晩 は 街 の 中 で で は な し に 、 こ の 山 の 上 で お も て な し を  

 す る こ と に い た し ま し た が 、 こ の 室 と 隣 の 室 で 、 街 中 と 同 じ  

 よ う な 趣 好 を い た し ま し た の で 、 ご ゆ つ く り 召 し 上 つ て 下 さ  

 い 。 こ の 席 に お り ま す 者 は 、 ご 到 着 の と き お 出 迎 え し た 県 庁  

 の 幹 部 で 、 皆 内 輪 の 者 ば か り で す か ら 、 お 気 が ね な く お く つ  

 ろ ぎ 願 い ま す 。  
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 モ ン タ ナ 州 バ ブ コ ツ イ 知 事 は 次 の よ う に 応 え た 。  

 

  ア メ リ カ 州 知 事 を 代 表 し て ご 挨 拶 で き ま す こ と を 嬉 し く 存  

 じ ま す 。 私 の 第 一 の 印 象 は 、 鹿 児 島 の 人 々 が 皆 温 か い 友 情 に  

 充 ち て お ら れ る と い う こ と で す 。 私 た ち の ス ケ ジ ユ ー ル は 、  

 今 ま で 大 変 タ イ ト で し た が 、 今 晩 は 本 当 に ゆ つ く り し た 気 分  

 に な り ま し た 。 他 の 州 知 事 も 同 じ 思 い で あ る と 存 じ ま す が 、  

 当 地 に こ ん な 立 派 な ホ テ ル が あ る と は 思 い ま せ ん で し た 。 私  

 は モ ン タ ナ 州 知 事 と し て 、 寺 園 知 事 に 心 か ら 感 謝 の 意 を 表 し  

 ま す 。  

 

 城 山 観 光 ホ テ ル は 、 東 洋 の ナ ポ リ 鹿 児 島 市 に あ る 国 際 的 コ マ  

ー シ ヤ ル お よ び リ ゾ ー ト ・ ホ テ ル で あ る 。 水 清 く 波 静 か な 錦 江  

湾 、 噴 煙 た え ぬ 活 火 山 桜 島 と 、 市 内 を 一 望 に 眺 め ら れ る 城 山 の  

頂 上 に 位 置 し 、 市 内 各 駅 及 び 空 港 か ら 至 近 距 離 に あ る 。  

 館 内 は 、 洋 室 と 和 室 を も ち 、 近 代 設 備 を ほ ど こ し 、 特 に 東 洋  

一 の 雄 大 な 人 工 滝 を 庭 園 に 配 し た 和 風 グ リ ル は 、 各 方 面 か ら 注  

目 さ れ て い る 。 特 に ネ オ ン に 彩 ら れ た 鹿 児 島 市 の 夜 景 の 眺 望 は  

絶 佳 で あ る 。  

 パ ー テ イ に は 、 バ ー ベ キ ユ ー 、 洋 食 、 す し 、 テ ン プ ラ な ど の  

日 本 食 な ど 、 多 彩 な 料 理 が 供 さ れ た 。  

 余 興 に は 、 琉 球 舞 踊 保 存 会 の 人 々 に よ る 『 仲 里 節 』 や 『 天 の  

川 』 な ど の 琉 球 舞 踊 が 紹 会 さ れ た 。  

 こ の 夜 の ハ イ ラ イ ト は 、 ホ ー ル に 設 け ら れ た 特 設 キ ヤ バ レ ー  
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で あ つ た 。 誰 し も ホ テ ル 専 属 の キ ヤ バ レ ー と 思 い 込 む 程 巧 み な  

装 置 で あ つ た 。 キ ヤ バ レ ー の 雰 囲 気 は 、 正 に 満 点 で あ つ た 。 米  

州 知 事 を 市 内 の キ ヤ バ レ ー に 案 内 し た と 醜 聞 も 流 れ な い よ う に 、 

寺 園 知 事 苦 心 の 健 全 娯 楽 特 設 キ ヤ バ レ ー と な つ た も の と 思 わ れ  

る 。 州 知 事 た ち は 、 8 時 3 0 分 の 閉 会 ま で ダ ン ス を 踊 つ て 楽 し  

く 過 し た 。  

 僅 か 半 日 の 鹿 児 島 滞 在 で は あ つ た が 、誠 心 こ め た 歓 迎 ぶ り は 、 

何 人 も 感 動 さ れ ず に は お か な い 程 の も の で あ つ た 。『 鹿 児 島 の  

思 い 出 』『 ア メ リ カ 州 知 事 一 行 県 内 視 察 要 領 』 な ど と い う パ ン  

フ レ ツ ト が 配 ら れ た が 、 こ れ ら に は 歓 迎 の 手 順 が 大 洩 れ な く  

記 入 さ れ 、 い か に 万 全 の 準 備 が 整 え ら れ た か を 想 像 す る こ と が  

で き た 。 ア メ リ カ 州 知 事 た ち が 、 い か に 好 印 象 を 得 た か 想 像 に  

難 く な い 。 九 州 初 の 訪 問 県 鹿 児 島 の 印 象 は 、 満 点 で あ つ た 。  

 

新   聞   報   道  

 

 南 日 本 新 聞  

 日 本 視 察 の 第 一 歩  

 米 州 知 事 ら 鹿 児 島 入 り 。  

 ア メ リ カ の 州 知 事 一 行 1 0 人 が 、 2 5 日 鹿 児 島 入 り し た 。 一  

行 は 日 米 知 事 会 議 出 席 の た め 来 日 、 2 2 日 に 東 京 で 開 か れ た 同  

知 事 会 議 に 出 席 し た あ と 、 鹿 児 島 を ふ り 出 し に 日 本 の 各 地 を 視  

察 す る た め 、 同 日 午 後 1 時 着 の 全 日 空 機 で 来 鹿 し た も の 。 県 庁  

訪 問 後 、 桜 島 に 渡 つ て 観 光 鹿 児 島 の 秋 を 満 喫 し た が 、 準 国 賓 な  

み の 空 港 の 歓 迎 、 西 桜 島 村 民 あ げ て の も て な し に 一 同 は 大 喜 び  
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だ つ た 。  

 一 方 、 夕 刻 か ら 城 山 観 光 ホ テ ル で 行 な わ れ た 歓 迎 レ セ プ シ ヨ  

ン に 先 立 ち 、 ジ ヨ ー ジ ア 州 知 事 と 寺 園 知 事 、 そ れ に 鮫 島 本 社 編  

集 局 長 、 牧 秀 司 氏 ら が 会 つ て ジ ヨ ー ジ ア 州 と 鹿 児 島 県 の 姉 妹 州  

県 の 話 を 進 め た と こ ろ 、 双 方 と も 非 常 な 乗 り 気 で 、 実 現 へ の 協  

力 を 約 束 し あ う こ と も で き て 、（ 1 1 面 参 照 ） 日 米 親 善 に と つ  

て も 画 期 的 な 1 日 だ つ た 。 一 行 は 同 夜 城 山 観 光 ホ テ ル で ― 泊 。  

2 6 日 午 前 8 時 2 0 分 発 の 全 日 空 機 で 宮 崎 市 へ 向 か う 。  

 メ ン バ ー は 、ア メ リ カ 全 国 知 事 会 会 長 で メ イ ン 州 の ジ ヨ ン ・ H  

・ リ ー ド 氏 （ 4 4） ＝ 共 和 党 ＝ （ 以 下 省 略 ） の 各 州 知 事 。 随 行  

と し て ブ レ バ ー ド ・ ク リ フ イ ー ル ド 同 国 知 事 会 事 務 局 長 、 日 本  

側 か ら 宮 内 全 国 知 事 会 事 務 局 長 ら が 同 行 し た 。 空 港 に は 寺 園 知  

事 、三 ツ 井 鹿 児 島 市 長 、羽 牟 鹿 県 議 会 議 長 代 理 、福 田 鹿 大 学 長 、  

（ 鹿 児 島 県 日 米 協 会 会 長 ）岩 元 鹿 商 工 会 議 所 副 会 頭 ら が 出 迎 え 、 

県 庁 へ 直 行 。 知 事 室 で 寺 園 知 事 か ら 県 政 の 概 要 を 聞 い た あ と 、  

久 野 つ む ぎ 工 場 、 磯 公 園 を 経 て 、 フ エ リ ー ボ ー ト で 桜 島 へ 渡 つ  

た 。 同 夜 は 県 、 同 議 会 、 鹿 児 島 市 、 商 工 会 議 所 、 県 日 米 協 会 主  

催 の レ セ プ シ ヨ ン で 、 地 元 政 財 界 人 首 脳 と 交 歓 親 善 、 民 謡 、 剣  

舞 な ど を 楽 し ん だ 。 な お 一 行 は 、 桜 島 観 光 の あ と 同 ホ テ ル で 記  

者 会 見 を 行 な い 、 代 表 の リ ー ド 氏 が 次 の と お り 語 つ た 。  

 わ れ わ れ は 日 米 知 事 会 議 の あ と 日 本 の 地 方 を 見 て 、 日 本 を 理  

解 す る た め や つ て き た 。 そ の 初 の 訪 問 地 と し て 、 鹿 児 島 に き  

た こ と は う れ し か つ た 。 美 し い 自 然 、 人 々 の 暖 か い 歓 迎 に 感 謝  

し て い る 。 鹿 児 島 で す ば ら し い 芸 術 品 大 島 つ む ぎ 、 雄 大 な 桜 島  
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桜 島 が 印 象 的 だ つ た 。鹿 児 島 は こ の 天 然 の 美 を 世 界 中 に 知 ら せ 、 

観 光 に よ つ て 発 展 す る こ と を 期 待 す る 。 日 本 の 技 術 、 生 産 力 に  

お ど ろ か さ れ る と と も に 、 こ の よ う な 能 力 の あ る 日 本 を 、 ア ジ  

ア の 協 力 者 と す る こ と は 、 意 義 の あ る こ と だ 。  

“ か る か ん ” で 一 服 。  

 来 鹿 し た ア メ リ カ の 州 知 事 一 行 は 、 空 港 で 鹿 児 島 信 用 金 庫 の  

演 奏 す る マ ー チ “ ミ リ タ リ ー ・ エ ス コ ー ト ” と 同 バ ン ド ガ ー ル  

の 出 迎 え に ま ず ニ ツ コ リ 。 気 軽 に 手 を ふ つ て こ た え た 。 知 事 室  

で は 、 緑 茶 と “ か る か ん ” で 一 服 。 寺 園 知 事 か ら 錫 の コ ツ プ を  

も ら つ て 大 喜 び 。 代 表 で ハ ワ イ 州 の ジ ヨ ン ・ A・ バ ー ン ズ 氏 が  

『 暖 か い 気 候 、 美 し い 自 然 、 さ か ん な 歓 迎 … … … い ず れ も わ  

が ハ ワ イ と 同 じ だ 』 と ユ ー モ ア を ま じ え て あ い さ つ す れ ば 、 ロ  

ー ド ア イ ラ ン ド 州 の ジ ヨ ン ・ H・ チ ヤ フ イ 知 事 は 『 寺 園 知 事 は  

3 選 と 聞 く が そ の 秘 密 は 何 か 』 と 質 問 、『 さ あ 、 わ た し よ り 選  

挙 に 強 い 人 が い な か つ た だ け で し よ う 』 と 知 事 が 軽 く 受 け 、 一  

同 を わ ら わ せ た 。  

 桜 島 へ 渡 る 船 上 で は 、 噴 火 の 歴 史 、 桜 島 ダ イ コ ン の 話 な ど を  

有 村 西 桜 島 村 村 長 か ら 聞 き 、“ 島 の ミ カ ン ” を ほ お ば つ て い た  

が 、 リ ー ド 団 長 は 、 同 村 の 歓 待 に こ た え 『 世 界 一 大 き い 桜 島 ダ  

イ コ ン と 世 界 一 小 さ い 島 ミ カ ン の 思 い 出 は 、 将 来 忘 れ る こ と が  

で き な い 。 ま た 、 鹿 児 島 に や つ て き た い 』 と ユ ー モ ア を ま じ え  

て 語 つ た 。 久 野 つ む ぎ 工 場 で は 、 つ む ぎ の 製 造 工 程 を く わ し く  

聞 い て い た バ ー ン ズ ハ ワ イ 州 知 事 が 『 手 織 の 大 島 つ む ぎ こ そ 、  

真 の 芸 術 品 だ 』 と す つ か り 感 嘆 。 織 り 子 さ ん た ち と 仲 よ く 握 手  
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し て い た 。  

 南 日 本 新 聞  1 0 月 2 6 日  

 姉 妹 県 で 交 流 を 深 く  

 米 国 ジ ヨ ー ジ ア 州  ～  鹿 児 島 県  

 近 く 盟 約 を 確 認  

 農 業 の 研 修 生 の 派 遣 も 計 画  

 ア メ リ カ 南 部 ジ ヨ ー ジ ア 州 に 、 鹿 児 島 県 か ら 農 業 研 修 生 を 派  

遣 し て 、 友 好 の き ず な を 深 め 、 将 来 『 姉 妹 州 県 』 の 盟 約 ま で こ  

ぎ つ け よ う と い う 話 が 、 2 5 日 鹿 児 島 を 訪 れ た 同 州 知 事 と 出 迎  

え の 寺 園 知 事 、 本 社 の 鮫 島 編 集 局 長 ら の 間 で 再 確 認 さ れ 、 具 体  

的 な プ ラ ン を こ ん ご 積 極 的 に す す め る こ と を 申 し 合 わ せ た 。  

 ジ ヨ ー ジ ア 州 は 『 風 と と も に 去 り ぬ 』 の マ ー ガ レ ツ ト ・ ミ ツ  

チ エ ル を 生 ん だ ア メ リ カ 中 南 部 の 州 で 、 か つ て 南 北 戦 争 の 激 戦  

が 行 な わ れ た と こ ろ 。 一 昨 年 秋 、 本 社 の 鮫 島 編 集 局 長 は 、 寺 園  

知 事 か ら カ ー ル ・ サ ン ダ ー ス 同 州 知 事 に あ て た 親 善 メ ツ セ ー ジ  

を た ず さ え て 、 同 州 ア ト ラ ン タ 市 を 訪 問 し 、 同 じ 南 部 の 州 と 県  

同 士 、 互 に 友 好 関 係 を 深 め よ う と 提 案 し た 。  

 寺 園 知 事 の メ ツ セ ー ジ は 『 鹿 児 島 県 と ジ ヨ ー ジ ア 州 は と も に  

気 候 や 自 然 環 境 も 似 通 つ て い る う え 、 か つ て 「 内 戦 」 の 舞 台 と  

な つ た こ と も あ り 、歴 史 的 な 背 景 も 似 て い る 。互 に「 姉 妹 州 県 」 

の プ ラ ン を 検 討 し ま し よ う 』 と い う も の 。  

 鮫 島 本 社 編 集 局 長 が 同 市 を 訪 問 し た 時 、 サ ン ダ ー ス 知 事 は あ  

い に く 不 在 だ つ た た め 、 同 市 の イ ブ ア ン ・ ア レ ン 市 長 や 、 ア ト  

ラ ン タ ・ コ ン ス テ イ チ ユ ー ト 紙 の ユ ー ジ ン ・ パ タ ー ソ ン 編 集 長  
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ら に こ の 話 を 提 案 、 い ず れ も 『 グ ツ ド ・ ア イ デ イ ア 』 と 大 乗 り  

気 だ つ た 。 2 5 日 サ ン ダ ー ス 知 事 が 日 本 訪 問 全 米 知 事 使 節 団 の  

一 行 と し て 来 鹿 し た の を 機 会 に 、 寺 園 知 事 と 鮫 島 局 長 か ら 正 式  

に 、『 姉 妹 州 県 』 の プ ラ ン が サ ン ダ ー ス 氏 に 提 案 さ れ た も の 。  

 鮫 島 局 長 は 2 年 前 、 サ ン ダ ー ス 知 事 秘 書 に 託 し た メ ツ セ ー ジ  

に 加 え て 、 さ ら に 『 姉 妹 州 県 』 盟 約 へ の 準 備 と し て 次 の よ う な  

具 体 的 な プ ラ ン を 出 し た 。  

①  鹿 児 島 と ジ ヨ ー ジ ア 州 は ど つ ち も 自 然 環 境 の 似 た 農 業 国 で  

あ り 、 歴 史 的 な 背 景 、 質 実 剛 健 な 『 お 国 ぶ り 』 も 似 て い る 。 精  

神 的 、 文 化 的 な 交 流 も こ ん ご 盛 ん に し よ う 。  

②  ジ ヨ ー ジ ア 州 立 大 学 を 中 心 と し て 農 業 振 興 に 力 を 入 れ 、 特  

に 養 鶏 は 全 米 生 産 の 半 分 以 上 を 占 め る ほ ど の 高 い 水 準 に あ る 。  

畜 産 振 興 を 目 標 と し て い る の は 同 様 だ が 、 鹿 児 島 は ま だ 非 常 に  

立 ち 遅 れ て い る 。 鹿 児 島 か ら 州 立 大 学 に 農 業 研 修 生 を 派 遣 す る  

な ど し て 指 導 を あ お ぎ た い 。  

③  ま た ア ト ラ ン タ ・ コ ン ス テ イ チ ユ ー ト 紙 と 、 本 紙 と の 交 流  

を 深 め 『 シ ス タ ー ・ ペ ー パ ー 』 を 結 ん で 姉 妹 州 県 の 橋 渡 し を つ  

と め た い 。  

④  ジ ヨ ー ジ ア に 帰 任 し た ら こ の よ う な プ ラ ン を 含 め た 『 姉 妹  

州 県 』 の ア イ デ イ ア を 関 係 者 に は か つ て 、 州 民 の よ ろ ん を 盛 り  

上 げ て ほ し い 。  

 こ れ ら の 提 案 に 対 し て 、 サ ン ダ ー ス 知 事 は 『 西 南 戦 争 の 西 郷  

隆 盛 は よ く 知 つ て い ま す 。 さ し ず め ジ ヨ ー ジ ア で 言 え ば リ ー 将  

軍 （ 南 北 戦 争 の 南 軍 総 指 揮 官 ） で す ね 』 と ひ ざ を 乗 り 出 し 、 い  
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ず れ も 大 賛 成 。 農 業 研 修 生 に つ い て は 、 現 地 で 実 習 に 従 事 し て  

滞 在 費 を か せ ぐ ― ― な ど の 具 体 策 も 出 た 。 し か し 一 行 は 2 6 日  

早 朝 に は 鹿 児 島 を 出 発 す る と い う 強 行 ス ケ ジ ユ ー ル の た め 、 く  

わ し い 意 見 は 手 紙 で 交 換 す る こ と に な り 、 こ の 日 は 『 姉 妹 都 市  

盟 約 を め ざ し て お 互 に 努 力 す る こ と 』 を 、 正 式 に 寺 園 知 事 と の  

間 で 確 認 す る だ け に と ど ま つ た 。  

 こ の あ と 鮫 島 局 長 は ア ト ラ ン タ の 印 象 を 記 し た 著 書 『 日 本 人  

の 考 え 方 』 を サ ン ダ ー ス 氏 に プ レ ゼ ン ト 、 ま た 、 こ の 運 動 に 熱  

心 な ユ ー ジ ン ・ パ タ ー ソ ン 氏 、 同 州 の 『 人 間 関 係 を よ く す る 大  

ア ト ラ ン タ 評 議 会 』 の メ ン バ ー 、 メ リ ー ・ キ ン グ 女 史 に も 一 冊  

ず つ 託 し た 。な お こ の 日 は 、日 置 郡 市 来 町 出 身 の 牧 秀 司 も 同 席 、  

牧 氏 が 当 分 情 報 交 換 役 を 引 き 受 け る こ と に な つ た 。  

 

 

鹿 児 島 県  ～  宮 崎 県  

1 0 月 26 日 （ 火 ）  第 7 日  

 

 晴 の ち 曇 り 。 午 前 7 時 3 5 分 ハ イ ヤ ー を 連 ね 城 山 観 光 ホ テ ル  

発 、 鹿 児 島 空 港 に 向 か う 。 一 行 は 空 港 貴 賓 室 に 案 内 さ れ 、 寺 園  

知 事 の 挨 拶 を 受 け た あ と 、 多 数 の 県 、 市 、 民 間 関 係 者 と 、 鹿 児  

島 交 通 ガ イ ド 嬢 の ブ ラ ス バ ン ド の 一 隊 の 演 奏 に 送 ら れ て 、 全 日  

空 2 1 2 便 に 搭 乗 し た 。 飛 行 機 は 、 大 阪 か ら 来 た 時 と 同 じ 4 0  

人 乗 り 位 の タ ー ボ プ ロ ツ プ 機 で あ つ た 。 機 は 定 刻 午 前 8 時 3 5  

分 宮 崎 空 港 に 着 陸 し た 。 リ ー ド 団 長 に 続 い て 一 行 が 飛 行 機 の タ  
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ラ ツ プ を 降 り る と 、 黒 木 知 事 を 始 め 県 幹 部 職 員 が 待 機 、 ひ と り  

ひ と り 堅 い 握 手 を 交 わ し た あ と 、 県 女 子 職 員 か ら 、 曲 玉 の レ イ  

を 首 か ら か け て も ら つ た の ち 、 団 長 リ ー ド 知 事 に 、 和 服 の 麗 人  

か ら 花 束 が 贈 ら れ た 。 黒 木 知 事 の 歓 迎 の 挨 拶 に 続 い て リ ー ド 知  

事 か ら 、『 黒 木 知 事 始 め 多 数 の 皆 様 の お 出 迎 え を い た だ き 、 本  

当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 美 し い 花 束 や レ イ は 、 国 へ の お  

土 産 に し た い と 思 い ま す 。 バ ン ド の 皆 様 そ の 他 の 方 々 に も 、 厚  

く お 礼 申 し 上 げ ま す 。』 と 挨 拶 が あ つ た 。 一 行 は 、 バ ン ド の 演  

奏 に 迎 え ら れ 、 待 機 し て い た ハ イ ヤ ー に 分 乗 し て 、 直 ち に 宮 崎  

県 庁 に 向 つ た 。  

 

宮  崎  県  庁  訪  問  

 

 自 動 車 パ レ ー ド か 県 庁 玄 関 先 に 到 着 す る や 、 一 同 直 ち に 記 念  

撮 影 を し て 、 知 事 室 に 案 内 さ れ た 。 玄 関 を 入 る と 、 ア メ リ カ 合  

衆 国 の 大 地 図 が 描 か れ た 中 に 、 1 0 州 の 知 事 の 写 真 が そ れ ぞ れ  

の 州 の 位 置 に は め 込 ま れ た 大 パ ネ ル が 掲 げ ら れ 、 手 際 の よ い 歓  

迎 に 一 行 は 大 喜 び 、 満 足 の 微 笑 を 浮 べ て い た 。  

 知 事 室 の 各 州 知 事 の テ ー ブ ル の 上 に は 、 英 文 の 大 部 の 資 料 が  

配 ら れ て い た が 、 日 本 人 側 に は 日 本 文 で 、 次 の よ う な 資 料 が 配  

布 さ れ た 。  

1．  順 路 の し お り 、 2．  宮 崎 県 の 現 状 、 3．  県 政 要 覧 、 4．  

S A P の し お り 、 5．  宮 崎 県 の 河 川 総 合 開 発 、 6．  観 光 パ ン フ  

レ ツ ト （ 含 聖 火 ）、 7．  そ の 他 美 し い 色 彩 印 刷 の 観 光 資 料 や 絵  

は が き な ど 。 こ れ だ け の 資 料 を 整 備 す る だ け で も 、 ば く 大 な 労  
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力 と 時 間 を 要 し た こ と と 思 わ れ る が 、 特 に “ T o u r  G u i d e” は  

す ば ら し い 印 刷 物 で 、『 御 視 察 の し お り 』 は 経 過 地 点 ご と に 詳  

細 な 説 明 が 記 入 さ れ 、綿 密 な 歓 迎 計 画 が う か が え る の で あ つ た 。 

黒 木 知 事 か ら 大 要 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

黒  木  知  事  挨  拶  

 

 こ の 前 第 2 回 日 米 知 事 会 議 が 開 催 さ れ ま し た 際 は 、 私 ど も  

は 多 く の 知 識 を 与 え て い た だ き 、 わ が 県 政 の 上 に も 反 映 さ せ  

る こ と が で き ま し た 。 今 回 は さ る 2 2 日 東 京 で 行 な わ れ た 会  

議 に 引 き 続 き 、 は る ば る 宮 崎 県 ご 視 察 の た め ご 訪 問 い た だ き 、  

う れ し く 存 じ て お り ま す 。  

 空 港 で 皆 様 に さ し 上 げ ま し た レ イ は 、 今 か ら 2 千 年 以 上 以  

前 に 、 日 本 の 高 貴 な 方 々 が 用 い ら れ て い た も の を 、 そ の ま ま  

現 代 の 技 術 で 再 現 し た も の で あ り ま し て 、 歓 迎 の し る し に お  

贈 り い た し ま し た 。  

 わ が 宮 崎 県 は 、 面 積 7 , 7 0 0 平 方 キ ロ で 、 全 国 の 県 で は  

1 3 番 目 に あ り 、 人 口 は 1 1 0 万 で あ り ま す 。 産 業 の 占 め る  

割 合 は 、 農 林 、 水 産 業 5 2％ 、 商 工 業 1 6％ 、 そ の 他 3 2％  

と む し ろ 農 業 県 で あ り ま す が 、 今 後 は 工 業 と 産 業 を 振 興 し て 、  

バ ラ ン ス の と れ た も の に し た い と 、 鋭 意 努 力 し て お る と こ ろ  

で あ り ま す 。  

 宮 崎 県 は 、 古 い 歴 史 と 伝 統 を も ち 、 日 本 の 発 祥 地 と し て 、  

各 地 に 神 話 や 伝 説 を 止 め 、 ま た 、 民 芸 、 民 謡 等 が た く さ ん 残  

つ て お り ま す 。 宮 崎 県 は 、 太 陽 と 緑 の 国  ＝  今 日 は ち よ つ と  
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 太 陽 が 出 て い ま せ ん が  ＝  で あ り ま し て 、 飛 行 機 も 7 往 復 し  

 て 、 年 間 2 0 0 万 以 上 の 観 光 客 を 運 ん で 来 て お り ま す 。 特 に  

 新 婚 旅 行 者 が 非 常 に 多 い の で あ り ま す が 、 こ の こ と は 宮 崎 県  

 が た い へ ん 住 み よ い か ら だ と 存 じ ま す 。  

  今 日 は お 疲 れ の こ と と 思 い ま す が 、あ ち こ ち ご 案 内 い た し 、 

 ま た 、 い ろ い ろ お 教 え い た だ き た い と 存 じ て お り ま す 。 お 話  

 し し た い こ と は 山 程 あ り ま す が 、 詳 細 は お 配 り し た 資 料 に よ  

 つ て い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

 

 続 い て 観 光 映 画 「 み や ざ き 」 が 上 映 さ れ た 。 総 天 然 色 で 、 古  

来 の 風 俗 、習 慣 、伝 説 等 を 伝 え る と と も に 、近 代 産 業 を 紹 介 し 、  

ま れ に 見 る す ば ら し い 映 画 で あ つ た 。  

 

バ ー モ ン ト 州 ホ フ 知 事 挨 拶 （ 要 旨 ）  

 

  温 か い 歓 迎 を 受 け 、 黒 木 知 事 に 心 か ら 感 謝 い た し ま す 。 天  

 気 の 悪 い こ と は 止 む を 得 な い こ と で す 。  

  い ま 映 画 を み せ て も ら い ま し た が 、 古 い も の と 新 ら し い も  

 の が 、 非 常 に よ く 映 つ て い て 、 撮 影 技 術 も す ば ら し い も の で  

 あ り ま し た 。 私 は 、 こ ん な 立 派 な 写 真 の 撮 れ る 日 本 の カ メ ラ  

 を 買 つ て 帰 り た い と 思 い ま す 。 街 の 広 さ や 建 築 物 の 美 し さ に  

 も 心 打 た れ ま し た 。 後 に 5 0 州 の マ ー ク が 入 り 、 1 0 名 の  

 知 事 が 署 名 し た ス ク ロ ー ル を 、 お 贈 り し た い と 存 じ ま す 。  
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高 等 営 農 研 修 所 視 察  

 

 約 1 時 間 2 0 分 の 宮 崎 県 庁 公 式 訪 問 の の ち 、 午 前 1 0 時 2 0  

分 バ ス に て 県 庁 出 発 、 高 等 営 農 研 修 所 視 察 に 向 つ た 。 約 5 0 分  

の ド ラ イ ブ で 、 こ の 往 路 は 黒 木 知 事 自 か ら マ イ ク を 通 じ て 説 明  

に あ た つ た 。 概 要 次 の 通 り 。  

 

ド ラ イ ブ 中 黒 木 知 事 説 明 の 要 旨  

 

 美 人 の ガ イ ド 嬢 が お り ま す が 、 行 き は 専 ら 私 が 説 明 い た し  

た い と 思 い ま す 。 先 ず 宮 崎 市 の 人 口 は 、 約 1 7 万 5 千 で あ り  

ま す 。 宮 崎 と 貴 国 と 大 変 深 い 関 係 の あ つ た こ と が あ り ま す の  

で 、 そ れ を お 話 し い た し ま す 。 1 8 9 2 年 に シ ・ エ ・ ク ラ ー  

ク 氏 夫 妻 が キ リ ス ト 伝 道 の た め 宮 崎 に 来 ら れ ま し た 。 ク ラ ー  

ク 氏 は そ の 後 3 1 年 間 日 向 に 送 つ た 人 で あ り ま す が 、 こ の 人  

が 宮 崎 に 、 米 国 か ら 始 め て 自 転 車 を 紹 介 し ま し た 。 こ の 人 は  

教 会 や 盲 人 学 校 や 女 子 の 学 校 を 創 立 し 、 文 化 の 伝 達 と 社 会 事  

業 に 多 大 の 貢 献 を さ れ ま し た 。  

 ご 覧 の よ う に 広 大 な 水 田 は 、 豊 か な 黄 金 の 波 を 打 つ て お り  

ま す が 、 こ の 稲 は 大 部 分 、 人 々 の 手 で 苗 を 植 え て い る も の で  

あ り ま す 。 日 本 で も 毎 年 農 業 人 口 が 減 少 し て お り ま す の で 、  

農 業 の 機 械 化 に 努 力 し て い ま す 。  

 点 々 と 白 い も の が 見 え ま す が 、 あ れ は ビ ニ ー ル ・ ハ ウ ス で 、  

キ ユ ウ リ や ト マ ト を 栽 培 し て い ま す 。 本 県 は 気 温 が 高 い の で 、  

ハ ウ ス の 栽 培 に 適 し て い ま す 。  
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  左 前 方 の 田 の 中 の 建 物 は 、 日 本 大 学 の 附 属 高 等 学 校 で す 。  

  こ の 道 路 は 、 国 道 1 0 号 線 で 、 今 年 3 5 億 円 を 計 上 し 、 全  

 線 1 8 0 キ ロ の 舗 装 を す る こ と に な つ て お り ま す 。 私 は 街 の  

 中 は バ イ パ ス に し た い と 思 つ て い ま す 。 農 村 に 工 場 を 誘 致 し  

 て 、 農 村 の 労 働 力 を 使 う 計 画 を 立 て て い ま す 。 あ ち ら に 見 え  

 る 建 物 は 、 松 下 電 機 の 工 場 で 、 日 本 技 研 の 工 場 も あ り ま す 。  

  こ の 川 の 上 流 に 四 つ の 発 電 所 が あ り 、 2 2 万 キ ロ 発 電 し て  

 い ま す 。 全 県 で 7 0 万 キ ロ 発 電 し て い ま す が 、 う ち 県 営 は  

 1 2 万 キ ロ で す 。 電 力 の 大 部 分 は 、 北 九 州 に 送 ら れ て い ま す 。 

  市 中 に バ イ パ ス を 造 る こ と が 、 知 事 の 大 き な 仕 事 の 一 つ に  

 な つ て い ま す 。 ご 覧 の よ う に 、 道 路 の 両 側 に 花 な ど が 植 え て  

 あ り ま す が 、 あ れ は 私 の 念 願 で あ る 美 し い 道 路 造 り に 協 力 し  

 て く れ て い る の で す 。 こ の 川 は 小 九 川 で 、 上 流 に 4 カ 所 発 電  

 所 が あ り 、 7 万 キ ロ 発 電 し て い ま す 。  

 

 黒 木 知 事 は 、 高 等 営 農 研 修 所 到 着 ま で の 5 0 分 間 、 精 力 的 に  

説 明 し 続 け た が 、 卒 先 陣 頭 に 立 つ て 説 明 す る 真 し な 態 度 に は 、  

ア メ リ カ 州 知 事 一 行 も い た く 感 激 し た 様 子 だ つ た 。  

 午 前 1 1 時 頃 か ら 、 黒 木 知 事 の 先 導 で 、 県 高 等 営 農 研 修 所 を  

視 察 し た 。 到 着 す る と 直 ち に 州 知 事 一 行 に S A P の バ ツ ジ が 渡  

さ れ 、 1 日 会 員 と な つ た 。 庭 に 張 つ た 天 幕 の 中 で 、 森 福 俊 所 長  

か ら 約 2 0 分 間 事 業 概 要 の 説 明 が あ つ た 。 要 旨 次 の 通 り で あ る 。 

 

  こ の 高 等 営 農 研 修 所 は 、 農 業 の パ イ オ ニ ア ー と し て 、 中 堅  
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 営 農 者 の 養 成 と 農 村 青 年 の 研 修 セ ン タ ー と し て 設 け ら れ た も  

 の で あ る 。 農 村 青 少 年 の 勤 労 意 欲 の か ん 養 と 、 農 業 経 営 に 必  

 要 な 知 識 と 技 術 を 教 育 し 、 将 来 の 農 業 経 営 の 中 堅 営 農 者 を 養  

 成 す る こ と を 目 的 と し 、 ま た 、 昭 和 3 7 年 4 月 以 来 県 民 運 動  

 と し て 推 進 中 の S A P 運 動 （ S t u d y  f o r  A g r i c u l t u r a l  

 P r o s p e r i t y  … …  農 業 繁 栄 へ の 学 修 活 動 ） の 中 央 セ ン タ ー  

 で も あ る 。 昭 和 3 7 年 5 月 、 皇 太 子 同 妃 両 殿 下 が 視 察 さ れ た 。 

  用 地 面 積 は 、 構 内 敷 地 1 5 ヘ ク タ ー ル 、 畑 9 0 ヘ ク タ ー ル 、  

 そ の 他 2 1 . 1 ヘ ク タ ー ル 、 計 1 2 6 . 1 ヘ ク タ ー ル ー で あ る 。 建  

 物 の 主 な る も の は 、営 農 研 修 所 、青 年 の 家 、農 村 青 年 研 修 館 、  

 機 械 営 農 研 修 館 、 生 活 近 代 化 セ ン タ ー 等 で あ る 。 こ の ほ か 自  

 立 経 営 実 験 農 家 と し て 、 母 屋 、 畜 舎 、 作 業 倉 庫 等 が あ る 。  

  職 員 は 、 所 長 以 下 4 2 名 で 、 生 徒 は 、 一 年 生 2 2 0 名 、 2  

 年 生 1 1 3 名 、 専 攻 科 生 9 名 で あ る 。 昭 和 3 9 年 ま で の 研 修  

 所 修 了 生 は 、 男 女 合 わ せ て 2 , 3 6 3 名 で あ る 。 外 に 短 期 講 習  

 を 実 施 し 、 年 間 凡 そ 9 , 0 0 0 名 が 教 育 を 受 け て い る 。  

 

 説 明 を 聞 い た の ち 豚 舎 に 案 内 さ れ た 。 豚 舎 と は 思 わ れ な い 程  

清 潔 で 、 ベ ル モ ン 知 事 な ど は 、 子 豚 を 抱 き 上 げ て よ ろ こ ん で い  

た 。 つ い で 女 生 徒 が ト ラ ク タ ー を 運 転 し て い る 姿 に 興 味 を 覚 え  

た ら し く 、 そ の 生 徒 と 写 真 に 撮 つ て も ら つ た り し て い た 。  

 帰 途 、 畑 の 中 に 散 在 す る 持 田 古 墳 群 を 視 察 し た 。  

 バ ス で ホ テ ル へ の 帰 途 、 5 0 才 ば か り の 朴 訥 な 農 夫 が 乗 り こ  

ん で 来 て 、 一 行 を 驚 か せ た 。 黒 木 知 事 の 説 明 に よ る と こ の 農 夫  
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は 、 こ の 地 方 の 篤 農 家 で 斉 藤 氏 と い つ た 。 白 い 着 物 は 、 麻 で 出  

来 て い て 、 農 夫 の 作 業 衣 で あ つ た 。 古 来 か ら 伝 承 さ れ て い る と  

い う 歌 を 四 つ 歌 つ た が 、 そ の 美 声 は 州 知 事 た ち を 感 嘆 さ せ る に  

十 分 で あ つ た 。 そ れ よ り 以 上 に わ れ わ れ は 、 黒 木 知 事 の 巧 み な  

演 出 に 兜 を 脱 い だ 。  

 宮 崎 観 光 ホ テ ル に 戻 つ て 昼 食 を 済 ま せ て か ら 、 午 後 は 次 の 個  

所 を 訪 問 し た 。 宮 崎 観 光 ホ テ ル は 、 大 淀 川 に 望 み 、 ハ ニ ー ム ー  

ン 向 き の 静 か な リ バ ー ・ サ イ ド ・ ホ テ ル で あ る 。 ゆ つ た り と 流  

れ る 川 面 に 夕 映 え を 浮 べ 、 静 か に 暮 れ ゆ く 景 色 は 、 何 と も い い  

よ う も な い 。  

 

宮  崎  神  宮  参  拝  

 

 正 殿 に 神 武 天 皇 を 祀 る こ の 社 は 、 旧 官 弊 大 社 で 、 明 治 4 0 年  

に 宮 崎 県 狭 野 の 杉 を 用 い て 建 立 さ れ た も の だ と い う 。 団 長 リ ー  

ド 知 事 と 黒 木 知 事 は 、 揃 つ て 神 前 に 額 ず き 、 玉 串 を 奉 て ん し て  

か ら 、 一 同 と と も に 浦 安 の 舞 を 拝 観 し た 。  

 

平  和  台  公  園  

 

 一 行 は 続 い て 平 和 台 公 園 を 訪 問 し た 。 高 い 石 段 を 登 つ て ゆ く  

と 、 高 さ 3 7 メ ー ト ル 、 八 紘 一 宇 と 大 書 し た 石 の 塔 が そ び え て  

い る 。 平 和 の 塔 と い つ て 、 昭 和 1 5 年 1 1 月 、 紀 元 2 , 6 0 0 年  

記 念 事 業 と し て 建 立 さ れ た も の で あ る 。 礎 石 の う ち 1 , 8 9 8 個  

は 、 国 内 お よ び ペ ル ー 、 ブ ラ ジ ル 、 カ ナ ダ 、 中 国 等 諸 外 国 の 同  

胞 か ら 寄 贈 さ れ た も の で あ る 。昨 年 オ リ ン ピ ツ ク 東 京 大 会 の 際 、 
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聖 火 を 点 じ た 聖 火 台 に は 、特 に ア メ リ カ 州 知 事 一 行 を 歓 迎 し て 、 

火 が 点 じ ら れ て い た 。 一 行 は 平 和 の 塔 を 一 周 し て か ら 、 階 段 を  

下 り て 『 臼 太 鼓 踊 り 』 を 見 物 し た 。 こ の 踊 り は 、 西 都 市 上 穂 北  

地 方 に 伝 わ る も の で 、 臼 の よ う な 大 き な 太 鼓 を 胸 に 吊 し て 、 打  

ち 鳴 ら し な が ら 踊 る の で 、 臼 太 鼓 踊 り の 名 が 生 ま れ た 。 こ の 地  

方 で は 旧 八 朔 の 氏 神 祭 や 雨 乞 い な ど に 催 さ れ る も の で あ る 。  

 平 和 台 公 園 に 続 い て 、 は に わ 園 を 訪 問 し た 。 古 代 の は に わ が  

立 ち 並 ぶ 静 か な 園 内 を 歩 い て い る と 、 そ ぞ ろ に 日 本 の 太 古 が 偲  

ば れ て 、 興 趣 深 い も の が あ つ た 。 こ の は に わ 園 は 、 神 話 や 伝 説  

に 富 む 宮 崎 県 の 古 典 的 な 姿 を 再 現 し よ う と し て 造 ら れ た も の で 、 

園 内 に は お よ そ 4 0 0 基 の は に わ が 建 て ら れ て い る 。 州 知 事 た  

ち は 、 は に わ と 並 ん で 記 念 の 撮 影 を し た 。  

 

子   供   の   国  

 

 は に わ 園 か ら 続 い て 子 供 の 国 を 訪 問 し た 。 蘇 鉄 の 森 や 芭 蕉 の  

谷 、 竜 舌 蘭 の 丘 や フ エ ニ ツ ス の 林 な ど の 亜 熱 帯 植 物 の 群 落 が あ  

り 、 向 い の 丘 の 上 を 駱 駝 が 3 頭 悠 然 と 歩 い て い る 。 日 本 を 離 れ  

て ど こ か 遠 い 南 国 を 訪 れ た よ う な 感 じ で あ る 。 さ ま ざ ま な 南 国  

の 鳥 の 檻 や 五 彩 の 橋 、 遊 戯 施 設 も あ り 、 子 供 に も 大 人 に も 好 適  

の 遊 園 で あ る 。 子 供 の 国 は 宮 崎 交 通 株 式 会 社 会 長 岩 切 章 太 郎 氏  

の 構 想 に よ る も の で 、 同 社 が 経 営 し て い る 。 岩 切 氏 は 、 自 か ら  

州 知 事 一 行 を 歓 迎 し て く れ た 。  

 園 内 の 広 場 で 、 郷 土 舞 踊 『 泰 平 踊 』 を 見 せ て も ら つ た 。 こ の  

舞 踊 は 、 元 祿 の 初 め か ら 伝 わ る も の で 、 飫 肥 藩 の 一 大 行 事 と し  
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て 毎 年 孟 蘭 盆 に 催 さ れ た も の だ と い う 。 こ の 日 州 知 事 一 行 を 歓  

迎 し て 、 郷 土 舞 踊 保 存 会 の 人 々 に よ つ て 演 ぜ ら れ た 特 別 公 演  

だ つ た の で あ る 。 次 に 泰 平 踊 の 由 来 に つ い て 、 説 明 文 の 一 節 を  

抄 記 す る 。  

 『 そ の 日 は 藩 公 の 祖 先 を ま つ る 報 恩 寺 の 広 庭 で 、 城 下 の 1 5  

 才 か ら 1 8 才 ま で の 士 族 の 若 衆 が 義 士 打 入 り の 勢 揃 い を し て 、 

 藩 士 の 肝 入 り で 、 藩 公 の 面 前 で 、 格 式 を も つ て 踊 る こ と に な  

 つ て い た 。 や が て 宝 永 4 年 一 般 町 民 に も 公 然 と 踊 る こ と を 許  

 し た た め 、 非 常 に 盛 ん に な つ た と 伝 え ら れ る 。  

  踊 り は 野 外 の 広 い 場 所 で 、 現 在 は 3 5 名 位 で 踊 ら れ 、 舞 の  

 手 は す べ て 武 芸 1 8 番 を 型 ど り 、 優 雅 な な か に も 武 士 ら し い  

 気 力 を し の ば せ 、 城 下 町 の 尚 古 的 気 風 を 表 徴 し て い る 。』  

 特 別 に し つ ら え た 天 幕 の 中 で 、 コ カ コ ー ラ を 飲 み な が ら 、 優  

雅 な こ の 踊 り を 観 賞 さ せ て も ら つ た 。 1 0 月 も 終 り と い う に 、  

さ す が に 南 国 の 太 陽 は 額 に 汗 を か か せ る ほ ど で あ つ た 。  

 

シ  ヤ  ン  シ  ヤ  ン  馬  

 

 子 供 の 国 か ら 州 知 事 一 行 は 、 バ ス で フ エ ニ ツ ク ス ・ ド ラ イ ブ  

イ ン に 向 う 。 途 中 の 堀 切 峠 は 、 日 南 海 岸 の う ち で も 景 勝 の 地  

と い わ れ る だ け あ つ て 、 風 景 絶 佳 で あ る 。 フ エ ニ ツ ク ス ・ ド ラ  

イ ブ イ ン に 着 く 。 海 岸 の 右 手 に 洋 館 の 建 物 が あ つ た が 、 こ れ が  

ド ラ イ ブ イ ン ら し い 。 眼 下 に 太 平 洋 を 臨 み 、 背 後 に 南 国 の 木 々  

の 茂 る 山 を 控 え 、 美 し い 風 景 で あ る 。 フ エ ニ ツ ク ス ・ ド ラ イ ブ  

イ ン と は ず い 分 モ ダ ン な 名 前 を つ け た も の だ と 思 う 。 試 み に 英  
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和 辞 典 で 探 し て み る と 、 エ ジ プ ト の 神 話 に 出 て く る 不 死 鳥 と だ  

け あ つ た 。 宮 崎 県 庁 の 人 に 聞 い て み る と 、 揶 子 の 一 種 の 木 の 学  

名 で あ る ら し い 。 辞 書 に は そ の よ う な 意 味 は 見 当 ら な か つ た 。  

こ こ は こ の 日 の 後 の 訪 問 地 で あ る 。 太 陽 は 西 に 傾 い て い た 。  

こ の 頃 忽 え ん と し て チ ヨ ン マ ゲ 姿 の 馬 子 に 曳 か れ た 馬 に 乗 つ て  

花 嫁 が 現 わ れ た 。 こ れ が シ ヤ ン シ ヤ ン 馬 で あ る 。 こ の 日 た く さ  

ん の 郷 土 舞 踊 を 見 せ て も ら つ た が 、 ラ ス ト シ ー ン に シ ヤ ン シ ヤ  

ン 馬 の 登 場 は 、 ま さ に 圧 巻 と も い う べ き も の で あ つ た 。 州 知 事  

た ち は こ も ご も こ の 古 風 な 花 嫁 花 婿 と 一 緒 に 写 真 を と つ て も ら  

つ て い た 。 シ ヤ ン シ ヤ ン 馬 の 起 源 に つ い て 、 説 明 資 料 か ら 引 用  

す る 。  

 『 昔 宮 崎 地 方 で は 、 新 婚 の 夫 婦 は 必 ず 鵜 戸 神 宮 参 り を す る 習  

 慣 が あ つ た （ 明 治 初 年 ま で 続 い て い た ）。 宮 崎 か ら 内 海 ま で  

 は 平 担 な 道 路 で 徒 歩 で も わ け は な い が 、 内 海 以 南 は 、 七 浦 七  

 峠 と 称 す る 難 道 で あ る 。 往 路 は 新 郎 新 婦 手 に 手 を 取 つ て 無 事  

 に 参 詣 を す ま せ た も の の 、 帰 路 に は 花 嫁 の 脚 で は 無 理 で 、 親  

 族 た ち は 馬 を 曳 い て 途 中 ま で 出 迎 え 、 旅 に 疲 れ た 花 嫁 を 再 び  

 盛 装 さ せ て 馬 背 に 乗 せ 、 花 婿 に 手 綱 を と ら せ て 帰 る の が 例 で  

 あ つ た 。 こ の 美 し い 情 景 の 話 題 に の こ る の が シ ヤ ン シ ヤ ン 馬  

 の 物 語 り で あ る 。  

  語 源 は 、 馬 首 に つ け た 鈴 の 音 で あ つ た 。』  

 

黒 木 知 事 主 催 歓 迎 晩 さ ん 会  

 

 午 後 7 時 半 か ら 宮 崎 観 光 ホ テ ル 別 館 で 、 黒 木 知 事 主 催 の 晩 さ  
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ん 会 が 開 催 さ れ た 。 洋 館 の 本 館 の 隣 り の 和 室 で 、 大 広 間 に 円 テ  

ー ブ ル が 並 べ ら れ 、 山 海 の 珍 味 と 宮 崎 の 美 妓 に も て な さ れ た 。  

開 会 に あ た り 議 会 議 長 、 宮 崎 市 長 そ の 他 県 幹 部 の 紹 介 が あ つ て  

か ら 、 次 の よ う な 黒 木 知 事 の 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  今 日 は 皆 様 お 疲 れ の と こ ろ 、 愉 快 に ご 視 察 い た だ き ま し て  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  私 ど も は 本 夕 純 日 本 式 で 皆 様 を お も て な し す る こ と に い た  

 し ま し て 、 山 海 の 珍 味 を 集 め ま し た 。 皆 様 は 生 活 風 土 な ど 異  

 つ て お り ま す の で 、 ど う ぞ お 口 に 合 い ま す よ う に と 念 願 し て  

 お り ま す 。 あ と で 舞 踊 を お 目 に か け ま す か ら 、 ご ゆ つ く り ご  

 鑑 賞 い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

  一 行 を 代 表 し て チ ヤ フ イ ー 知 事 が 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

  黒 木 知 事 さ ま 、 そ の 他 ご 列 席 の 各 位 、 本 日 は 非 常 に 温 か い  

 ご 歓 待 を い た だ き 、 州 知 事 一 同 に 代 り 、 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま  

 す 。 御 地 は 殊 に 美 し く 、 す ば ら し い 将 来 が 約 束 さ れ て い る と  

 思 い ま す 。州 に 帰 り ま し た ら 、大 い に 宣 伝 し た い と 思 い ま す 。  

 今 日 い ろ い ろ の と こ ろ を 見 せ て い た だ き ま し た が 、 平 和 台 公  

 園 や 子 ど も の 国 で 、 各 種 の 舞 踊 を 見 せ て い た だ き ま し た こ と  

 が 、 印 象 的 で し た 。  

  飛 行 場 に 到 着 し て バ ン ド に 迎 え ら れ ま し て か ら 、 非 常 な ご  

歓 待 を い た だ き 、 お 礼 の 言 葉 も あ り ま せ ん 。  
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 両 知 事 の 挨 拶 の 交 換 が 終 つ て か ら 、 例 に よ つ て 団 長 リ ー ド 知  

事 を 先 頭 に 、 一 人 一 人 の 州 知 事 か ら 、 黒 木 知 事 に 土 産 物 が 渡 さ  

れ た 。  

 美 妓 の 踊 り を 鑑 賞 し 、 歓 を 尽 し て 午 後 9 時 半 閉 会 し た が 、 団  

長 リ ー ド 知 事 、 ベ ル モ ン 知 事 、 バ ー ン ズ 知 事 は 、 記 者 座 談 会 に  

出 席 、 残 り の 州 知 事 は 茶 の 湯 に 招 待 さ れ た 。  

 宮 崎 観 光 ホ テ ル 宿 泊 。  

 

新  聞  報  道  

 

 （ 宮 崎 日 々 新 聞 ）  1 0 月 2 7 日  

 県 下 各 地 を 視 察  

 米 州 知 事 ら 一 行 1 0 人  

 東 京 で さ き ほ ど 開 い た 日 米 知 事 会 議 に 出 席 し た ジ ヨ ン ・ H・  

リ ー ド ・ メ イ ン 州 知 事 ら 1 0 人 が 、 2 6 日 午 前 8 時 4 5 分 宮 崎  

空 港 着 の 全 日 空 機 で 本 県 を 訪 れ た 。 米 国 州 知 事 一 行 は 、 日 米 知  

事 会 議 の あ と 数 班 に 分 か れ て 全 国 各 地 を 親 善 視 察 し て い る 。  

 一 行 は 宮 崎 空 港 で 黒 木 知 事 ら の 出 迎 え を 受 け 、 県 庁 で 同 知 事  

か ら 本 県 の あ ら ま し を 聞 い た あ と 、 本 県 の 紹 介 カ ラ ー 映 画 『 み  

や ざ き 』  ＝  上 映 時 間 3 5 分 ・ 英 語 版  ＝  を 観 覧 、『 宮 崎 の 古  

さ と 新 し さ に 腰 を 打 た れ た 』 と 称 賛 し た 。  

 こ の あ と 、 黒 木 知 事 ら の 案 内 で 県 高 等 営 農 研 修 所 を 視 察 、 午  

後 か ら 宮 崎 観 光 ホ テ ル で の 記 者 会 見 の あ と 、 宮 崎 神 宮 で 浦 安 の  

舞 い 、 県 立 博 物 館 を 見 学 、 平 和 台 、 子 供 の 国 、 フ エ ニ ツ ク ス ・  

ド ラ イ ブ イ ン を 観 光 し た 。 夜 は 同 観 光 ホ テ ル で 黒 木 知 事 主 催 の  
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晩 さ ん 会 が 行 な わ れ た 。 一 行 は 2 7 日 午 前 8 時 5 5 分 宮 崎 駅 発  

の 上 り 特 急 『 い そ か ぜ 』 で 大 分 へ 向 う 。  

 『 す ば ら し い 色 彩 と 施 設 』  

 リ ー ド 団 長 が 記 者 会 見  

 本 県 を 親 善 視 察 し て い る 米 国 州 知 事 一 行 の ジ ヨ ン ・ H・ リ ー  

ド 団 長 （ メ イ ン 州 知 事 ） は 2 7 日 午 後 1 時 4 0 分 か ら 宮 崎 市 、  

宮 崎 観 光 ホ テ ル で 記 者 会 見 し 、 次 の よ う に 語 つ た 。  

 黒 木 知 事 を は じ め 県 民 の あ た た か い 歓 迎 を 受 け て 心 か ら 感 激  

し て い る 。 ま ず 県 庁 の 建 て 物 を み て 清 潔 で 能 率 的 に 造 ら れ て い  

る と 思 つ た 。 私 の メ イ ン 州 も パ ル ブ 産 業 に 次 い で 観 光 フ イ ル ム  

を つ く つ た が 、 宮 崎 県 の よ う な す ば ら し い 色 彩 感 に 満 ち た も の  

は な か つ た 。  

 農 村 地 帯 を 案 内 し て も ら つ て 感 激 し た 。 私 自 身 も 百 姓 だ つ た  

し 、 メ イ ン 州 も ジ ヤ ガ 芋 の 産 地 だ 。 メ イ ン 州 で は 1 0 年 前 か ら  

冷 凍 食 品 が 普 及 し て お り 、 宮 崎 県 も 冷 凍 食 品 化 を 考 え て は ど う  

か 。  

 教 育 施 設 （ 注 ・ 県 高 等 営 農 研 修 所 ） が 完 備 し て い る の に 感 心  

し た 。 米 国 で は 同 じ よ う な 県 立 の 教 育 施 設 は な い 。 と く に 豚 舎  

が す ば ら し か つ た 。 米 国 で も 農 業 の 機 械 化 、 合 理 化 が 叫 ば れ て  

い る が 、 宮 崎 県 で は そ れ に 先 が け て 教 育 施 設 を つ く つ て い る 。  
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非 常 な 先 見 の 明 だ と 思 う 。  

 私 個 人 の 考 え で は 農 業 、 観 光 を さ て お き 、 産 業 誘 致 が 一 番 重  

要 だ と 思 う 。 私 は 産 業 誘 致 の セ ー ル ス マ ン と い わ れ て い る が 、  

黒 木 知 事 も な か な か 努 力 さ れ て い る よ う だ 。  

 日 本 の 地 方 行 政 を み る と 、 道 路 の 改 良 の 余 地 が 相 当 残 さ れ て  

い る の で は な い か 。 観 光 に と つ て も 道 路 は 重 要 な も の で 、 米 国  

で は 州 の 責 任 で 道 路 の 整 備 を 進 め て い る 。  
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宮 崎 県  ～  大 分 県  

1 0 月 27 日 （ 木 ）  第 8 日  

 

 曇 の ち 晴 。  

 午 前 8 時 3 0 分 、 多 数 宮 崎 県 、 市 関 係 者 や ホ テ ル 従 業 員 に 送  

ら れ 、 ハ イ ヤ ー を 連 ね て 宮 崎 観 光 ホ テ ル 発 、 宮 崎 駅 に 向 か う 。  

 駅 に は 黒 木 知 事 を 始 め 、 多 数 県 市 幹 部 職 員 が 見 送 つ た 。 列 車  

が プ ラ ツ ト ホ ー ム に 入 る と 、 バ ン ド が 螢 の 光 を 演 奏 、 州 知 事 た  

ち は 、 見 送 り の 人 々 と 堅 い 握 手 を 交 し 、 別 れ を 惜 し み な が ら 車  

中 の 人 と な つ た 。  

 こ の 時 意 外 な 風 景 が 展 開 し た 。 見 送 り 人 の 前 列 に い た き の う  

一 日 ガ イ ド を し た 2 人 の 女 性 が 、 ハ ン カ チ を 顔 に お し あ て て 鳴  

咽 し 始 め た の で あ る 。 窓 際 わ の 州 知 事 は 腰 を 掛 け 、 反 対 側 の 人  

人 は 立 つ て 窓 辺 に 寄 つ て い た が 、 こ の 光 景 に 感 激 に 打 た れ た よ  

う に 誰 一 人 言 葉 を 発 す る 者 も な か つ た 。 女 性 の 眸 は 涙 に 濡 れ て  

い た 。 汽 車 は 滑 り 出 し 、 ホ ー ム の 見 送 り 人 の 群 は 視 界 か ら 次 第  

に 遠 の き 、 や が て 見 え な く な つ て し ま つ た が 、 列 車 の 中 の 州 知  

事 た ち は 、 た つ た 今 の 情 景 を 回 想 す る か の よ う に 、 し ば ら く 言  

葉 を 交 わ す 者 も な か つ た 。  

 二 人 の 女 性 は 、 秋 田 久 美 子 さ ん と 安 部 宮 仁 子 さ ん と い つ て 、  

秋 田 さ ん は 宮 崎 交 通 労 務 課 に 勤 務 し 、 安 部 宮 さ ん は 同 じ 会 社 の  

別 府 観 光 案 内 所 に 勤 務 し て い る 、 い ず れ も 容 姿 端 麗 な 大 和 撫 子  

で あ る 。  

 き の う 一 日 こ の 二 人 の 女 性 は 、 巧 み な 英 語 で 説 明 し た り 、 美  
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し い 声 で 民 謡 を 歌 つ た り し て 真 剣 な 努 力 を 傾 け 、 州 知 事 一 行 に  

多 大 の 感 銘 を 与 え た の で あ つ た 。 聞 く と こ ろ に よ る と 二 人 は 、  

こ の 日 の た め に 一 カ 月 間 、 寝 食 を 忘 れ て ガ イ ド 練 習 を し た の だ  

そ う で あ る 。 平 素 会 社 の 一 般 事 務 に 従 事 し て い て 、 突 然 ガ イ ド  

と い う 専 門 の 仕 事 を さ せ ら れ た の で 、 そ の 労 苦 の 程 も さ こ そ と  

推 察 さ れ る の で あ る 。 い よ い よ 州 知 事 一 行 を 送 る こ と に な り 、  

張 り 詰 め た 気 力 が 一 度 に 放 散 し 、 使 命 を 果 し た 満 足 感 と 空 虚 感  

と が 、 彼 女 た ち に 涙 を 誘 つ た も の と 思 わ れ る 。 そ し て 彼 女 た ち  

の 涙 は 、 い か に 彼 女 た ち が 真 剣 な 努 力 を し た か の 証 左 で あ り 、  

そ し て ま た 彼 女 た ち の 純 情 を 物 語 る も の で あ る 。 こ の 純 情 が 異  

国 の 人 々 の 胸 を 打 つ た の で あ る 。  

 1 1 月 2 日 夜 帝 国 ホ テ ル で の 歓 送 晩 さ ん 会 の 席 上 メ イ ン 州 リ  

ー ド 知 事 は 、 訪 日 中 も 深 い 感 銘 を 受 け た 事 柄 と し て 、 宮 崎 で  

の 秋 田 、 安 部 宮 両 嬢 の 涙 の 歓 送 を 挙 げ て 、 絶 賛 し て い た 。 純 情  

な 2 人 の 乙 女 の 涙 は 、 国 際 親 善 の う え に も 多 大 の 貢 献 を し た の  

で あ る 。  

 

 午 後 零 時 1 2 分 、 特 急 い そ か ぜ は 大 分 駅 に 着 い た 。 こ の 頃 天  

気 全 く 清 朗 、 絶 好 の 視 察 日 和 と な つ た 。 駅 の プ ラ ツ ト ホ ー ム に  

は 、 木 下 知 事 始 め 県 幹 部 職 員 多 数 が 出 迎 え 、 バ ン ド の 演 奏 で 歓  

迎 を 受 け 、 直 ち に 団 長 リ ー ド 知 事 に 美 し く 着 飾 つ た 令 嬢 か ら 、  

花 束 が 贈 ら れ た 。 一 行 は 木 下 知 事 の 誘 導 で バ ス に 搭 乗 、 三 洋 本  

館 レ ス ト ラ ン に 向 か つ た 。  

 三 洋 本 館 で 昼 食 を 済 ま し て か ら 、バ ス で 大 分 県 庁 を 訪 問 し た 。 
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大  分  県  庁  訪  問  

 

 県 庁 玄 関 前 に は 全 職 員 が 待 機 し 、 再 び バ ン ド の 演 奏 で に ぎ や  

か に 迎 え ら れ 、 直 ち に 州 知 事 一 行 は 、 4 階 の 知 事 応 接 室 に 案 内  

さ れ た 。 庁 舎 は 3 年 前 建 築 さ れ た ば か り で 、 美 し い 建 物 で あ つ  

た 。 木 下 知 事 の 別 項 の 挨 拶 が 英 語 で な さ れ た の ち 、 同 知 事 か ら  

木 製 の 盆 が 土 産 品 と し て 州 知 事 に 贈 ら れ た 。  

 

木  下  知  事  挨  拶  

 

  皆 様 よ う こ そ ご 来 県 下 さ い ま し た 。 1 2 0 万 県 民 を 代 表 し  

 て 、 心 か ら 歓 迎 申 し 上 げ ま す 。 先 般 ラ イ シ ヤ ワ ー 大 使 が 来 県  

 さ れ ま し た が 、 今 般 続 い て 1 0 名 の 州 知 事 の 皆 様 の 重 ね て の  

 ご 訪 問 を い た だ き 、 喜 ん で お る 次 第 で あ り ま す 。  

  当 大 分 県 は 、 車 窓 か ら も ご 覧 の と お り 、 瀬 戸 内 海 に 面 す る  

 農 林 漁 業 県 で す 。 1 9 5 5 年 私 が 知 事 に な り ま し て か ら 1 0  

 年 、 こ の 間 農 工 併 進 施 策 を か か げ て 努 力 し て き ま し た 。 具 体  

 的 に は 大 分 を 東 九 州 開 発 の 基 地 と し 、 臨 海 工 業 地 帯 の 造 成 を  

 推 進 、 石 油 と 鉄 を 基 幹 と す る 重 化 学 工 業 を 誘 致 す る こ と で あ  

 り ま し て 、 将 来 進 出 が 決 定 し た 諸 企 業 の う ち 、 九 州 で は 初 め  

 て の 石 油 精 製 工 場 は 、 す で に 操 業 し て い ま す 。  

  こ れ ら の 企 業 の 中 に は 、 ア メ リ カ 資 本 の 参 加 が 予 定 さ れ て  

 い る も の も あ り ま す の で 、 ぜ ひ ご 視 察 た ま わ り た い と 存 じ ま  

 す 。  

  ま た 、 当 県 は 、 地 勢 が 複 雑 で 、 け わ し い 山 岳 と 深 い 渓 谷 を  
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 も ち 、 日 本 的 な 山 水 の 美 と 清 冽 な 水 の 流 れ を 誇 つ て い ま す 。  

 温 泉 の 多 い こ と も ま た 世 界 有 数 で す 。  

  別 府 は「 東 洋 の ナ ポ リ 」と 呼 ば れ て い ま す が 、私 と し て は 、  

 衛 生 的 な 休 養 都 市 と し て 建 設 し て い き た い と 考 え て い ま す 。  

  こ の 別 府 を 起 点 と し て 、 飯 田 高 原 、 阿 蘇 を 経 て 、 熊 本 、 雲  

 仙 、 長 崎 へ 通 ず る 九 州 横 断 道 路 も 昨 年 1 0 月 完 成 し て い ま す 。 

  滞 在 の ご 日 程 が 短 か い た め 、 県 内 各 地 の ご 視 察 は 無 理 か と  

 存 じ ま す が 、可 能 な 限 り ご 覧 い た だ き 、皆 さ ま の 視 察 旅 行 に 、  

 よ り 好 も し い 印 象 を 添 え た い も の と 心 か ら 希 望 し て お り ま す 。 

 

臨  海  工  業  地  視  察  

 

 知 事 の 県 政 説 明 が あ つ て か ら 一 行 は 、 バ ン ド と 全 職 員 の 拍 手  

に 送 ら れ て 、 バ ス で 臨 海 工 業 地 の 視 察 に 向 つ た 。  

 海 岸 の 鉄 搭 の 上 で 辰 己 建 設 局 長 の 説 明 を 聞 い た 。 見 渡 す 限 り  

砂 原 の こ の 埋 立 地 は 、 面 積 5 1 万 坪 あ つ て 、 す べ て ド レ ツ ジ ン  

ク （ し ゆ ん せ つ ） に よ つ て 造 成 さ れ た も の で あ る 。 明 年 か ら 工  

場 等 の 建 設 を 始 め 、 3 年 間 で 完 成 の 予 定 で あ る と 説 明 さ れ た 。  

 新 聞 記 者 が 、 ア メ リ カ に も 埋 立 地 が あ る か と 質 問 し た の に 対  

し リ ー ド 知 事 は 、 フ ロ リ ダ に は 埋 立 地 が 観 光 目 的 の た め 造 成 さ  

れ て い る が 、 そ の 他 は あ ま り 聞 か な い と 答 え た 。  
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大 分 生 態 水 族 館 と 別 府 産 業 工 芸 試 験 所 視 察  

 

 午 後 3 時 2 0 分 大 分 市 高 崎 山 下 海 岸 の マ リ ー ン ・ バ レ ス 着 、  

大 分 生 態 水 族 館 を 訪 問 し た 。 広 大 な 円 形 の 水 槽 に 3 0 0 0 尾 の  

魚 が 充 満 し 、 そ れ ら が 一 定 の 方 向 に 忙 が し そ う に 走 つ て い る 。  

ど れ も こ れ も 追 越 さ れ ま い と し て 懸 命 に 走 つ て い る か の よ う だ 。 

途 中 で 道 草 を 食 つ た り 、 反 対 方 向 に 泳 い で い る の は 一 匹 も い な  

い 不 思 議 な 光 景 で あ る 。 水 槽 の 水 も 一 定 の 方 向 に 潮 流 の よ う に  

奔 流 し て い る 。 や が て ア ク ア ラ ン グ を 着 け た 美 女 が 現 わ れ て 魚  

に 餌 を や つ た 。 魚 の 群 が 餌 籠 に 襲 い か か り 、 た ち ま ち 平 げ て し  

ま つ た 。 外 か ら 見 て い る と 、 お 噺 の 国 の 人 形 の よ う で あ つ た 。  

東 京 に も こ れ 位 の 水 族 館 が ほ し い も の だ と 思 つ た 。  

 次 に 大 分 県 立 別 府 産 業 工 芸 試 験 場 を 視 察 し た 。 人 間 の 手 が 作  

り 出 す こ と の で き る も せ ん 細 巧 緻 な 竹 の 芸 術 品 が 、 陳 列 室 に  

並 べ て あ つ た 。 こ こ の 製 品 は 、 機 械 で マ ス プ ロ さ れ る も の で は  

な い 。一 つ 一 つ 根 気 と 熟 練 に よ つ て 作 り 出 さ れ る 芸 術 品 で あ る 。 

製 品 を 鑑 賞 し て か ら 工 場 を 見 学 、子 細 に 製 作 工 程 を 見 て 廻 つ た 。 

帰 京 し て か ら 「 孫 の 手 」 の 送 付 を 受 け た の で 、 そ れ ぞ れ ア メ リ  

カ 州 知 事 に 送 つ た 。  

 こ の あ と バ ス で 別 府 地 獄 め ぐ り の う ち の 「 海 地 獄 」 を 訪 問 し  

た 。 時 間 の 都 合 で 「 血 の 池 地 獄 」 は 割 愛 し た 。 青 い 池 に 鶏 卵 が  

籠 に 入 れ て 、 吊 り 下 げ て あ つ た 。 つ ま り 池 の 温 度 は 、 卵 が う だ  

る 熱 さ な の で あ る 。池 の 縁 は 、修 学 旅 行 の 学 生 で 埋 ま つ て い た 。  

経 営 者 の 好 意 で 、 池 畔 に 席 が 設 け ら れ 、 コ カ コ ー ラ や う で 卵 や  
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お ま ん 頭 が 供 さ れ た 。  

 か く し て 第 8 日 目 も 終 り 、 夕 刻 宿 舎 杉 乃 井 ホ テ ル に 到 着 、 記  

者 会 見 や 木 下 知 事 主 催 の 晩 さ ん 会 が 催 さ れ た 。  

 

記   者   会   見  

 

 午 後 5 時 2 0 分 か ら 、 杉 乃 井 ホ テ ル で 記 者 会 見 が 行 な わ れ 、  

木 下 知 事 と バ ー モ ン ト 州 ホ フ 知 事 が 出 席 し た 。 会 見 の 概 要 は 次  

の と お り で あ る 。  

 ○ 日 本 の 観 光 事 業 に つ い て ご 意 見 を 承 わ り た い 。  

  私 は 日 本 人 の 西 洋 化 、 殊 に 東 京 の 西 洋 化 に 関 心 を も つ て い  

 る 。 そ し て 歴 史 的 遺 跡 等 が 失 な わ れ て い る の が 残 念 で あ る 。  

 九 州 の 景 色 の よ い こ と は 信 じ ら れ な い 程 で あ る が 、 将 来 の 計  

 画 で は 、 歴 史 的 、 文 化 的 遺 跡 を こ わ さ な い よ う に 希 望 す る 。  

 私 の 州 に も イ エ ロ ー ・ ス ト ー ン 国 立 公 園 が あ る が 、 別 府 の 観  

 光 客 の 多 い の に 驚 い て い る 。 た く さ ん の 学 童 が 、 容 易 に 自 然  

 的 、 歴 史 的 遺 跡 に 接 し 得 る よ う に し た い 。  

 ○ 日 本 の 公 害 に つ い て ど う 考 え る か 。  

  日 本 も ア メ リ カ も 、 基 本 的 に は 同 じ よ う で あ る 。 日 本 の 都  

 市 や そ の 周 辺 に 問 題 が 起 き て い る よ う に 、 ア メ リ カ で も 起 き  

 て い る 。  

 ○ 日 本 の 公 害 対 策 を ど う 思 う か 。  

  日 本 も ア メ リ カ も 大 体 同 じ で あ る が 、 将 来 は 両 国 と も 、 も  

 つ と 公 害 対 策 に 力 を 入 れ る べ き で あ る と 思 う 。  
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 ○ 日 本 の 3 割 地 方 自 治 に つ い て ご 意 見 を 承 わ り た い 。  

  私 は 日 本 の 地 方 自 治 に つ い て は 、 口 を 入 れ た く な い 。 ア メ  

 リ カ で も 、 中 央 政 府 が 州 に 補 助 金 を 出 し て い る が 、 そ れ は や  

 は り 問 題 に な つ て い る 。 政 府 は 課 税 権 を も つ て い る の で 、 地  

 方 政 府 は 中 央 に 頼 る よ う に な る 。  

 

木 下 知 事 主 催 晩 さ ん 会  

 

 午 後 6 時 か ら 杉 乃 井 ホ テ ル 大 広 間 「 九 重 の 間 」 で 、 木 下 知 事  

主 催 の 晩 さ ん 会 が 開 催 さ れ 、 州 知 事 た ち は 、 ゆ か た 着 の く つ ろ  

い た 姿 で 出 席 、 始 め て の 和 服 に 、 大 満 悦 で あ つ た 。 始 め に 次 の  

よ う な 木 下 知 事 の 挨 拶 が あ つ た 。  

  今 日 は タ イ ト な 日 程 で 、皆 様 大 変 お 疲 れ の こ と と 存 じ ま す 。 

 ま た 今 晩 は 、 日 本 式 の 宴 会 で ご 窮 屈 と 思 い ま す が 、 ど う ぞ ご  

 自 由 な 姿 勢 で 、 お く つ ろ ぎ い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

  こ の 料 理 は 、 生 魚 特 に ふ ぐ で あ り ま す 。 3 年 前 ド イ ツ の 大  

 統 領 一 行 が 来 ら れ ま し た 際 に も 差 し 上 げ ま し た の で 、 ど う ぞ  

 安 心 し て 召 し 上 つ て い た だ き た い と 存 じ ま す 。 日 本 で は 、 ふ  

 ぐ 程 美 味 な 魚 は な い と い わ れ て お り ま す が 、 そ の ふ ぐ は 、 下  

 関 と 別 府 だ け の 特 産 な の で あ り ま す 。  

 

 続 い て ミ シ ガ ン 州 ロ ム ニ ー 知 事 が 、 州 知 事 一 同 を 代 表 し て 、  

大 要 次 の よ う な 挨 拶 を し た 。  

 た だ 今 木 下 知 事 さ ん か ら ご 挨 拶 を い た だ き 、 あ り が と う ご ざ  
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い ま し た 。  

 私 ど も は 当 地 を 訪 問 し て 、 知 事 さ ん の 温 顔 に 接 し 、 本 国 に 帰  

つ た よ う な 気 持 に な り ま し た 。 浴 衣 姿 で 日 本 式 の 宴 席 に 招 か れ  

ま し た こ と は 、 私 ど も 始 め て で あ り ま す の で 、 ど う か こ の 光 景  

を 写 真 に 撮 つ て い た ゞ き た い と 思 い ま す 。  

 大 分 県 に は た く さ ん の 温 泉 が あ り ま す が 、 私 ど も イ エ ロ ー ・  

ス ト ー ン 国 立 公 園 に も あ り ま し て 、 大 変 親 し 味 を 覚 え ま す 。 大  

分 県 は 、 他 の 県 に 遅 れ て い る 点 も あ る そ う で す が 、 木 下 知 事 さ  

ん の リ ー ダ ー シ ツ ブ は 、 必 ず 他 の 県 を 凌 駕 さ れ る こ と と 思 い ま  

す 。 そ れ に 、 知 事 さ ん は 、 貧 し い 人 に も 非 常 に 同 情 を 示 さ れ ま  

す の で 、 知 事 さ ん の 政 策 に 反 対 す る 人 は 、 一 人 も な い と 思 い ま  

す 。  

 

 ロ ム ニ ー 知 事 の 挨 拶 の の ち 、 例 に よ つ て リ ー ド 団 長 を 先 頭 に  

一 列 縦 隊 を 作 り 、 一 人 一 人 土 産 物 を 木 下 知 事 に 渡 し た が 、 愛 釣  

家 の 知 事 は 、 オ ク ラ ホ マ 知 事 か ら の 釣 竿 の 贈 物 が 、 殊 の 外 気 に  

入 つ た よ う で あ つ た 。  

 「 荒 城 の 月 」  な ど の 踊 り が あ つ て か ら 、 州 知 事 を 交 え て  

「 炭 坑 節 」  や  「 野 球 拳 」  な ど を 賑 や か に 踊 つ て 、 午 後 7  

時 半 散 会 し た 。  

 杉 乃 井 ホ テ ル 宿 泊 。  

 

新   聞   報   道  

 

 大 分 合 同 新 聞 （ 1 0 月 2 8 日 ）  
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 す ば ら し い 工 業 公 園 構 想  

 米 国 州 知 事 一 行 が 来 県  

 日 米 知 事 会 議 で 来 日 し た ア メ リ カ の 州 知 事 一 行 1 0 人 は 、  

2 7 日 午 後 零 時 1 2 分 大 分 駅 着 の 特 急 『 い そ か ぜ 』 で 宮 崎 県  

か ら 大 分 入 り 、 大 分 臨 工 地 帯 2 号 地 、 マ リ ー ン パ レ ス 、 大 分 県  

別 府 産 業 工 芸 試 験 所 な ど を 視 察 し 、宿 舎 杉 乃 井 ホ テ ル に 入 つ た 。 

 一 行 は ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 氏（ 米 国 知 事 会 会 長 、メ イ ン 州 知 事 ） 

を 団 長 と し 、 大 分 県 で 木 下 知 事 、 田 島 大 分 市 助 役 ら の 出 迎 え を  

受 け た 。 市 内 『 三 洋 』 で 昼 食 の あ と 、 午 後 1 時 半 、 大 分 県 庁 を  

公 式 訪 問 し た 。 一 行 は 県 庁 玄 関 口 で 約 1 5 0 0 人 の 県 職 員 の 拍  

手 と 県 庁 ブ ラ ス バ ン ド の 歓 迎 マ ー チ を 受 け 、 盛 ん に 手 を ふ つ て  

歓 迎 に こ た え て い た 。  

 貴 賓 室 で 木 下 知 事 が 英 語 で 『 大 分 県 政 の 概 要 』 を 説 明 、 辰 己  

新 産 都 建 設 局 長 が 臨 工 地 帯 の 説 明 を し た あ と 、 木 下 知 事 が 記 念  

品 を 贈 つ た 。  

 大 分 臨 工 地 帯 2 号 地 の 視 察 で は 、 一 行 は 埋 め 立 て 事 業 に よ る  

工 場 誘 致 に 目 を み は り 、 木 下 知 事 の 政 治 手 腕 を ユ ー モ ア た つ ぷ  

り に ほ め あ げ 、企 業 誘 致 と 公 共 投 資 の 関 係 な ど も 質 問 し て い た 。 

 宿 舎 杉 乃 井 ホ テ ル で は 午 後 6 時 か ら 木 下 知 事 主 催 の 歓 迎 晩 さ  

ん 会 を 催 し 、 日 米 親 善 の ひ と と き を 過 し た 。 一 行 は 2 8 日 朝 8  

時 、 宿 舎 を 出 発 、 九 州 横 断 道 路 を へ て 熊 本 入 り す る 。  

 一 行 を 代 表 し て バ ー モ ン ト 州 知 事 フ イ リ ツ プ ・ H・ ホ フ 氏 が  

杉 乃 井 ホ テ ル で 記 者 会 見 し 、 大 分 県 の 印 象 な ど に つ い て 次 の と  

お り 語 つ た 。  
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1． 木 下 知 事 の あ た た か い も て な し に み ん な 非 常 に 感 激 し て い  

る 。 木 下 知 事 ら 県 関 係 者 に よ る 大 分 の イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ パ ー  

ク 建 設 構 想 は 非 常 に す ば ら し い 。 道 路 が 広 く と つ て あ る の が と  

く に 印 象 的 だ つ た 。 か つ て 自 動 車 関 係 の 仕 事 に た ず さ わ つ て い  

た ミ シ ガ ン 州 の ロ ム ニ ー 知 事 が 、 大 分 臨 海 工 業 地 帯 の 道 路 計 画  

は ま つ た く 理 想 的 だ と 激 賞 し て い た 。  

1． バ ー モ ン ト 州 も 観 光 政 策 に 力 を 入 れ て い る が 、大 分 県 は バ  

ー モ ン ト 州 に 劣 ら な い ほ ど 観 光 政 策 が 充 実 し て い る と 思 う 。 県  

の 観 光 パ ン フ レ ツ ト を い た ゞ い た が 、 米 国 で あ ま り 見 ら れ な い  

程 見 事 な も の だ 。 マ リ ー ン パ レ ス は 世 界 に 誇 つ て も い い 施 設 だ  

と 思 う し 、 別 府 の 地 獄 も 非 常 に お も し ろ く 、 す ぐ れ た 観 光 施 設  

に 恵 ま れ 、 宣 伝 も じ よ う ず な 大 分 県 は 、 観 光 面 で も す ば ら し い  

と こ ろ だ と 思 う 。 た ゞ 東 京 な ど で 感 じ た こ と だ が 、 す ぐ れ た 遺  

跡 が 取 り こ わ さ れ て い く の は 観 光 上 マ イ ナ ス で あ り 、 大 分 県 も  

遺 跡 保 存 に 十 分 力 を 入 れ て ほ し い 。  

 

 大 分 合 同 新 聞 夕 刊 （ 1 0 月 3 0 日 ）  

 ワ ン ダ フ ル 横 断 道 路  

 青 い 目 の 知 事 さ ん 『 ま る で 夢 の 国 で す 』  

 日 米 知 事 会 議 で 来 別 し た 米 国 の 州 知 事 一 行 1 0 人 は 、 大 分 県  

訪 問 の あ と 、 2 8 日 朝 、 貸 し 切 り バ ス で 九 州 横 断 道 路 を 経 由 、  

熊 本 に 向 つ た が 、 日 本 有 数 の 観 光 道 路 だ け あ つ て 、 み ん な 『 ワ  

ン ダ フ ル 』 を 連 発 、『 ま る で 夢 の 国 を 旅 し て い る よ う 』 と ベ タ  

ぼ め だ つ た 。 以 下 は 同 行 の 別 府 市 通 訳 か ら 聞 い た 米 国 知 事 の 九  
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州 横 断 道 路 印 象 記 。  

 米 国 知 事 に と つ て 特 に 印 象 が 深 か つ た の は  ①  湖 、 高 原 、  

山 な ど 変 化 に 富 ん だ 沿 道 の 風 景  ②  沿 道 に 荒 れ 地 が な く 沿 線  

の 施 設 が み ん な モ ダ ン で し か も 自 然 の 風 景 に よ く マ ツ チ し て い  

る  ③  山 林 の 手 入 れ が よ く 行 き 届 い て い る  ④  沿 道 に 立 て  

看 板 が な い  ⑤  1 3 3 0 メ ー ト ル の 高 地 （ 牧 ノ 戸 峠 ） に ド ラ イ  

ブ ウ エ ー が 通 つ て い る  ⑥  バ ス ガ イ ド の 巧 み な 案 内 な ど 。  

 変 化 に 富 ん だ 風 景 に つ い て は 、 緑 の 州 と い わ れ る ワ イ オ ミ ン  

グ 州 の ハ ン セ ン 知 事 は 『 米 国 に も 景 色 の よ い と こ ろ は 多 い が 、  

短 い 区 間 で こ ん な に い ろ い ろ な 風 景 を 楽 し め る と こ ろ は 珍 し い 。 

沿 道 の 風 景 は 米 国 人 旅 行 者 に も き つ と 受 け る よ 』 と 感 心 。 施 設  

の 点 に つ い て は 観 光 に 力 を 入 れ て い る と い う バ ー モ ン ト 州 の ホ  

フ 知 事 は 『 観 光 政 策 が 行 き 届 い て い る の だ ろ う 。 自 然 保 護 に よ  

く 留 意 し て い る 点 は 実 に い い 』 と ほ め て い た 。  

 か つ て 自 動 車 会 社 に 関 係 し た こ と が あ り 、 道 路 問 題 に 詳 し い  

と い う ミ シ ガ ン 州 の ロ ム ニ ー 知 事 は 『 高 地 を 通 る ド ラ イ ブ ウ エ  

ー や ヘ ア ピ ン カ ー ブ は 、 米 国 に も 少 な く 、 日 本 の 土 木 技 術 陣 の  

優 秀 さ を 示 す も の 』 と 激 賞 し て い た と か 。 た ゞ 『 道 路 が 狭 い の  

が 難 点 』 と 話 し て い た 。  

 一 行 が も つ と も 喜 ん だ の が バ ス ガ イ ド の 案 内 。 米 国 で バ ス ガ  

イ ド 制 が な い だ け に 、 行 き 届 い た 説 明 や 歌 の サ ー ビ ス な ど に 、  

『 日 本 は 世 界 一 楽 し い バ ス 旅 行 が で き る と こ ろ 。 い つ ま で も バ  

ス に 乗 つ て い た い 』 と い い 、 熊 本 県 か ら の 出 迎 え 陣 と 交 代 す る  

こ と に な つ て い た 瀬 ノ 本 に 近 ず き 、 ガ イ ド が 別 れ の あ い さ つ を  
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す る と み ん な 『 オ ー ・ ノ ー 、 ど こ ま で も こ の ガ イ ド さ ん の い る  

バ ス で 旅 行 を 続 け た い 』 と 失 望 し た そ う だ 。  

 米 国 知 事 た ち は 一 致 し て 『 九 州 横 断 道 路 は 日 本 の 誇 つ て よ い  

観 光 道 路 で あ り 、 国 際 観 光 に 寄 与 す る 面 も 大 き い と 思 う 。 外 人  

観 光 客 に も 自 信 を も つ て P R し て ほ し い 。 こ ん な り つ ぱ な 道 路  

が 通 つ て い る 大 分 県 は す ば ら し い 観 光 県 だ 』 と 強 調 、『 大 分 県  

の 知 事 に な り た い 』 と い う 人 も あ り 、 案 内 に あ た つ た 木 下 知 事  

ら 県 関 係 者 を 喜 ば せ た 。  

 

 

大 分 県  ～  熊 本 県  

1 0 月 28 日 （ 木 ）  第 9 日  

 

 晴  

 午 前 8 時 杉 乃 井 ホ テ ル 発 、 バ ス に て 九 州 横 断 道 路 を 熊 本 に 向  

か う 。  

 九 州 横 断 道 路 、 別 名 山 並 ハ イ ウ エ ー は 、 別 府 か ら 阿 蘇 国 立 公  

園 を 抜 け 、 熊 本 か ら 雲 仙 に 至 る 全 長 3 0 0 キ ロ に 及 び 3 0 億 円  

の 巨 費 を 投 じ て 建 設 し た 観 光 道 路 で あ る 。 高 地 点 は 4 , 0 0 0 フ  

イ ー ト に 達 し 、 真 に 観 光 道 路 の 名 に ふ さ わ し い 道 路 で あ る 。  

ド ラ イ ブ 1 時 間 半 に し て 瀬 の 本 に 達 す る 。 こ こ で 大 分 県 か ら 熊  

本 県 に 引 き つ が れ た 。 広 野 の 中 に 日 本 の 家 屋 を 大 き く し た よ う  

な 、 赤 い 屋 根 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 階 建 の し よ う 酒 な 建 物 が あ  

る 。 三 愛 レ ス ト ハ ウ ス で あ る 。 一 行 は 少 女 の 鼓 笛 隊 の 演 奏 と と  
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も に 、 寺 本 知 事 夫 妻 、 県 幹 部 職 員 多 数 に 迎 え ら れ た 。  

 寺 本 知 事 か ら 次 の よ う な 歓 迎 の 挨 拶 が あ つ た 。  

 ア メ リ カ の 州 知 事 さ ん よ く い ら つ し や い ま し た 。 こ こ か ら 熊  

本 で す 。 き よ う か ら 明 日 ま で 熊 本 を ご 案 内 い た し ま す 。 ど う ぞ  

ご ゆ つ く り ご 見 物 下 さ い 。  

 寺 本 知 事 の 挨 拶 に 答 え て 、 団 長 リ ー ド 知 事 は 次 の よ う に 挨 拶  

し た 。  

 ア メ リ カ 州 知 事 一 行 に 代 り 、 ご 挨 拶 い た し ま す 。 パ ノ ラ ミ ツ  

ク な 眺 望 は 、 ま こ と に 美 し く 、 こ れ か ら ゆ つ く り こ の 美 し い 景  

色 を 拝 見 で き ま す こ と を う れ し く 存 じ ま す 。 寺 本 知 事 さ ん は 奥  

さ ん ま で お 連 れ し て お 出 迎 え い た だ き 、 私 共 一 同 感 激 し て い る  

次 第 で あ り ま す 。  

 

 わ ざ わ ざ 瀬 の 本 の 引 き 継 ぎ 地 点 ま で 州 知 事 一 行 を 送 つ て き た  

木 下 知 事 は 、 一 行 と の 名 残 を 惜 し み つ つ 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

 私 は 昨 日 の 昼 か ら 一 昼 夜 、 州 知 事 の 皆 様 と と も に 、 楽 し い 時  

を 過 ご す こ と が で き ま し た 。 い つ ま で も 楽 し い 思 い 出 に な る こ  

と と 思 い ま す 。 ま た バ ス の 中 で は 、 皆 さ ん の ス イ ー ト ・ ソ ン グ  

も 聞 か せ て い た だ き ま し た 。 私 は こ こ で 皆 様 と お 別 れ い た さ ね  

ば な り ま せ ん 。 そ し て 九 州 で も 代 表 的 な 美 し い 山 を も つ て い  

る 熊 本 県 に 、 バ ト ン タ ツ チ を い た し ま す 。 ど う ぞ 皆 様 愉 快 な 旅  

を 続 け ら れ ま す よ う お 祈 り し て 、 お 別 れ い た し ま す 。  
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ハ ワ イ の バ ー ン ズ 知 事 挨 拶 の 要 旨 は 、 次 の と お り で あ る 。  

 

 大 分 の 木 下 知 事 さ ん と 熊 本 の 知 事 さ ん に ご 挨 拶 い た し ま す 。  

大 分 県 で は 大 変 手 厚 い ご 歓 待 を 受 け ま し て 、 私 ど も 一 同 心 か ら  

感 謝 い た し て お り ま す 。 九 州 か ら は た く さ ん の 人 々 が ハ ワ イ に  

来 て お ら れ ま す の で 、 私 も 皆 さ ん に お 会 い し て 、 本 当 に 親 し 味  

を 覚 え ま す 。  

 

 送 る 人 、 送 ら れ る 人 。 バ ト ン タ ツ チ を 受 け て こ れ か ら 案 内 す  

る 人 た ち の 気 持 は 、 一 つ に 解 け 合 い 絡 み 合 つ て 、 日 米 一 体 融 和  

の 和 や か な 雰 囲 気 を 醸 し 出 し た 。 瀬 の 本 か ら 阿 蘇 を の ぞ む 景 観  

は 、 ま さ に 圧 巻 で あ る 。 三 愛 レ ス ト ハ ウ ス で の 少 憩 の の ち 、 一  

行 は 再 び ド ラ イ ブ を 続 け た 。豊 後 富 士 が 美 し い 姿 を 見 せ て い る 。 

紅 葉 の 中 に 植 林 の 常 盤 木 の 緑 が 点 綴 し て い る 。 狭 霧 台 で バ ス を  

降 り て 5 分 間 休 憩 し た 。 眼 下 に 広 い 盆 地 が 開 け て 、 遠 く 向 い 側  

の 山 裾 に 靄 が 棚 引 い て 絵 の よ う で あ る 。 山 裾 を 廻 つ て ド ラ イ ブ  

ウ エ ー が 、 う ね う ね と 見 え 隠 れ し て 続 い て い る 。 道 路 は 洗 い た  

て の よ う に き れ い で 、 自 然 の 風 光 を 損 ず る も の は 何 も な い 。 こ  

ん な ド ラ イ ブ 気 分 は 、 日 本 で は 九 州 横 断 道 路 以 外 で は 、 と て も  

味 わ れ な い だ ろ う と 思 え た 。 こ の 美 し い 風 景 を 、 永 遠 に 眸 に 焼  

き つ け て お き た い と 思 つ た の は 、 独 り 筆 者 だ け で は な か つ た で  

あ ろ う 。 藁 屋 根 の 人 家 が 二 、 三 軒 、 箱 庭 の 置 物 の よ う に た つ て  

い る 。 手 前 の 丘 で 、 牛 が 一 匹 悠 然 と 草 を 食 つ て い る 。 有 能 な 婦  

人 の 通 訳 が 、 淀 み な く 説 明 し 続 け る 。 午 後 零 時 半 、 国 立 青 年 の  
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家 に 到 着 、 昼 食 を と る 。 青 年 の 家 は 、 青 年 修 練 の 道 場 で 、 雄 大  

な 起 伏 す る 原 野 に 建 つ 、 鉄 筋 の モ ダ ン な ビ ル で あ る 。 食 事 の 前  

に 1 0 人 の 州 知 事 の 署 名 入 り ス ク ロ ー ル が 、 寺 本 知 事 に 手 交 さ  

れ た 。  

 午 後 零 時 4 5 分 仙 酔 峡 着 、 マ ウ ン ト カ ー で 阿 蘇 山 上 駅 着 、 こ  

こ か ら 徒 歩 で 約 1 5 分 、 阿 蘇 山 頂 に 到 着 し た 。 こ の 火 山 の カ ル  

デ ラ （ 円 形 陥 没 地 ） は 、 周 囲 1 2 0 キ ロ に 及 び 、 世 界 大 の も  

の だ と い う 。 中 心 か ら 噴 煙 を 巻 き 上 げ 、 雄 大 と い う 一 言 に 尽 き  

る 。 こ の 間 寺 本 知 事 及 び 夫 人 は 、 終 始 案 内 役 を 勤 め た 。  

 阿 蘇 観 光 ホ テ ル に 到 着 、 約 3 0 分 間 休 憩 し た が 、 山 合 い に あ  

つ て 、 四 周 の 風 景 は す ば ら し か つ た 。  

 午 後 4 時 4 0 分 、 予 定 通 り 一 行 は 熊 本 県 庁 を 公 式 訪 問 し た 。  

玄 関 前 に は 多 数 の 職 員 が 出 迎 え 、 県 警 本 部 音 楽 隊 の 歓 迎 演 奏 が  

行 な わ れ 、 そ の あ と 振 袖 姿 の 令 嬢 か ら 、 団 長 に 花 束 が 贈 ら れ て か  

ら 一 行 は 、 知 事 応 接 室 に 案 内 さ れ 、 次 の よ う な 寺 本 知 事 の 歓 迎  

の 挨 拶 が 、 流 暢 な 英 語 で 述 べ ら れ た 。  

 

寺  本  知  事  歓  迎  挨  拶  

 

 皆 様 よ く お い で 下 さ い ま し た 。 こ の 庁 舎 は 全 国 で 一 番 古 い も  

の で す が 、 目 下 新 ら し い 庁 舎 を 建 築 中 で あ り ま す の で 、 こ の 次  

お 迎 え す る 時 は 、日 本 一 美 し い 庁 舎 で お 迎 え で き る と 存 じ ま す 。 

 秋 晴 れ の 一 日 、 米 国 州 知 事 の ご 一 行 を 熊 本 県 に お 迎 え す る こ  

と は 、 私 の 無 上 の 光 栄 と す る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

 昨 年 は 、 日 本 知 事 団 を お 招 き い た だ き ま し た が 、 そ の な か に  
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私 ど も 夫 婦 も ふ く ま れ 、 手 厚 い お も て な し に あ ず か り 、 各 地 を  

見 学 さ せ て い た だ い た 喜 び は 、 終 生 忘 れ る こ と が で き ま せ ん 。  

御 地 を 見 学 し た 数 々 の こ と が ら は 、 非 常 に 参 考 に な り 、 日 本 に  

帰 り ま し て か ら 県 行 政 の う え に 取 り 入 れ さ せ て い た だ い て お り  

ま す 。 こ こ に 改 め て 心 か ら お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 熊 本 は 九 州 の 中 央 部 に 位 置 し 、 古 く は 『 火 の 国 』 と 呼 ば れ て  

い ま し た 。 世 界 大 と い わ れ る 阿 蘇 噴 火 山 の 火 と 、 不 知 火 海 に  

現 わ れ る 不 思 議 な 火 の 二 つ が 『 火 の 国 』 と 呼 ば れ る に 至 つ た 理  

由 で は な い か と い わ れ て い ま す 。 九 州 に 行 政 区 画 が お か れ た と  

き 、『 肥 後 の 国 』 と な り 、 そ の 後 明 治 の 改 革 で 『 熊 本 県 』 が 誕  

生 い た し ま し た 。  

 明 治 の 改 革 は 、 行 政 の 近 代 化 で あ つ た わ け で あ り ま す が 、 そ  

の 後 九 州 を お さ め る 諸 官 庁 は 、 ほ と ん ど 熊 本 に お か れ ま し た 。  

そ れ か ら 約 百 年 、 熊 本 は 大 体 に お い て 順 調 な 歩 み を 続 け て 参 り  

ま し た 。  

 熊 本 に は 珍 し い 自 然 美 と 、 自 然 美 に つ ち か わ れ た 人 情 の 美 し  

さ が あ り 、 旅 人 の 心 を 慰 め て い る よ う で ご ざ い ま す 。 ご 一 行 を  

お 迎 え し た 『 瀬 の 本 高 原 』 は 、 新 ら し く 開 発 さ れ た 景 勝 地 で あ  

り ま す が 、 阿 蘇 山 の カ ル デ ラ と と も に 、 熊 本 県 観 光 の 中 心 を な  

し て お り ま す 。  

 こ の 山 の 景 勝 と 対 象 的 な 海 の 景 勝 地 と し て 、天 草 が あ り ま す 。 

天 草 は ク ル ス が い ち 早 く 渡 つ て き た 島 で 、 島 の 住 民 た ち の 多 く  

は 、 深 く キ リ ス ト 教 を 信 仰 し 続 け て き ま し た 。 青 い 海 、 緑 の 島  

に 降 り そ そ ぐ 明 る い 太 陽 の 光 、 天 草 は 観 光 の 島 で も あ り ま す 。  
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こ の 恵 ま れ た 観 光 地 を さ ら に 開 発 す る た め に 、 橋 を か け る こ と  

に な り ま し た 。 三 角 か ら 大 矢 野 島 を 経 て 上 島 に い た る 間 を 五 つ  

の 橋 で 結 ぶ こ と に な り 、 い ま 着 々 進 工 し て お り 、 明 年 は で き あ  

が る こ と に な つ て お り ま す 。  

 ご 旅 行 の 日 程 が 短 く て 心 残 り で は あ り ま す が 、 ど う か ご ゆ つ  

く り ご 視 察 下 さ る よ う お 願 い い た し ま す 。 そ し て 熊 本 県 の こ と  

を 心 に と ど め て お 帰 り 下 さ る よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

 こ の あ と 寺 本 知 事 か ら 、 大 島 副 知 事 、 大 山 教 育 長 、 杉 本 農 政  

部 長 、 村 田 総 務 部 長 、 星 子 熊 本 市 助 役 等 県 、 市 幹 部 職 員 の 紹 介  

が あ つ て か ら 、 象 眼 の カ フ ス ・ ボ タ ン と ネ ク タ イ ・ ピ ン が 寺 本  

知 事 か ら 、 州 知 事 に 贈 ら れ た 。 続 い て リ ー ド 団 長 か ら 次 の よ う  

な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

リ  ー  ド  知  事  挨  拶  

 

 私 た ち は こ れ ま で 各 県 を お 訪 ね し ま し た が 、 ど の 県 で も 大 変  

な 歓 迎 を 受 け 、 感 激 し て お り ま す 。 帰 国 い た し ま し た ら 、 皆 様  

の 心 か ら の 歓 迎 に つ い て 国 民 に 伝 え た い と 存 じ ま す 。 こ の た び  

私 ど も は 、 真 の 友 情 と は ど ん な も の で あ る か と い う こ と を 知 つ  

た の で あ り ま す 。  

 

記   者   会   見  

 

 寺 本 知 事 の 県 政 説 明 の 途 中 、 ワ イ オ ミ ン グ 州 ク リ フ オ ー ド ・  

P・ ハ ン セ ン 知 事 が 記 者 会 見 し た が 、 そ の 概 要 は 次 の と お り 。  
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1 ．  熊 本 の 印 象 は ど う か ？  

 熊 本 は 『 火 の 国 』 と 聞 い て い た が 、 阿 蘇 山 を 見 せ て い た だ き  

雄 大 な 景 色 に 感 嘆 し た 。 熊 本 は ま た 林 業 が 盛 ん で 、 6 4 パ ー セ  

ン ト が 森 林 で あ る と 聞 い た が 、 た く さ ん の 植 林 の 美 し い 杉 を 見  

せ て も ら つ た 。 県 民 は み な 微 笑 を 浮 べ 、 温 か い 気 持 で わ れ わ れ  

を 迎 え て 下 さ つ て 感 激 し た 。  

2． 熊 本 県 は 観 光 開 発 に 力 を 入 れ て い る が 、九 州 横 断 道 路 に つ  

い て 所 見 を 承 わ り た い 。  

 熊 本 県 は 先 見 の 明 が あ つ て 、 道 路 の 両 側 は 、 広 告 物 な ど が な  

く 、 本 当 に き れ い だ と 思 つ た 。  

 

寺  本  知  事  主  催  晩  さ  ん  会  

 

 午 後 6 時 2 0 分 か ら 、 お く む ら で 寺 本 知 事 主 催 の 晩 さ ん 会 が  

催 さ れ た 。 初 め に 寺 本 知 事 が 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

 今 日 は 州 知 事 の 皆 様 お 疲 れ の と こ ろ 、 こ の 晩 さ ん 会 に ご 出 席  

下 さ い ま し て あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 日 は い ろ い ろ ご 視 察  

い た だ き ま し た が 、 こ の 晩 さ ん 会 も 観 光 事 業 の 一 つ で あ り ま し  

て 、 こ の あ と に は 何 も 仕 事 が あ り ま せ ん の で 、 ど う ぞ 皆 様 ご ゆ  

つ く り お く つ ろ ぎ い た だ き 、 日 本 式 の 宴 席 を お 楽 し み い た だ き  

た い と 存 じ ま す 。  

 

 サ ン ダ ー ス 知 事 は 、 州 知 事 一 行 を 代 表 し て 次 の よ う に 挨 拶 し  

た 。  
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 今 日 は 寺 本 知 事 さ ん か ら 、 大 変 見 事 な 品 を 頂 だ い い た し 、 あ  

り が と う ご ざ い ま し た 。  

 私 共 は 、 自 由 の 国 か ら 火 の 国 に 参 つ た の で あ り ま す が 、 皆 様  

の 心 か ら の ご 歓 待 は 、 ま こ と に 心 温 ま る も の が ご ざ い ま す 。 寺  

本 知 事 さ ん の ご 歓 待 に 報 い る た め 、 私 共 各 地 の 産 物 を 持 参 い た  

し ま し た の で 、 こ れ か ら そ れ ら を 知 事 さ ん に お 贈 り し た い と 存  

じ ま す 。  

 

新  聞  報  道  

 

 熊 本 日 日 新 聞 。  1 0 月 2 9 日  

 阿 蘇 の 観 光 を 楽 し む  

 米 州 知 事 一 行 熊 本 入 り  

 日 米 知 事 会 議 に 出 席 し た ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド ・ メ イ ン 州 知 事  

を 団 長 と す る ア メ リ カ の 州 知 事 1 0 人 は 、 2 8 日 大 分 か ら 九 州  

横 断 道 路 を 経 て 熊 本 入 り し た 。 途 中 、 阿 蘇 の 観 光 を 楽 し ん だ 一  

行 は 県 庁 前 で 開 か れ た 歓 迎 式 に 臨 ん だ 。  

 一 行 は （ 中 略 ） バ ス で 別 府 か ら 九 州 横 断 道 路 を 経 由 し て 、 午  

前 1 0 時 半 瀬 の 本 高 原 に 到 着 、 こ こ で 寺 本 知 事 夫 妻 や 県 関 係 者  

の 出 迎 え を 受 け た 。  

 つ い で 寺 本 知 事 の 案 内 で 、 す つ か り 黄 色 く な つ た 晩 秋 の 高 原  

を な が め な が ら 阿 蘇 へ 向 か い 、 午 前 1 1 時 4 5 分 国 立 阿 蘇 青 年  

の 家 に 立 ち 寄 り 、 昼 食 、 所 内 視 察 の あ と 、 阿 蘇 中 岳 仙 酔 峡 か ら  

ロ ー ブ ウ エ ー で 登 山 、 中 岳 火 口 東 展 望 台 か ら 火 口 を 見 物 し た 。  

 火 口 見 物 の あ と マ ウ ン ト カ ー で 火 口 を ま わ り 湯 の 谷 の 阿 蘇 観  
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光 ホ テ ル に 着 い た が 、 リ ー ド 団 長 は 、『 九 州 横 断 道 路 は 日 本 の  

高 度 の 技 術 で 困 難 を 克 服 し て 完 成 さ れ た 観 光 道 路 で 、 雄 大 な 展  

望 と と も に 誇 る べ き も の だ 。 ま た 一 大 パ ノ ラ マ の 阿 蘇 は 、 日 本  

観 光 の 代 表 と し て 宣 伝 す れ ば 海 外 か ら も ど し ど し 観 光 客 が 訪 れ  

る だ ろ う 』 と 語 つ た 。  

 県 庁 正 面 玄 関 に は 一 行 を 迎 え る た め 『 ウ エ ル カ ム ・ ア メ リ カ  

ン ・ ガ バ ナ ー ズ 』 の 横 看 板 と そ の 左 右 に 日 章 旗 、 星 条 旗 が か か  

げ ら れ て い た 。一 行 が 午 後 4 時 半 貸 し 切 り バ ス で 県 庁 に 着 く と 、 

出 迎 え た 約 1 千 人 の 県 庁 職 員 が 拍 手 を 送 り 、 県 警 本 部 音 楽 隊 の  

『 ワ シ ン ト ン ・ ポ ス ト 』 が 高 ら か に 奏 せ ら れ た 。  

 歓 迎 に こ た え て 米 知 事 が 思 い 思 い に 手 を 振 る 。 玄 関 前 の 歓 迎  

式 で は 寺 本 知 事 が 英 語 で 歓 迎 の 辞 を 述 べ 、 県 秘 書 課 の 江 口 保 子  

さ ん が リ ー ド 団 長 に 花 束 を 贈 呈 、 リ ー ド 団 長 は 『 心 か ら 歓 迎 あ  

り が と う 。 み な さ ん の 友 情 を 帰 国 し て 州 民 に 伝 え た い 。 い ま 阿  

蘇 を み て き た が 、 そ の 偉 大 さ に 心 を 打 た れ た 』 と お 礼 の こ と ば  

を 述 べ た 。  

 こ の あ と 知 事 応 接 室 で 寺 本 知 事 が 県 政 の 概 要 を 説 明 し た が 、  

そ の 中 で 寺 本 知 事 は 『 第 2 次 世 界 大 戦 の 末 期 、 熊 本 市 は 米 空 軍  

の 爆 撃 を 受 け 、 県 庁 を は じ め 中 心 街 の 3 分 の 1 が 壊 滅 し た 。 し  

か し そ の 後 戦 前 を し の ぐ 復 興 ぶ り を 示 し て い る 』 と 説 明 し た 。  

 寺 本 知 事 の 説 明 の 途 中 、ワ イ オ ミ ン グ 州 の ク リ フ オ ー ド ・ P・ 

ハ ン セ ン 知 事 が 記 者 会 見 し 、『 熊 本 は 「 火 の 国 」 だ と は き い て  

い た が 、 阿 蘇 の 火 口 は す ば ら し い の 一 語 に 尽 き る 。 阿 蘇 の 杉 も  

美 し い 。 そ れ に 、 九 州 横 断 道 路 の 沿 線 に よ け い な 広 告 物 が な い  
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の が よ か つ た 。 ア メ リ カ の 観 光 道 路 は 広 告 物 の は ん ら ん で き た  

な い 』 と 語 つ た 。  

 つ づ い て 一 行 は 6 時 2 0 分 か ら 古 城 堀 端 町 の 『 お く 村 』 で 開  

か れ た 寺 本 知 事 主 催 歓 迎 晩 さ ん 会 に 出 席 、 伊 豆 熊 本 日 米 協 会 会  

長 、 櫛 山 県 議 会 議 長 、 石 坂 熊 本 市 長 、 景 山 県 警 本 部 長 ら 県 代 表  

と 懇 談 し た 。  

 一 行 は 同 夜 は ホ テ ル ・ キ ヤ ツ ス ル で 一 泊 、 2 9 日 は 南 九 州 コ  

カ コ ラ ・ ボ ト リ ン グ K・ K、 熊 本 城 を 見 学 し 、 午 前 1 0 時 熊 本  

城 を 出 発 し て 三 角 か ら 島 原 に 向 か う 。  

 

 

熊 本 県  ～  長 崎 県  

1 0 月 29 日 （ 金 ）  第 10 日  

 

 天 気 晴 朗 、 1 0 月 末 と い う の に さ す が に 南 国 の 陽 射 し は 強 烈 。 

午 前 9 時 バ ス に て ホ テ ル ・ キ ヤ ツ ス ル 発 。 加 藤 清 正 の 築 城 に な  

る 有 名 な 熊 本 城 を 見 学 。 昭 和 3 5 年 に 1 億 8 千 万 円 の 巨 費 を 投  

じ て 本 丸 と 二 の 丸 が 復 元 さ れ た も の で 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 り  

で あ る 。 小 学 生 等 多 数 の 参 観 者 に 加 つ て 内 部 を 見 学 し た 。 近 く  

に も う 一 つ の 城 が あ る が 、 こ れ は 清 正 が 築 城 し た そ の ま ゝ の 木  

造 の も の で 、 今 は 内 部 参 観 は 許 し て い な い と の こ と で 残 念 で あ  

つ た 。州 知 事 た ち は 見 学 の 小 学 生 の 群 に 入 り 、写 真 な ど を 撮 り 、  

サ ヨ ナ ラ と 手 を 振 つ て 別 れ た 。  

 三 角 港 の 定 期 船 上 で 、 熊 本 県 か ら 長 崎 県 に 引 き 継 が れ た 。 午  

－ 8 3－  



後 零 時 2 0 分 島 原 港 着 、 佐 藤 知 事 そ の 他 多 数 県 職 員 の 出 迎 え を  

受 け た 。特 に 州 知 事 一 行 を 喜 ば せ た の は 、島 原 市 日 月（ し か わ ） 

幼 稚 園 の 可 愛 い 鼓 笛 隊 4 0 人 が 、 鼓 笛 の 演 奏 を し て 一 行 を 迎 え  

た こ と で あ つ た 。 園 児 代 表 か ら リ ー ド 団 長 と バ ー ン ズ 知 事 に 花  

束 が 贈 ら れ る と 、 期 せ ず し て 拍 手 が 鳴 り 渡 つ た 。 花 束 を 受 取 つ  

た リ ー ド 知 事 は 、 上 体 を 深 く 折 り 曲 げ て 可 愛 い 園 児 の 頰 に 接 吻  

し た 。 リ ー ド 団 長 は 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

 『 私 た ち は 日 本 上 陸 以 来 各 地 で 盛 ん な 歓 迎 を 受 け ま し た が 、  

 皆 さ ん の よ う に 可 愛 い ら し い 坊 ち や ん 嬢 ち や ん の 歓 迎 を 受 け  

 た の は 始 め て で す 。 本 当 に 心 温 ま る 思 い が し ま す 』  

 こ の あ と バ ス で 雲 仙 に 向 い 、 途 中 仁 田 峠 で 下 車 、 1 5 分 間 休  

憩 し て 、 午 後 2 時 予 定 通 り 雲 仙 に 到 着 し た 。  

 島 原 港 か ら 仁 田 峠 を 経 て 雲 仙 ま で の 約 1 時 間 半 の ド ラ イ ブ は 、 

急 峻 な 坂 道 を 登 り 、 見 事 に 紅 葉 に 彩 ら れ た 下 界 を 展 望 し 、 風 光  

す こ ぶ る 美 し い 。  

 雲 仙 ホ テ ル に 到 着 す る や 一 行 は 、 直 ち に 軽 装 に 着 替 え て ゴ ル  

フ 場 に 馳 せ 、 夕 刻 ま で 日 米 ゴ ル フ 国 際 試 合 を 楽 し ん だ 。  
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長  崎  県  

1 0 月 30 日 （ 土 ）  第 11 日  

 

 米 州 知 事 日 本 上 陸 以 来 晴 天 に 恵 ま れ た が 、 こ の 日 と う と う 小  

雨 が 降 り 出 し た 。 午 前 9 時 一 行 は バ ス で 雲 仙 ホ テ ル 発 、 国 道 5 7  

号 線 、 3 4 号 線 を 経 て 長 崎 県 庁 に 向 か う 。 途 中 眼 鏡 橋 で 下 車 し て  

こ の 名 橋 を 見 る 。 旅 行 案 内 に は 次 の よ う な 説 明 が あ つ た 。  

  都 心 を 流 れ る 中 島 川 に 架 か る こ の 橋 は 、 寛 永 1 1 年 （ 1 6 3 4  

 年 ） 長 崎 三 唐 寺 の 一 つ 興 福 寺 の 黙 子 如 定 禅 師 に よ つ て 造 ら れ  

 た 日 本 古 の 唐 風 石 橋 で 、橋 柱 に よ つ て 分 け ら れ た 双 半 円 は 、 

 さ し 上 る 潮 に 影 を 落 し て 眼 鏡 の 形 を 描 く こ と か ら こ の 名 が あ  

 り 、 風 雪 3 0 0 年 、 数 次 の 洪 水 に も た え た 名 橋 で あ る 。  

 眼 鏡 橋 を 通 し て 眺 め る 景 色 は 、オ ラ ン ダ の 田 舎 に あ る よ う な 、 

日 本 離 れ の し た も の で あ つ た 。  

 午 前 1 1 時 2 0 分 予 定 ど う り 長 崎 県 庁 に 到 着 、 直 ち に 知 事 応  

接 室 に 案 内 さ れ 、 日 米 知 事 の 会 見 が 行 な わ れ た 。 佐 藤 知 事 の 歓 迎 の  

挨 拶 の 要 旨 は 次 の と お り 。  

 

佐  藤  知  事  歓  迎  挨  拶  

 

  先 般 東 京 で 日 米 知 事 会 議 が 開 催 さ れ ま し た が 、 引 き 続 い て  

九 州 地 方 を ご 視 察 い た だ く こ と に な り 、 こ の た び 米 国 州 知 事  

 ご 一 行 を わ が 長 崎 県 へ お 迎 え で き ま し た こ と を 心 か ら う れ し  

 く 存 じ ま す 。  

 長 崎 は 日 本 で も 古 い 都 会 の 一 つ で あ り ま し て 、 日 本 の 鎖 国  
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時 代 4 0 0 年 間 、 こ の 長 崎 だ け が 海 外 に 開 放 さ れ て お つ た の  

で あ り ま す 。 そ し て 近 世 の 西 洋 及 び 東 洋 の 文 化 が 、 こ の 長 崎  

を 経 て 日 本 に は 入 つ て 来 た の で あ り ま す 。 第 2 次 世 界 大 戦 中  

は 、 海 外 と の 交 流 が 閉 さ れ で い ま し た が 、 戦 後 再 た び 海 外 と  

の 交 流 が 盛 ん に な り ま し た 。  

 （ 地 図 に よ り 説 明 ） こ の 地 図 で お 分 り の よ う に 長 崎 県 に は  

非 常 に 島 が 多 く 、 そ の 数 約 6 0 0 を 越 え 、 こ の う ち 人 の 居 住  

す る 島 が 1 0 0 以 上 あ り ま す 。 対 島 の 向 う に 朝 鮮 が あ り 、 小  

さ な 船 で も 2 時 間 半 で 達 す る こ と が 出 来 ま す 。  

国 立 公 園 が 二 つ あ り ま す が 、 日 本 で 二 つ の 国 立 公 園 を も つ て  

い る 県 は 、 長 崎 県 の み で あ り ま す 。 一 つ は 雲 仙 国 立 公 園 で 、  

他 の 一 つ は 西 海 国 立 公 園 で あ り ま す 。 従 つ て 港 が 多 く 、 2 6 0  

以 上 に 及 ん で い ま す 。  

 産 業 の 第 一 は 、 造 船 と そ の 関 連 産 業 で 、 第 二 は 、 炭 鉱 、 第  

三 は 、 水 産 で 、 水 産 業 は 、 北 海 道 を 除 け ば わ が 国 第 一 位 を 占  

め て お り ま す 。 第 四 は 、 農 業 で あ り ま す 。  

 い ま 長 崎 に 埠 頭 の 工 事 が 進 め ら れ て い ま す が 、 こ れ が 完 成  

し ま す と 5 万 ト ン 級 1 隻 、 そ の 他 3 万 ト ン 級 が 停 泊 す る こ と  

が で き ま す 。 ま た 日 本 大 の 埋 立 地 が 計 画 さ れ て い ま す が 、  

そ の 面 積 は 4 , 0 0 0 平 方 粁 で あ り ま す 。  

 長 崎 は 諸 外 国 と の 交 流 も 盛 ん で 、 日 本 の も 盛 ん な 国 際 都  

市 の 一 つ で あ り ま す 。 韓 国 も 近 い の で 、 国 交 が 正 常 化 し ま す  

れ ば 、 交 易 も 盛 ん に な る こ と と 思 い ま す 。  
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チ ヤ フ イ ー 知 事 挨 拶  

 

 ア メ リ カ 州 知 事 を 代 表 し て 、 私 ど も に 示 さ れ た ご 厚 意 に 対  

し 、 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 昨 日 は 雲 仙 で ゴ ル フ を 楽 し む こ と が で き て 、 楽 し い ひ と 時  

を 過 し ま し た 。 本 日 は 午 後 史 蹟 や 造 船 所 を 見 学 す る こ と が で  

き ま す こ と を 喜 び に 存 じ て お り ま す 。 こ こ に 1 0 名 の 知 事 が  

サ イ ン い た し ま し た ス ク ロ ー ル を お 贈 り し て 、 わ れ わ れ の 感  

謝 の 意 を 表 し た い と 存 じ ま す 。  

 

こ の あ と リ ー ド 団 長 か ら 、 次 の メ ツ セ ー ジ が 発 表 さ れ た 。  

 

メ  ツ  セ  ー  ジ  

 

 長 崎 は 古 く か ら ア メ リ カ 人 に 、 東 洋 と 西 洋 の 交 流 の 歴 史 に  

お け る 焦 点 と し て 知 ら れ て き ま し た 。 長 崎 県 と 長 崎 市 を 訪 問  

し 、 わ れ わ れ が 多 く 聞 き 及 ん で 参 り ま し た 史 跡 を 親 し く 見 聞  

す る 機 会 を 得 ま し た こ と は 、 わ れ わ れ ア メ リ カ 知 事 団 に と り 、  

ま た と な い 喜 び で あ り ま す 。  

 い わ ゆ る ア ジ ア と ヨ ー ロ ツ パ の 文 化 の 相 違 お よ び 、 一 方 の  

国 民 が 他 方 の 国 民 を 知 り そ し て 理 解 し よ う と し て 当 面 す る い  

ろ い ろ な 困 難 に 対 し て は 、 こ れ ま で 多 く の こ と が な さ れ て 参  

り ま し た 。 こ の よ う な 相 違 や 困 難 の あ る こ と は 、 当 然 の こ と で  

あ り ま す 。 し か し な が ら 長 崎 の 歴 史 は 、 両 者 の 善 意 あ る 人 々  

に と つ て 、 す べ て の 人 々 の 恩 恵 の た め 、 有 益 な 相 互 理 解 が 達  
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成 可 能 で あ る こ と を 示 し て お り ま す 。  

 長 崎 は 、 わ れ わ れ が 始 め て 日 本 に つ い て の 詳 密 な 知 識 を 得  

た と こ ろ と し て 、 わ れ わ れ 西 洋 人 に 知 ら れ て お り ま す 。 ス ペ  

イ ン 人 、 ポ ル ト ガ ル 人 、 英 国 人 、 オ ラ ン ダ 人 等 が 、 す で に  

1 6 世 紀 の 頃 か ら 、 日 本 に 渡 来 し て お り ま す 。 日 本 に つ い て  

の 知 識 は 、 こ ん な に 早 く か ら ヨ ー ロ ツ パ 人 に 開 け 始 め ま し た 。  

そ れ 以 来 ミ カ ド の 国 に つ い て 、 ヨ ー ロ ツ パ 人 や ア メ リ カ 人 の  

間 に 、 多 大 の 好 奇 心 が 高 ま つ て 参 つ た の で あ り ま す 。 日 本 が  

西 洋 諸 国 か ら 孤 立 政 策 を と つ た 2 世 紀 間 に お い て す ら 長 崎 は 、  

情 報 や 貿 易 が 海 外 に 流 れ 出 た 唯 一 の 地 と し て 残 さ れ た の で あ  

り ま す 。  

 同 様 に 長 崎 は 、 日 本 に と つ て も 両 面 開 閉 の 窓 口 で あ つ た の  

で あ り ま す 。 日 本 人 が 初 に 西 洋 と 大 規 模 の 交 流 を な し 遂 げ  

た の も 、 こ の 地 で あ り ま す 。 そ し て 西 洋 文 化 を ー べ つ し た こ  

と と 、 日 本 を 訪 れ た 探 検 家 や 貿 易 商 や 学 者 な ど か ら 、 キ リ ス  

ト 教 を 伝 え ら れ た こ と が 、 日 本 の 近 代 史 に 甚 大 な 影 響 を 及 ぼ  

し た の で あ る と 私 は 信 ず る の で あ り ま す 。  

 1 9 4 5 年 に 長 崎 の 名 は 、 再 び 世 界 の 注 目 を 惹 く こ と に な  

り ま し た 。 長 崎 市 の 爆 撃 は 、 人 命 と 財 産 に 一 大 破 壊 を も た ら  

し ま し た 。 こ の 爆 撃 が 必 要 で あ つ た と い う こ と は 、 世 界 の 人  

人 が 戦 争 を 防 止 す る 手 段 を 見 出 し 得 ず 、 国 際 紛 争 を 平 和 的 手  

段 に よ り 解 決 し 得 な か つ た こ と に 帰 せ ら れ ね ば な り ま せ ん 。  

ま た 、 長 崎 の 爆 撃 は 、 第 2 次 世 界 大 戦 を 終 結 に 導 き 、 も し 戦  

争 が 継 続 さ れ た な ら ば 、 無 数 に 出 し た に 相 違 な い 死 傷 者 を 防  
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止 し 得 た こ と も 、 記 憶 さ れ ね ば な り ま せ ん 。  

 し か し な が ら 今 日 重 要 な こ と は 、 そ し て わ れ わ れ が 深 い 感  

銘 を 受 け ま し た こ と は 、 長 崎 の 住 民 及 び そ の 指 導 者 が 、 過 ぎ  

去 つ た 2 0 年 の 昔 の 回 顧 に の み ふ け る こ と な く 、 常 に 前 方 を  

見 つ め て 、 自 分 た ち の 物 質 的 環 境 を 再 建 し 、 全 世 界 の 国 民 の  

た め 、 平 和 な 世 界 と 自 由 と 安 全 と い う 人 類 の 偉 大 な 目 標 の た  

め 、 そ の 役 割 を 果 し て こ ら れ た こ と で あ り ま す 。  

 今 日 長 崎 の 名 は 、 再 び 世 界 に 知 れ 渡 つ て お り ま す 。 人 々 は  

長 崎 市 の 美 し さ と 、 長 崎 県 の す ば ら し い 風 景 を 称 讃 す る た め 、  

こ の 地 を 訪 れ て お り ま す 。 当 地 の 産 業 は 急 速 な 進 歩 を 遂 げ 、  

貴 国 国 民 の た め 、 ま た 、 国 際 貿 易 の た め 、 商 品 を 改 良 さ れ ま  

し た 。 そ し て こ の こ と は 、 漸 次 貴 国 と 世 界 の 他 の 国 々 と の 接  

触 を 深 め て お る の で あ り ま す 。 住 民 の 文 化 生 活 の 向 上 と 国 際  

社 会 へ の 貢 献 は 、 ま た 長 崎 に 多 く の 人 々 を 吸 引 し 、 世 界 の 隅  

々 に ま で 、 長 崎 の 名 前 に 敬 意 を 表 さ せ て お る の で あ り ま す 。  

 わ れ わ れ 知 事 団 は 、 九 州 を 旅 行 い た し ま し た が 、 わ れ わ れ  

は 、 4 0 0 年 以 上 以 前 に 、 聖 フ ラ ン シ ス ・ ザ ビ エ ル が 旅 行 し  

た と 同 じ 道 を 旅 し て 参 つ た の で あ り ま す 。 わ れ わ れ が 深 い 感  

銘 を 覚 え ま し た こ と は 、 世 界 は 一 つ で あ る と い う 驚 き と 、 い  

つ も 新 ら し く 見 え る 古 さ で あ り ま す 。 ア メ リ カ 人 と し て 、 ま  

た 各 州 の 代 表 者 と し て 、 さ ら に ア メ リ カ 国 民 と し て わ れ わ れ  

は 、 長 崎 市 民 及 び そ の 指 導 者 と と も に 、 世 界 各 国 民 に 真 の 平  

和 と 友 情 の 基 礎 を 築 く 、 相 互 理 解 と 友 情 の た め 努 力 い た す こ  

と を お 誓 い い た し ま す 。  
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REMARKS AT NAGASAKI 

       Nagasaki has long been known to the people of the United 

States as a focal point in the history of contact between the  

East and the West. It is a rare pleasure, indeed, for this 

group of governors of Americans States to visit your prefecture 

and city and to see for ourselves the historic places of which 

we have heard so much. 

       Much has been made of the so-called differences between 

the cultures of Asia and those of Europe and of the difficulties 

which people of one side face in trying to know and to under- 

stand the people of the other. That there are such differences 

and such difficulties goes without saying, but the history of 

Nagasaki shows that it is possible for men of goodwill on both 

sides to achieve a fruitful mutual understanding for the benefit 

of all. 

       Nagasaki is known to us in the west as the place from 

which we first obtained detailed knowledge. of Japan. The 

Spanish and the Portuguese, the English and the Dutch came 

to Japan as early as the 16th century. Knowledge of Japan 

in Europe began at that early date and the great curiosity 

of Europeans and Americans about the land of the Mikado has 

grown ever since. Even during the two centuries when Japan 
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tried to isolate itself from the western world, Nagasaki 

remained the one place from which information and trade went 

out. 

       Similarly, Nagasaki has been a two-way window for Japan. 

It was here that the Japanese first gained large scale contacts 

with the west and I am sure that the glimpse of European cul- 

ture and the christian religion which Japan got from the 

explorers, traders and scholars who came here has had a pro- 

found effect on the modern history of your country. 

       In 1945 the name of Nagasaki again was called vividly 

to the attention of the world. The bombing of this city 

caused great destruction of human life and material property. 

That this was necessary must be attributed to the general 

inability of the peoples of the world to find a way to prevent 

war and to solve international disputes by peaceful means. 

It must also be remembered that the bombing of Nagasaki 

brought World War Ⅱ  to an end, and prevented the untold 

numbers of casualties which would have inevitably resulted 

if the war had continued. 

       But the important thing today, and the thing which 

has impressed us most, is that the people of Nagasaki and 

their leaders have not looked backwards in the past 20 years 
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but have looked forward in rebuilding their physical environ- 

ment and in doing their part in the great quest of mankind 

for a world of peace, freedom and security for all peoples. 

       Today the name of Nagasaki is again known throughout 

the world. People come here to marvel at the beauty of your 

city and the strikingly beautiful scenery of your prefecture. 

Your industry has made rapid advances improviding goods for 

your people and for the international trade which increasingly 

brings you into contact with the rest of the world. Advances 

in the cultural life of the people and contribution to inter- 

national society have also brought many people to Nagasaki 

and have made the name of this city respected in all corners 

of the world. 

       As our group has traveled around the island of Kyushu, 

we have been following the path of St. Francis Xavier who 

made this same journey more than 400 years ago. Our over- 

whelming impression is of the wonder of the oneness of the 

world and the oldness of so much that has always seemed new. 

As Americans, and as representatives of our states and of 

the American people, we join with the people of Nagasaki 

and their leaders in pledging ourselves to work for that 

mutual understanding and friendship which must form the 
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basis for true peace and friendship among the nations of 

the world. 
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 こ の あ と 佐 藤 知 事 か ら 、 真 珠 の ネ ク タ イ ピ ン が 州 知 事 に 贈 ら  

れ た 。  

 ア メ リ カ 州 知 事 と 対 談 の 折 、 佐 藤 知 事 か ら 『 青 少 年 対 策 に つ  

い て 、 成 功 し た 例 が あ つ た ら 承 わ り た い 』 と の 質 問 に 対 し 、 ジ  

ヨ ー ジ ア 州 サ ン ダ ー ス 知 事 か ら 、 次 の よ う な 回 答 が あ つ た 。  

『 ジ ヨ ー ジ ア 州 に は 、 1 2 の 青 少 年 開 発 セ ン タ ー が あ り 、 こ こ  

に は 心 理 学 者 や 福 祉 関 係 専 門 職 員 等 を 置 い て 、 青 少 年 の 更 生 を  

計 つ て い る 。 ま た 仕 事 を 持 た な い 者 に は 、 技 術 を 援 け 、 仕 事 を  

与 え て い る 。』  

 正 午 グ ラ ン ド ・ ホ テ ル 着 、 昼 食 の の ち 午 後 2 時 視 察 の た め ホ  

テ ル 発 。 三 菱 重 工 長 崎 造 船 所 、 平 和 祈 念 像 、 国 際 文 化 会 館 、  

2 6 聖 人 像 等 を 視 察 し た 。 小 雨 が 降 つ て い た 。  

 

三 菱 重 工 長 崎 造 船 所 視 察  

 

 州 知 事 一 行 は 、 先 づ 会 議 室 に 案 内 さ れ 、 林 所 長 か ら 次 の よ う  

な 説 明 を 聞 い た 。  

  日 本 の 近 代 工 業 は 、 殆 ん ど 長 崎 で 始 め ら れ た も の で あ る 。  

 1 8 5 7 年 に オ ラ ン ダ の 技 術 者 に よ つ て 造 船 が 始 め ら れ 、 そ  

 れ 以 来 わ れ わ れ は 、 1 0 8 年 間 、 技 術 と 研 究 を 積 み 重 ね て き  

 た の で あ る 。  

  す べ て の 産 業 の 発 達 は 、 船 に 頼 ら な け れ ば な ら な い 。 従 つ  

 て わ れ わ れ は 、 政 府 か ら の 補 助 も 得 て き た が 、 同 時 に 造 船 事  

 業 の 発 展 は 、 わ れ わ れ 自 身 の 手 に よ つ て 為 さ れ て き た の で あ  

 る 。 三 菱 の 工 業 は 、 長 崎 か ら 始 め ら れ 、 各 方 面 に 流 れ て い つ  
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 た も の で 、 現 在 は 、 船 の 建 造 と 陸 上 の 諸 機 械 の 製 造 を 行 な つ  

 て い る 。 わ が 国 造 船 の 1 5 パ ー セ ン ト を 占 め 、 高 の 建 造 量  

 を 誇 つ て い る 。 従 業 員 は 1 2 , 5 0 0 人 で 、 別 に 研 究 員 が 5 0 0  

 人 い る 。 材 料 は 八 幡 製 鉄 か ら 仕 入 れ て い る 。 わ が 社 で は 、 ヨ  

 ー ロ ツ パ で 1 年 を 要 し て 建 造 す る 船 を 、半 年 で 完 成 し て い る 。 

 2 0 万 ト ン 、 1 0 万 ト ン そ の 他 各 種 の ド ツ ク を も つ て い る 。  

 説 明 を 聞 い て か ら 、 一 人 々 々 鉄 帽 と 作 業 衣 を 身 に つ け 、 コ ー  

モ リ 傘 を さ し て 現 場 を 視 察 、 終 り に 記 念 撮 影 を し て 辞 去 し た 。  

 

国  際  文  化  会  館  視  察  

 

 こ こ に は 長 崎 原 爆 の 記 念 品 や 写 真 な ど が 陳 列 し て あ る 。 一 瞬  

の 強 烈 な 熱 と 光 に へ し 曲 つ た 浦 上 天 主 堂 の 瓦 や 硯 石 や 、 瓦 と ガ  

ラ ス が 解 け 合 つ て 癒 着 し た も の や 、 鉄 か ぶ と に 頭 骨 が へ ば り つ  

い た も の や 、 原 爆 症 の 模 型 な ど 、 ど れ も 原 爆 の 恐 し さ と 悽 惨 さ  

を 物 語 る も の の み で あ つ た 。 こ れ ら の 陳 列 品 は 、 再 た び 戦 争 の  

惨 禍 を 招 く な と 、 人 々 の 心 に 強 く 訴 え て い る よ う で あ つ た 。  

 こ の ほ か 平 和 祈 念 像 や 、 秀 吉 の キ リ シ タ ン 禁 止 令 に よ つ て 処  

刑 さ れ た 、 2 6 人 の キ リ ス ト 教 徒 の 遺 品 な ど の 陳 列 し て あ る  

2 6 聖 人 像 を 視 察 し た 。 雨 の た め 長 崎 港 を 俯 瞰 し 、 異 国 的 情 緒  

豊 か な グ ラ バ ー 邸 視 察 は 中 止 し た 。 帰 途 長 崎 県 物 産 館 で 買 物 な  

ど し 、 午 後 5 時 半 グ ラ ン ド ・ ホ テ ル に 帰 還 し た 。 午 後 7 時 半 よ  

り 『 花 月 』 で 佐 藤 知 事 主 催 の 歓 迎 晩 さ ん 会 が 開 催 さ れ た 。  
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佐 藤 知 事 主 催 歓 迎 晩 さ ん 会  

 

 花 月 で の 晩 さ ん 会 に お け る 佐 藤 知 事 挨 拶 の 要 旨 は 、 次 の と お  

り で あ る 。  

 

  日 本 で は 、 ご 馳 走 を 前 に し て の 挨 拶 は 、 猫 の 額 の よ う に 短  

 か く し た 方 が よ い と い わ れ て い ま す 。  

  こ の た び わ れ わ れ の 尊 敬 す る ア メ リ カ 州 知 事 ご 一 行 を お 迎  

 え い た し ま し た こ と は 、 非 常 な 名 誉 と 存 じ て お り ま す 。 忙 が  

 し い 日 程 の と こ ろ 、 会 談 を し て い た だ き 、 ま た 、 各 地 を ご 視  

 察 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 日 米 間 の 友 情 は ま す ま  

 す 緊 密 化 す る こ と と 確 信 い た し ま す 。 今 晩 は 、 皆 様 方 の ご 家  

 庭 の 延 長 と い う つ も り で 、 お く つ ろ ぎ い た だ く た め こ こ に お  

 招 き い た し ま し た 。  

  こ の 建 物 は 3 2 0 年 前 に 建 て ら れ た も の で 、 日 本 で も も  

 古 い 料 亭 の 一 つ と し て 、 い ろ い ろ の 歴 史 を 秘 め て お り ま す 。  

 昔 か ら 長 崎 に は 、 多 く の 外 国 人 が 訪 問 し て お り ま す が 、 こ の  

 よ う な 背 景 で 、 長 崎 の 人 々 は 皆 外 国 人 に 親 切 で あ り ま す 。  

 こ の あ と 県 、 市 関 係 主 脳 の 紹 介 が あ り 、 ハ ワ イ の バ ー ン ズ 知  

事 が 、 一 行 を 代 表 し て 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

  わ れ わ れ 政 治 家 は S h o r t  s p e e c h  i s  t h e  b e s t  S p e e c h と い  

 つ て お り ま す 。 私 た ち は 佐 藤 知 事 さ ん を 身 内 の 者 の よ う に 思  

 つ て お り ま す 。 日 本 は 、 政 治 的 に も 経 済 的 に も 、 ア メ リ カ の  
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 良 の 友 で あ り ま す 。 特 に ハ ワ イ の 知 事 と し て 私 は 、 こ の よ  

 う な 関 係 を 心 か ら 喜 ん で お り ま す 。  

  ア メ リ カ の 各 州 知 事 は 、 佐 藤 知 事 さ ん の 厚 遇 に 報 い る た め  

 記 念 品 を も つ て 参 り ま し た の で 、 こ れ か ら そ れ ら を 差 上 げ た  

 い と 存 じ ま す 。  

 

 山 海 の 珍 味 と 長 崎 の 美 妓 の 踊 を 鑑 賞 し て 、午 後 9 時 グ ラ ン ド・ 

 ホ テ ル に 帰 還 し た 。  

 

新   聞   報   道  

 

 長 崎 新 聞  1 0 月 3 1 日  

 米 の 知 事 一 行 長 崎 入 り  造 船 所 な ど 視 察  

 日 米 知 事 会 議 出 席 の あ と 日 本 各 地 を 視 察 し て い る ア メ リ カ 知  

事 会 の ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 会 長 （ メ イ ン 州 知 事 ） ら 一 行 1 1 人  

は 、 3 0 日 バ ス で 雲 仙 か ら 長 崎 入 り し 、 午 前 1 1 時 2 0 分 県 庁  

に つ き 、 佐 藤 知 事 と 懇 談 し た 。  

 佐 藤 知 事 は 、 庁 内 特 別 応 接 室 で 本 県 の 地 図 を 示 し 、 産 業 、 貿  

易 、 観 光 な ど の 実 情 を 説 明 し 、 本 県 の 国 際 性 を 強 調 し た 。 こ れ  

に 対 し ア メ リ カ 州 知 事 ら は 本 県 農 業 の 実 態 や 青 少 年 の 健 全 育 成  

問 題 な ど に つ い て 双 方 で 、 熱 心 な 質 疑 が か わ さ れ た 。 懇 談 は 、  

終 始 な ご や か な ふ ん 囲 気 で す す め ら れ 、 ア メ リ カ 州 知 事 ら は 記  

念 に 贈 ら れ た 真 珠 の ネ ク タ イ ピ ン を 胸 に つ け て も ら つ て 大 喜 び 。 

 こ れ に 対 し リ ー ド 会 長 は 、 佐 藤 知 事 に ア メ リ カ 知 事 会 か ら の  

感 謝 状 を 贈 る と と も に 『 ア メ リ カ 国 民 の 代 表 と し て 、 長 崎 の 人  
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人 、 そ の 指 導 者 と と も に 相 互 の 理 解 と 友 情 を 深 め 、 手 を 取 り あ  

つ て ゆ く こ と を 誓 う 。 こ の こ と が 、 真 の 世 界 平 和 と 友 好 の 基 礎  

に な る も の で あ る と 信 ず る 』 と い う 県 民 へ の メ ツ セ ー ジ を 読 み  

上 げ た 。  

 一 行 は 、 午 後 か ら 三 菱 重 工 長 崎 造 船 所 、 平 和 公 園 、 国 際 文 化  

会 館 、 2 6 聖 人 像 、 な ど を 見 学 し 午 後 6 時 か ら 花 月 で の 知 事 主  

催 の 晩 さ ん 会 に 出 席 し た 。 3 1 日 は 、 午 前 9 時 に 宿 舎 の グ ラ ン  

ド ・ ホ テ ル を 出 発 し 有 田 に 向 か う 。  

 

 長 崎 時 事 新 聞  1 0 月 3 0 日  

 米 州 知 事 一 行 歓 迎 ぶ り に 大 喜 び  園 児 ら に ほ お ず り  

 日 米 知 事 会 議 に 出 席 後 、 全 国 各 地 の 観 光 を か ね 行 政 視 察 中 の  

ア メ リ カ 知 事 会 会 長 ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 氏 （ メ イ ン 州 知 事 ） ら  

一 行 1 0 人 が 2 9 日 午 後 零 時 2 0 分 九 商 の 輸 送 船 で 三 角 経 由 熊  

本 か ら 島 原 港 着 、 本 県 入 り し た 。  

 島 原 港 に は 佐 藤 知 事 、 伊 藤 島 原 市 助 役 、 観 光 関 係 者 な ど 5 百  

人 が 出 迎 え た 。 ま た 島 原 日 月 幼 稚 園 の 可 愛 い 鼓 笛 隊 4 0 人 が 歓  

迎 し た 。  

 一 行 は 思 い が け な い 歓 迎 に 大 喜 び 、 花 束 を 贈 る 園 児 に ほ お ず  

り す る 場 面 も み ら れ た 。 リ ー ド 会 長 は 一 行 を 代 表 し 『 歓 迎 あ り  

が と う 。 わ た し た ち は 島 原 上 陸 の 印 象 を 忘 れ な い 。 こ ん ご の 日  

米 親 善 に 大 い に 役 立 ち た い 』 と 顔 を ほ こ ろ ば せ て い た 。  

 そ の 後 県 庁 差 し 回 し の バ ス で 雲 仙 に 向 か つ た 。 雲 仙 で は 仁 田  

峠 に 登 り 、 い ま 真 盛 り の 紅 葉 の 美 し さ に 目 を み は り 、 日 本 の 秋  
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を 満 喫 し た 。 2 9 日 は 雲 仙 観 光 ホ テ ル に 泊 り 、 3 0 日 長 崎 県 庁  

を 公 式 訪 問 す る 。  

 

 

長 崎 県  ～  佐 賀 県  

1 0 月 31 日 （ 日 ）  第 12 日  

 

 曇 り の ち 小 雨 。  

 午 前 9 時 バ ス に て グ ラ ン ド ・ ホ テ ル 発 。 国 道 3 5 号 線 を 約 2  

時 間 ド ラ イ ブ し て 、 午 前 1 1 時 佐 賀 県 有 田 町 南 川 原 の 酒 井 田 柿  

右 ヱ 門 氏 宅 に 到 着 し た 。 西 館 の 一 階 洋 間 に 、 製 作 品 が 陳 列 し て  

あ つ た 。 花 束 贈 呈 の の ち 伝 統 と 製 作 工 程 な ど に つ い て 説 明 が あ  

つ て か ら 、 成 形 場 や 絵 付 場 な ど の 工 場 を 視 察 し た 。 州 知 事 た ち  

に は 特 に 、 職 人 た ち の 指 先 か ら 、 さ ま ざ ま な 器 や 壼 や 人 形 が 作  

り 出 さ れ る こ と に 深 い 興 味 を 寛 え た ら し く 、 熱 心 に 見 入 つ て い  

た 。  

 次 い で 岩 尾 磁 器 工 業 株 式 会 社 を 視 察 し た 。 こ こ は 従 業 員 4 千  

人 を 越 え 、 工 業 用 品 や タ イ ル を マ ス プ ロ に よ つ て 製 造 し て い る  

会 社 で あ る 。  

 正 午 有 田 町 役 場 に 到 着 、 昼 食 会 が 催 さ れ 、 初 に 池 田 知 事 の  

次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

池  田  知  事  歓  迎  挨  拶  

 

  こ の た び か く も 多 数 ア メ リ カ 州 知 事 の 皆 さ ん の ご 訪 問 を い  
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た だ き ま し て 、 ま こ と に 光 栄 に 存 じ て お り ま す 。 県 民 一 同 を  

代 表 し て 、 心 か ら お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 と こ ろ で 私 は 、 1 9 6 2 年 に 訪 米 知 事 団 の 一 員 と し て 、 貴  

国 各 州 の 政 治 、 経 済 、 教 育 、 文 化 な ど の 各 方 面 に わ た り 、 視  

察 の 機 会 を 得 ま し た が 、 そ の 際 温 か い ご 歓 待 を 賜 わ り 、 か つ 、  

貴 重 な 資 料 を い た だ き 、 こ こ に 改 め て 感 謝 の 意 を 表 す る 次 第  

で あ り ま す 。  

 本 日 は 当 地 有 田 町 の 陶 磁 器 及 び 有 田 干 拓 な ど を ご 視 察 い た  

だ き ま し て か ら 、 本 県 唯 一 の 温 泉 郷 嬉 野 町 に ご 案 内 い た す こ  

と に い た し て お り ま す 。 有 田 町 の 陶 磁 器 は 、 日 本 で は も 歴  

史 が 古 く 、 今 か ら 約 3 5 0 年 前 の 1 6 1 6 年 頃 か ら 始 め ら れ  

た も の で あ る と 聞 き 及 ん で お り ま す 。 と く に 赤 絵 は 、 他 所 の  

追 随 を 許 さ ず 、 伝 統 的 工 芸 美 術 と し て の 技 術 を 世 界 に 誇 つ て  

お り ま す 。 近 は 、 建 設 資 材 と し て の タ イ ル や 化 学 工 業 用 と  

し て の 耐 酸 磁 器 に つ い て も 、 国 内 外 で 好 評 を 博 し て お り ま す 。  

 有 明 干 拓 は 、 今 か ら 1 3 0 0 年 前 頃 か ら 造 成 が 始 め ら れ た  

も の で 、 現 在 の 海 岸 線 か ら 約 2 0 キ ロ 背 後 地 ま で 、 干 拓 造 成  

に よ つ て 造 ら れ た も の で あ り ま す 。 も と も と 有 明 海 は 、 干 満  

の 差 が 大 き く 、 干 潮 時 に は 海 岸 線 か ら 遠 く 5・ 6 キ ロ 沖 合 ま  

で 、 浮 泥 の 干 潟 と な り ま す の で 、 干 拓 造 成 に は 適 し て い る わ  

け で あ り ま す 。 現 在 で も そ の 地 先 で は 、 盛 ん に 干 拓 造 成 が 行  

な わ れ て お り ま す が 、 本 県 で は こ の 干 拓 を 利 用 し て 、 大 規 模  

農 業 経 営 へ の 施 策 を 積 極 的 に 進 め て お り ま す 。  

 以 上 本 日 こ れ か ら ご 視 察 い た だ き ま す 個 処 の 概 要 を 申 し 上  
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 げ ま し た が 、ど う か 十 分 ご 観 察 い た だ き ま す よ う お 願 い し て 、 

 私 の 歓 迎 の 挨 拶 と い た し ま す 。  

 

リ  ー  ド  知  事  挨  拶  

 

  ア メ リ カ 知 事 を 代 表 し て 、 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。 天 気 が  

 少 々 悪 い よ う で す が 、 皆 様 の 温 か い 歓 迎 で 、 心 は 晴 れ 晴 れ い  

 た し て お り ま す 。  

  御 地 の よ う な 工 場 を 見 る こ と は 始 め て で あ り ま す 。 私 ど も  

 は 、日 本 人 の 高 度 の 技 術 を 尊 敬 し て お り ま す 。焼 物 に つ い て 、  

 ア メ リ カ の 技 術 も 学 ば れ た そ う で す が 、 両 者 の 知 識 が よ く 生  

 か さ れ て い る と 存 じ ま す 。 今 日 は 買 物 の 時 間 ま で 与 え て 下 さ  

 つ た そ う で 、 感 謝 し て お り ま す 。  

  今 日 は 日 曜 で あ り ま す の で 、 食 前 に お 祈 り を 捧 げ た い と 存  

 じ ま す 。  

 

 つ い で 池 田 知 事 か ら 、 日 本 側 列 席 者 の 紹 介 が あ り 、 ク リ フ イ  

ー ル ド 局 長 か ら 、 州 知 事 一 行 の 紹 介 が 行 な わ れ た 。  

 昼 食 後 趣 味 の 楽 焼 き が 行 な わ れ 、 州 知 事 た ち は 、 あ る い は 国 の  

奥 さ ん あ て に 、あ る い は 友 人 知 己 あ て に 、思 い 思 い に 揮 毫 し て 、  

楽 し く ひ と 時 を 過 し た 。  

 午 後 か ら 再 た び バ ス で 視 察 に 出 発 、 有 田 タ イ ル 株 式 会 社 を 視  

察 し た 。 こ こ は 従 業 員 7 0 0 人 で 、 フ エ イ シ ン グ ・ タ イ ル （ 建  

物 の 化 粧 表 に 使 用 す る タ イ ル ） や ウ オ ー ル ・ タ イ ル （ 室 内 用 風  

呂 場 な ど に 使 用 す る タ イ ル ） な ど を 製 造 し て い る 工 場 で あ る 。  
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 有 田 町 は 、 人 口 2 万 の 小 さ な 町 で あ る が 、 家 内 工 業 を 含 め 焼  

物 の 仕 事 を し て い る 家 は 、 百 戸 を 越 え る と い う こ と で あ る 。  

 帰 途 、 材 石 を 堀 り 出 す 場 所 を 見 た が 、 全 山 が 材 料 石 で 、 町 で  

管 理 し て い る と の こ と で あ つ た 。 な お 数 百 年 の 需 要 を 充 す に 充  

分 と 思 わ れ た 。  

 有 明 干 拓 の 視 察 は 、 天 気 が 悪 い の で 中 止 し 、 有 田 美 術 館 を 視  

察 し た が 、 折 よ く 隣 の 建 物 の 2 階 で 結 婚 式 と 演 芸 会 の よ う な 催  

し が あ り 、 こ れ に 出 席 し て い た 美 し く 着 飾 つ た 多 数 の 若 い 婦 人  

た ち に 迎 え ら れ 、 州 知 事 た ち は 大 満 悦 で あ つ た 。  

 こ の あ と 有 田 町 の 商 店 街 で 買 物 を し た 。香 蘭 社 や 深 川 製 磁 は 、 

こ の 町 で 有 数 の 陶 磁 器 店 で あ る 。 こ れ ら の 商 店 は 、 ア メ リ カ 州  

知 事 歓 迎 の 横 幕 を 吊 し て 町 全 体 が 歓 迎 気 分 に 溢 れ て い た 。 州 知  

事 た ち は 、 日 本 上 陸 以 来 買 物 の 機 会 が な く 、 そ れ に 美 し い 陶 磁  

器 の 製 品 に 魅 せ ら れ て 、 た く さ ん の 土 産 物 を 買 つ た 。 こ れ 程 た  

く さ ん の 買 物 を 、 ひ と ま ず 東 京 ま で ど う し て 運 搬 し よ う か と 、  

随 行 者 た ち の 頭 を 悩 ま し た ほ ど で あ つ た 。 定 刻 よ り 1 時 間 も 遅  

れ て 夕 暮 に 嬉 野 に 向 つ て 出 発 し た 。こ の 間 サ ン ダ ー ス 知 事 ら 2・ 

3 の 知 事 は 、 付 近 の 農 家 を 訪 れ て 田 畑 の 耕 作 な ど に つ い て 視 察  

し て き た が 、 突 然 の こ と で 関 係 者 は 誰 も 気 付 か な か つ た 。  

 

池 田 知 事 主 催 歓 迎 晩 さ ん 会  

 

 午 後 7 時 4 0 分 か ら 、 和 多 屋 別 荘 千 畳 敷 き （ 実 際 は 約 2 0 0  

畳 ） の 大 広 間 で 、 池 田 知 事 主 催 の 晩 さ ん 会 が 催 さ れ た 。 州 知 事  

た ち は 、ひ と 風 呂 浴 び て 浴 衣 に 羽 織 の く つ ろ い だ 姿 で 出 席 し た 。 
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池 田 知 事 か ら 要 旨 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  ア メ リ カ 州 知 事 の 皆 様 に は 、 長 い ご 旅 行 に も か か わ ら ず 本  

 県 を ご 訪 問 い た だ き 、 か つ 、 本 県 の 特 産 で あ る 有 田 焼 き を 熱  

 心 に ご 視 察 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 日 程 が 窮 屈 で  

 あ り ま す の で 、 あ る い は 不 行 き 届 の 点 が あ つ た か も 知 れ な い  

 と 存 じ て お り ま す が 、 そ れ に も 拘 ら ず ご 熱 心 に ご 視 察 い た だ  

 き 、 有 田 町 民 と 佐 賀 県 民 に 代 り 、 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

  本 日 お 招 き い た し ま し た 嬉 野 は 、 本 県 唯 一 の 温 泉 郷 で あ る  

 と と も に 、 わ が 国 で も 有 数 の 茶 の 産 地 で も あ り ま す 。  

  嬉 野 と い う 名 前 は 、 昔 々 さ る 皇 后 が 旅 行 の 途 中 こ の 地 に お  

 立 ち 寄 り に な り 、 嬉 し い の う と い わ れ た の が 語 源 で あ る と い  

 わ れ て お り ま す 。  

  田 舎 の 料 理 で は あ り ま す が 、 十 分 召 し 上 り い た だ き 、 ご 旅  

 行 の 疲 れ を ご ゆ つ く り お く つ ろ ぎ い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

 

 ア メ リ カ 知 事 を 代 表 し て 、 バ ー モ ン ト 州 ホ フ 知 事 は 、 次 の よ  

う に 挨 拶 し た 。  

 

  池 田 知 事 、 ご 列 席 の 皆 様 、 ア メ リ カ 州 知 事 に 代 り ご 挨 拶 申  

 し 上 げ ま す 。  

  九 州 の 旅 行 は 、 日 が た つ に つ れ て 興 味 深 く な つ て 参 り ま し  

 た 。 私 ど も は 、 佐 賀 県 の 誇 り と す る 立 ぱ な 陶 磁 器 を 見 せ て い  

 た だ き ま し た 。 ま た い ろ い ろ 買 い 求 め ま し た が 、 そ れ ら は 飛  
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 行 機 で 米 国 に 持 ち 帰 り 、 長 く 鑑 賞 し た い と 存 じ ま す 。 美 し い  

 焼 物 を 見 せ て い た だ き 、 そ の 上 に こ の よ う に す ば ら し い 晩 さ  

 ん 会 に お 招 き い た だ き 、 心 か ら お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 い ろ い ろ の 日 本 舞 踊 な ど 紹 介 さ れ た が 、 こ の 日 バ ス ガ イ ド を  

し た 女 性 が 、 槍 を し ご き 大 杯 を 持 つ て 見 事 な 黒 田 節 を 披 露 し 、  

州 知 事 た ち の 喝 釆 を 浴 び た 。 語 学 が 堪 能 で 、 さ ら に こ う し た 余  

技 を も つ こ と は 、 な ん と な く 床 し さ を 感 じ さ せ る も の で あ る 。  

名 前 も 聞 き 忘 れ て 残 念 で あ る 。  

 和 多 屋 別 荘 は 、 全 館 純 日 本 式 の 旅 館 で 、 州 知 事 た ち に は 特 に  

気 に 入 つ た よ う で あ つ た 。  

 

新   聞   報   道  

 

 佐 賀 新 聞  1 1 月 2 日  

 米 国 州 知 事 視 察 団 一 行 池 田 知 事 を 訪 問  県 発 展 を 祈 り ま す  

 日 米 合 同 知 事 会 議 に 出 席 し た あ と 九 州 を 訪 問 し て い る ア メ リ  

カ ・ メ イ ン 州 知 事 ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 団 長 以 下 ア メ リ カ 州 知 事  

視 察 団 一 行 1 1 人 は 、 1 日 午 前 1 0 時 ご ろ 県 庁 を 訪 れ 、 池 田 知  

事 か ら 県 政 全 般 に つ い て 説 明 を 受 け た 。  

 一 行 は 池 田 知 事 は じ め 県 庁 職 員 約 4 百 人 の 出 迎 え る な か を 専 用  

用 バ ス で 県 庁 正 門 前 に 着 い た 。 ひ と り ひ と り 池 田 知 事 と 握 手 を  

か わ し た あ と 、 玄 関 前 で 秘 書 課 勤 務 下 平 敦 子 さ ん （ 2 1） か ら  

花 束 を 贈 ら れ 、 リ ー ド 団 長 が 『 日 米 両 国 の 親 善 と 佐 賀 県 の 発 展  

を 祈 り ま す 』 と メ ツ セ ー ジ を 述 べ 歓 迎 に こ た え た 。  
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 中 別 館 特 別 来 賓 室 で 池 田 知 事 ら と し ば ら く 懇 談 、 池 田 知 事 が  

両 わ き に す わ つ た リ ー ド 団 長 、 カ ー ル ・ サ ン ダ ー ス ・ ジ ヨ ー ジ  

ア 州 知 事 か ら テ ー ブ ル の 上 の 灰 ザ ラ に つ い て 質 問 さ れ 『 香 蘭 社  

の 製 品 だ 』 と 答 え る 一 幕 も あ つ た 。 県 政 説 明 で は 、 産 振 計 画 を  

中 心 に 県 政 全 般 に つ い て 約 半 時 間 説 明 し た 。  

 記 者 会 見 で は 『 有 田 焼 と 県 内 農 家 に つ い て の 印 象 は 』 と の 問  

い に 、 リ ー ド 団 長 を は じ め サ ン ダ ー ス 、 ハ ン セ ン 、 ベ ル モ ン 氏  

ら 各 知 事 が 、『 有 田 焼 は す ば ら し い 。 世 界 一 の 焼 物 だ 』『 日 本  

の 農 家 は 水 田 が 小 さ い の に 、 大 き い 農 機 具 を 使 用 し て い る の で  

驚 い た 』 と 親 善 ぶ り を 発 揮 、 午 前 1 1 時 福 岡 県 へ 向 つ た 。  

 

 

佐 賀 県  ～  福 岡 県  

1 1 月 1 日 （ 月 ）  第 13 日  

 

 晴 。  

 定 刻 よ り 3 0 分 遅 れ て 午 前 8 時 5 0 分 バ ス に て 和 田 屋 別 荘 発 。  

旅 館 前 に は 従 業 員 全 員 が 小 旗 を 振 り 、 一 行 を 送 り 、 名 残 り を 惜  

ん だ 。 国 道 3 4 号 線 を 佐 賀 市 の 佐 賀 県 庁 に 向 か う 。 沿 線 は 一 面  

の 水 田 で 、 こ の 地 方 は 稲 の 取 り 入 れ も 遅 い ら し く 、 見 渡 す 限 り  

豊 か な 黄 金 の 波 を 打 つ て い た 。  

 午 前 1 0 時 県 庁 着 。 全 職 員 が 出 迎 え る 中 を 州 知 事 の 一 行 は 、  

手 を 振 つ て 歓 迎 に 応 え 、 直 ち に 振 袖 姿 の 令 嬢 か ら 、 リ ー ド 団 長  

に 花 束 が 渡 さ れ た 。リ ー ド 団 長 か ら 、次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  
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 池 田 知 事 お よ び 県 民 の 皆 様 か ら 、 多 大 の 厚 遇 を 受 け 深 く 感  

 謝 し て い ま す 。 池 田 知 事 は 、 さ き に 日 本 知 事 団 と と も に ア メ  

 リ カ を 訪 問 さ れ ま し た が 、 重 ね て ア メ リ カ を 訪 問 さ れ る よ う  

 希 望 い た し ま す 。 県 民 の 皆 様 も ど う ぞ ア メ リ カ に お 出 で 下 さ  

 い 。 今 日 の ご 歓 待 に お 応 え し て 、 簡 単 で あ り ま す が ご 挨 拶 と  

 い た し ま す 。  

 

 一 行 は 、 玄 関 前 で 記 念 撮 影 を し て か ら 、 知 事 特 別 応 接 室 に 招  

じ ら れ 、 初 に 池 田 知 事 か ら 、 次 の よ う な 歓 迎 の 挨 拶 と 県 政 説  

明 が 行 な わ れ た 。 相 当 長 文 の も の で あ つ た が 、 こ れ は す べ て 英 語  

で 行 わ れ た 。 次 に そ の 全 文 を 掲 げ る 。  

 

池 田 知 事 歓 迎 挨 拶 及 び 県 政 説 明  

 

  日 本 の 地 方 自 治 行 政 を ご 視 察 さ れ て お ら れ る 米 州 知 事 の 皆  

 さ ん を 本 県 に お 迎 え し て 、 こ こ に 県 政 の 概 要 に つ い て お 話 し  

 申 し 上 げ る 機 会 を 得 ま し た こ と を 、ま こ と に 光 栄 に 存 じ ま す 。 

  佐 賀 県 は 、 九 州 の 西 北 部 に 位 置 し 、 東 は 福 岡 県 、 西 は 長 崎  

 県 に 境 を 接 し 、 北 は 玄 海 灘 、 南 は 有 明 海 に 面 し て 、 総 面 積  

 2 , 4 0 4 キ ロ 、 人 口 8 8 7 , 0 0 0 人 、 人 口 密 度 1 平 方 キ ロ あ  

 た り 3 7 人 で 、 全 国 第 1 2 位 と な つ て い ま す 。  

  地 勢 は 、 北 部 と 西 部 に 山 嶺 が 連 な り 、 東 南 部 は 、 広 大 な 佐  

 賀 平 野 で 占 め て い ま す 。 こ の 佐 賀 平 野 は 、 有 明 海 に 流 れ る 諸  

 河 川 に よ つ て 運 ば れ た 土 砂 が 、 堆 積 し て で き た も の で 、 い ま  

 で も そ の 地 先 で は 、 干 拓 の 造 成 が 続 け ら れ て い ま す が 、 土 地  
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が 非 常 に 肥 え 、 日 本 で も 有 数 な 沃 野 と な つ て お り ま す 。  

 西 北 部 の 玄 海 灘 に 面 し た と こ ろ は 、 荒 波 に よ る 海 蝕 洞 窟 や 、  

白 砂 青 松 の 虹 の 松 原 な ど 景 勝 に 富 み 、 玄 海 国 定 公 園 の 中 心 部  

と な つ て い ま す 。  

 も と も と 佐 賀 県 は 、 地 理 的 に 古 く か ら ア ジ ア 大 陸 と の 関 係  

が 深 く 、 紀 元 前 2 世 紀 頃 か ら 中 国 や 朝 鮮 と の 交 通 の 門 戸 と し  

て 、 大 陸 文 化 移 入 の 重 要 な 拠 点 と な つ て お り ま し た の で 、 今  

日 な お い ろ い ろ な 古 代 文 化 の 遺 跡 が 残 つ て お り ま す 。 ま た 、  

長 崎 県 に も 近 い と こ ろ か ら 、 藩 政 時 代 に は 、 ヨ ー ロ ツ パ の 機  

械 文 明 も 積 極 的 に 取 り 入 れ 、 日 本 の 夜 明 け に も 大 き な 役 割 を  

果 し て き ま し た 。  

 1 8 7 1 年 （ 明 治 4 年 ） 廃 藩 置 県 に よ つ て 県 政 が 施 行 さ れ  

そ の 後 い ろ い ろ な 変 遷 が あ り ま し た が 、 現 在 の 佐 賀 県 と な つ  

た の は 、 1 8 8 3 年 （ 明 治 1 6 年 ） か ら で あ り ま す 。 行 政 区  

画 は 、 7 市 2 7 町 1 5 村 で あ り ま し て 、 現 在 私 が 4 4 代 目 の  

知 事 と し て 、 2 期 目 の 県 政 を 担 当 し て い る 次 第 で あ り ま す 。  

 次 に 県 政 施 策 の 概 要 に つ い て 、 ご 説 明 申 し あ げ ま す 。  

 本 県 の 産 業 は 、 な が い 間 米 麦 を 中 心 と し た 農 業 と 石 炭 鉱 業  

を 主 体 と し て 進 め ら れ て き ま し た 。  

 農 業 の 面 に お き ま し て は 、 昔 か ら 『 米 ど こ ろ 佐 賀 』 と い わ  

れ る 程 に 生 産 性 の 高 い 米 作 を 根 幹 と し 、 近 は 山 麓 地 帯 の み  

か ん を 中 心 と し た 果 樹 園 芸 や 酪 農 を 大 い に と り 入 れ 、 農 業 の  

近 代 化 、 機 械 化 を 推 進 し 、 農 家 の 生 産 所 得 も 、 逐 年 向 上 し て  

お り ま す 。 特 に み か ん は 、 こ こ 数 年 に 飛 躍 的 に 伸 張 し 、 い ま  
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や 佐 賀 み か ん は 、 九 州 オ レ ン ジ ベ ル ト の 中 心 と し て 、 全 国 有  

数 の 地 位 に ま で 高 ま つ て き て い ま す 。 し か し な が ら 石 炭 鉱 業  

は 石 炭 か ら 石 油 へ の 燃 料 源 の 転 換 の 進 歩 、 い わ ゆ る エ ネ ル ギ  

ー 革 命 に 伴 つ て 、 炭 坑 の 休 、 閉 山 が 相 次 い で 起 り 、 今 日 で は  

石 炭 鉱 業 か ら の 離 職 者 対 策 を 含 む 産 炭 県 と し て の 地 域 経 済 の  

振 興 が 大 き な 課 題 と な つ て お り ま す 。 こ の よ う な 石 炭 鉱 業 の  

斜 陽 化 に よ る ハ ン デ イ キ ヤ ツ プ を 克 服 し 、 県 民 所 得 を 高 め る  

た め に は 、 工 業 の 発 展 に 大 い に 力 を 致 し 、 農 業 と 工 業 が 調 和  

の と れ た 姿 で 発 展 し て ゆ く こ と が も 大 切 で あ る と 考 え ま し  

て 、 工 業 の 開 発 に つ い て も 、 現 在 長 期 に わ た る 開 発 計 画 を 進  

め て い る と こ ろ で あ り ま す 。 幸 い 新 規 企 業 の 誘 致 も 着 々 と 実  

現 し 、 本 県 の 東 部 、 鳥 栖 市 か ら 佐 賀 市 に つ ら な る 佐 賀 東 部 地  

域 は 、 九 州 に お け る 内 陸 工 業 地 帯 の ホ ー プ と し て 、 大 い に 注  

目 さ れ る ま で に な つ て お り ま す 。 ま た 、 玄 海 灘 に 面 す る 唐 津  

市 や 伊 万 里 市 に お き ま し て は 、 立 地 条 件 を 生 か し 、 臨 海 工 業  

地 帯 と し て 、 総 合 的 な 整 備 を 進 め て い ま す 。  

 こ の ほ か 、 昨 日 ご 視 察 い た だ き ま し た 有 田 の 陶 磁 器 は 、 古  

い 伝 統 を も つ 県 の 特 産 品 と し て 、 美 術 工 芸 品 の ほ か 、 タ イ ル  

な ど の 建 築 資 材 や 耐 酸 磁 器 な ど 、 工 業 用 品 の 生 産 も 増 大 し 、  

設 備 の 近 代 化 と 相 ま つ て 、 国 内 の み な ら ず 輸 出 の 面 に お き ま  

し て も 、 極 め て 高 い 評 価 を 受 け る に 至 つ て お り ま す 。  

 水 産 業 は 、 玄 海 の 沖 合 漁 業 と 、 有 明 海 の 養 殖 漁 業 に 分 け ら  

れ ま す が 、 と く に 有 明 海 の の り は 、 本 県 の 成 長 産 業 の 一 つ で  

あ り 、 ま た 、 近 は じ め ま し た 玄 海 沿 岸 の 真 珠 の 養 殖 に も 、  
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大 い に 力 を 入 れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

 観 光 の 面 に つ い て は 、 唐 津 市 を 中 心 と し た 玄 海 国 定 公 園 を  

は じ め 、 七 つ の 県 立 公 園 や 、 昨 晩 よ り お 泊 り い た だ い た 嬉 野  

温 泉 、 あ る い は 武 雄 な ど の 温 泉 、 さ ら に は 史 跡 、 伝 説 、 民 芸  

な ど 、 県 内 い た る と こ ろ 観 光 資 源 に 恵 ま れ て い ま す が 、 九 州  

国 際 観 光 ル ー ト の 設 定 を は じ め 、 県 内 観 光 道 路 の 整 備 な ど 、  

観 光 開 発 を 積 極 的 に 進 め て い ま す 。  

 こ の よ う な 産 業 振 興 計 画 の 成 果 に よ つ て 、 こ れ ま で 全 国 平  

均 に 比 べ 、 は る か に 低 か つ た 県 民 所 得 も 、 1 9 6 1 年 以 降 は 、  

そ の 成 長 率 が 全 国 平 均 を 上 廻 り 、 先 進 地 と の 所 得 格 差 も 、 漸  

次 縮 少 を み つ つ あ り ま す 。  

 次 の 世 代 を に な う 青 少 年 の 教 育 に つ き ま し て は 、 学 校 教 育  

の 振 興 、 充 実 は も ち ろ ん 、 社 会 教 育 の 面 に も 大 い に 力 を 注 い  

で い る と こ ろ で あ り ま す が 、 と く に 、 近 、 問 題 と な つ て い  

る 青 少 年 の 不 良 化 防 止 、 健 全 育 成 に つ き ま し て は 、 ス ポ ー ツ  

の 振 興 を は じ め 、 県 内 全 家 庭 を あ げ て 、 健 全 な 生 活 環 境 づ く  

り に 努 力 し 、 着 々 そ の 成 果 を あ げ て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

ま た 、 県 民 が 健 康 で 文 化 的 な 生 活 が 営 ま れ る よ う に 、 本 県 で  

は 、 1 9 6 2 年 か ら 5 カ 年 計 画 を 樹 立 し て 、 県 民 福 祉 の 増 進  

を 図 つ て い ま す が 、 と く に 低 所 得 階 層 に 対 す る 諸 施 策 を 進 め  

る 一 方 、 保 健 衛 生 の 向 上 に 、 積 極 的 な 努 力 を い た し て お り ま  

す 。  

 以 上 、 佐 賀 県 の 県 政 概 要 に つ い て 簡 単 に ご 説 明 い た し ま し  

た が 、 本 県 は 、 他 の 多 く の 県 と 同 様 に 、 財 政 の 面 に お い て 、  
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 中 央 政 府 に 対 す る 依 存 度 が い ち じ る し く 高 く 、 地 域 開 発 に 必  

 要 な 投 資 あ る い は 、 住 民 へ の サ ー ビ ス の た め の 施 策 に つ い て  

 は 、 ま だ ま だ 不 充 分 な 点 が あ り ま す 。 私 は 、 こ の よ う な 地 方  

 自 治 体 と し て の 問 題 点 は あ り ま す も の の 、 こ れ ら の 困 難 を 克  

 服 し つ つ 、 県 政 担 当 の 責 任 者 と し て 、 あ く ま で も 県 民 福 祉 の  

 向 上 の た め 、 大 限 の 努 力 を 傾 注 し て い く 考 え で あ り ま す 。  

 

 県 政 説 明 は 、 相 当 長 時 間 を 要 し た が 、 州 知 事 た ち は 、 終 始 熱  

心 に 傾 聴 し て い た 。  

 続 い て 記 者 会 見 が 行 な わ れ 、 始 め に リ ー ド 知 事 か ら 、 簡 単 な 次  

の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

  池 田 知 事 お よ び 県 民 の 皆 様 の ご 厚 意 に 、 深 く 感 謝 い た し ま  

 す 。 佐 賀 県 は 、 非 常 な 発 展 を 遂 げ ら れ ま し た が 、 こ の こ と は  

 池 田 知 事 が い か に 努 力 さ れ た か の 証 左 で あ る と 思 い ま す 。  

 

 記 者 団 か ら 、 有 田 焼 の 印 象 と 、 民 家 訪 問 に つ い て 意 見 を 問 わ  

れ た の に 対 し 、 サ ン ダ ー ス 知 事 は  

  有 田 焼 は 世 界 一 の 焼 物 だ と 思 う 。 わ れ わ れ は み ん な 有 田 焼  

 を 買 つ た が 、 長 く 宝 物 と し て 使 用 し た い 。  

と 答 え 、 ハ ン セ ン 知 事 は ま た  

  日 本 の 農 民 の 勤 勉 と 努 力 に は 驚 い た 。 水 田 で 牛 を 使 つ て い  

 る の を 見 た が 、 農 具 は ア イ オ ア 州 の ヒ ユ ー ズ 知 事 か ら 買 わ れ  

 た ら よ い と 思 う 。  
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と 答 え た 。 ま た 、 農 村 人 口 の 減 少 に つ い て 意 見 を 問 わ れ た の に  

対 し ベ ル モ ン 知 事 は 、 次 の よ う に 答 え た 。  

  ア メ リ カ で も 同 様 の 傾 向 が あ る 。 老 人 や 子 供 が 残 さ れ る こ  

 と に は 大 き な 問 題 が あ る 。 ア メ リ カ 全 体 と し て 農 村 人 口 は 、  

 7 5 パ ー セ ン ト 減 つ て い る 。 一 人 の 農 夫 が 3 5 人 を 養 つ て い  

 る 勘 定 で あ る 。  

 

 正 午 県 庁 を 辞 去 、 次 い で 県 庁 近 く の 昭 和 3 8 年 に 完 成 し 、 総  

工 費 3 億 1 千 万 円 を 投 じ て 建 設 し た 、 壮 大 な 佐 賀 県 体 育 館 を 視  

察 し た 。  

 

 福 岡 県 大 川 市 に 到 着 、 こ こ で 佐 賀 県 か ら 福 岡 県 に バ ト ン ・ タ  

ツ チ さ れ た 。 大 川 市 商 工 会 議 所 家 具 陳 列 場 で 、 竜 野 大 川 市 長 の  

歓 迎 の 挨 拶 の の ち 花 束 が リ ー ド 知 事 に 贈 呈 さ れ た 。 一 行 は 、 陳  

列 場 に 所 狭 し と 並 べ ら れ た 家 具 調 度 品 を 興 味 深 く 観 察 し て 廻 つ  

た 。 大 川 市 の 家 具 製 造 の 歴 史 は 遠 く 4 0 0 年 前 に さ か の ぼ り 、  

人 口 5 万 の 同 市 に 現 在 1 2 0 0 の 工 場 が あ つ て 、 年 額 1 3 0 億  

円 を 製 産 し て い る 。 説 明 者 は 、 1 万 円 の 座 卓 を 指 し て 、 東 京  

で は 2 万 円 は す る で し よ う と い つ た 。近 藤 商 工 会 議 所 会 頭 か ら 、 

州 知 事 に 花 む し ろ が 贈 ら れ た 。 壁 掛 け に も な る よ う な 絢 爛 た る  

も の で 、 一 行 は 大 喜 び で あ つ た 。 家 具 と 花 む し ろ は 一 見 関 連 が  

な い よ う に 思 わ れ る が 、 こ の 附 近 は 農 家 の 副 業 と し て 花 む し ろ  

の 生 産 が 盛 ん で あ る と の こ と で あ つ た 。 後 に バ ス の 窓 か ら 路 傍  

に 葦 が た く さ ん 干 し て あ る の を 見 た 。  
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 次 に 近 く の 立 春 木 工 船 橋 工 場 を 訪 ね 、 家 具 製 作 の 現 場 を 興 味  

深 く 視 察 し た 。  

 

ブ  リ  ジ  ス  ト  ン  工  場  視  察  

 

 予 定 よ り 1 時 間 半 程 遅 れ て 、 午 後 ブ リ ジ ス ト ン 工 場 が 経 営 す  

る 石 橋 迎 賓 館 に 到 着 、 昼 食 会 が 催 さ れ た 。 こ の 日 わ ざ わ ざ 州 知  

事 た ち を 迎 え る た め 東 京 か ら 馳 せ 参 じ た と い う 石 橋 会 長 は 、 次  

の よ う に 歓 迎 の 挨 拶 を し た 。  

  お 忙 が し い 日 程 の と こ ろ 、 ア メ リ カ 州 知 事 の 皆 様 、 よ く お  

 い で 下 さ い ま し た 。 ふ だ ん 私 は 東 京 に お り ま す が 、 幸 い 当 地  

 で お 目 に か か れ て う れ し く 存 じ ま す 。 会 社 の 説 明 に つ き ま し  

 て は 、 秘 書 に い た さ せ ま す 。  

 

 こ の あ と 久 留 米 市 長 井 上 義 人 氏 は 、 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

  久 留 米 市 は 静 か な 緑 と 水 の 町 で あ り ま す が 、 昔 か ら こ の 地  

 か ら た く さ ん の 立 ぱ な 人 が 出 て い ま す 。 特 に 石 橋 さ ん を も つ  

 て い る こ と を 誇 り と し て お り ま す 。  

  石 橋 さ ん は 当 市 の た め 、 精 神 的 、 物 質 的 に 多 く の 貢 献 を し  

 て お ら れ ま す が 、 特 に 1 0 年 前 に 文 化 セ ン タ ー を 献 納 し て い  

 た だ き ま し た こ と は 、 感 謝 に 堪 え ま せ ん 。  

  1 0 人 の 州 知 事 さ ん の ご 訪 問 を 機 会 に 、 久 留 米 市 は 、 ア メ  

 リ カ の ど こ か の 市 と 姉 妹 提 携 を 結 び た い と 希 望 し て お り ま す  

 こ と を お 伝 え し て 、 ご 援 助 い た だ き た い と 存 じ ま す 。  
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 ア メ リ カ 知 事 を 代 表 し て オ ク ラ ホ マ の ベ ル モ ン 知 事 は  

  私 は 時 間 が な い こ と を 知 つ て い ま す の で 、 ア メ リ カ 州 知 事  

 を 代 表 し て 、 ほ ん の 一 言 挨 拶 い た し ま す 。 私 ど も は 立 ぱ な 久  

 留 米 市 と す ぐ れ た ブ リ ジ ス ト ン 工 場 を 訪 問 す る 機 会 を 得 ま し  

 た こ と を 、 心 か ら う れ し く 存 じ ま す 。  

と 挨 拶 し た 。  

 ブ リ ジ ス ト ン 工 場 を 視 察 し て か ら 福 岡 県 庁 に 到 着 し た の は 、  

午 後 5 時 2 0 分 で あ つ た 。  

 一 行 は 知 事 応 接 室 に 案 内 さ れ 、 鵜 崎 知 事 と 会 見 し た 。  

 

鵜  崎  知  事  歓  迎  挨  拶  

 

  本 日 は 、 は る ば る 米 国 か ら 州 知 事 一 行 の 皆 様 を お 迎 え し て  

 わ が 福 岡 県 の 産 業 、 経 済 の 実 情 を 親 し く ご 視 察 い た だ き ま す  

 こ と を 光 栄 に 存 じ ま す 。  

  日 程 を 拝 見 し ま す と 相 当 窮 屈 で 、 皆 様 お 疲 れ の こ と と 存 じ  

 ま す が 、 今 明 日 に わ た り ご 視 察 い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

  当 福 岡 県 は 、 人 口 4 0 0 万 を 超 え 、 九 州 の 政 治 、 経 済 、 文  

 化 の 中 心 を な し て お り ま す 。 特 に 北 九 州 は 、 日 本 有 数 の 重 工  

 業 地 帯 で あ り ま し て 、 八 幡 製 鉄 、 ア サ ヒ ガ ラ ス 、 住 友 金 属 、  

 三 菱 化 成 、 東 洋 陶 器 特 の 大 小 の 工 場 が 林 立 し 、 鉄 鋼 、 石 炭 、  

 ガ ラ ス 、 化 学 用 品 、 陶 器 等 を 生 産 し 、 全 九 州 経 済 の 6 割 5 分  

 を 受 持 つ て お り ま す 。 た だ 残 念 な が ら 数 年 前 か ら 石 炭 産 業 は  

 不 況 で あ り ま す が 、漸 次 住 民 の 生 活 も 安 定 し て き て お り ま す 。 

  貿 易 の 面 に お き ま し て も 、門 司 、博 多 港 を 経 由 し て 、米 国 、  
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 東 南 ア ジ ア そ の 他 諸 外 国 と の 取 引 が 活 潑 に 行 な わ れ 、 そ の 輸  

 出 入 額 は 、 年 々 増 加 の 一 途 を 辿 つ て お り ま す 。 本 県 特 産 品 に  

 は 、 福 岡 、 久 留 米 、 大 牟 田 地 区 で 産 出 す る 博 多 人 形 、 博 多 織  

 ゴ ム 製 品 、 石 炭 化 学 品 、 家 具 等 が あ り 、 国 内 は も ち ろ ん 広 く  

 海 外 に ま で 、 好 評 を 博 し て お り ま す 。 ま た 歴 史 的 に も 史 跡 に  

 富 み 、 風 光 明 眉 な 景 勝 地 が 多 く 、 観 光 客 を 楽 し ま せ て お り ま  

 す 。  

  貴 国 と わ が 国 と が 、 信 頼 と 友 好 を 基 礎 と し て 、 政 治 経 済 的  

 に 密 接 不 離 の 関 係 を 保 持 し 、 今 日 の 繁 栄 に 寄 与 し て き ま し た  

 こ と は 、 今 更 申 し 上 げ る 必 要 も な い の で あ り ま す が 、 私 は こ  

 の 機 会 に 、 本 県 と 貴 州 と の 親 交 を 更 に 深 め 、 相 互 理 解 の も と  

 に 、 産 業 、 文 化 等 あ ら ゆ る 面 で の 進 展 に 資 し た い と 念 願 す る  

 次 第 で あ り ま す 。  

 鵜 崎 知 事 の 歓 迎 挨 拶 に 応 え て ワ イ オ ミ ン グ 州 の ハ ン セ ン 知 事  

は 、 一 行 を 代 表 し て 次 の よ う に 挨 拶 し た 。  

 

ハ  ン  セ  ン  知  事  挨  拶  

 

  福 岡 県 は 非 常 に 産 業 の 発 展 し た 県 で あ る こ と は 、 前 か ら 聞  

 い て お り ま し た 。 本 日 私 ど も は バ ス で 参 り ま し た が 、 そ の 途  

 中 で 多 く の 工 場 を 見 ま し た 。  

  日 米 は お 互 に 交 流 を 盛 ん に し て 、 お 互 に 学 ん で 行 き た い と  

 思 い ま す 。 明 年 は 貴 国 か ら 知 事 団 が 訪 米 さ れ ま す が 、 ど う ぞ  

 ア メ リ カ を ご 訪 問 下 さ い ま す よ う 希 望 い た し ま す 。  

 

－ 1 1 4－  



 日 米 の 挨 拶 が 終 つ て か ら 、 例 に よ り 1 0 名 の 州 知 事 が 署 名 し  

た ス ク ロ ー ル が 鵜 崎 知 事 に 贈 ら れ た 。  

 そ の あ と 州 知 事 か ら 、 炭 鉱 離 職 者 、 大 学 入 学 、 鉄 工 の 平 均 賃  

金 、 選 挙 権 有 権 者 数 、 労 働 組 合 等 に つ い て 質 問 が あ つ た 。  

 会 見 後 貿 易 会 館 で 県 の 物 産 を 見 学 し た が 、 時 間 の 都 合 上 博 多  

織 物 工 場 の 視 察 は 中 止 さ れ た 。  

 夜 日 本 料 亭 新 三 浦 で 鵜 崎 知 事 主 催 の 歓 迎 晩 さ ん 会 が 催 さ れ た 。 

純 日 本 式 の 晩 さ ん 会 は 、 州 知 事 一 行 の 日 本 滞 在 中 こ れ が 後 の  

も の で あ つ た 。 州 知 事 た ち は こ の 晩 さ ん 会 を 、 心 ゆ く ま で 楽 し  

ん だ 様 子 で あ つ た 。  

 一 行 は 、 こ こ か ら 約 1 時 間 半 バ ス の ド ラ イ ブ を 続 け 、 小 倉 に  

到 着 、 小 倉 日 活 ホ テ ル に 宿 泊 し た 。  

 な お 、 リ ー ド 、 サ ン ダ ー ス 、 ベ ル モ ン 、 ロ ム ニ ー の 各 知 事 及  

び ア メ リ カ 大 使 館 の マ ク ド ナ ル ド 氏 は 、 明 日 別 行 動 を と る た め  

福 岡 に 残 留 し 、 ホ テ ル ・ ニ ユ ー 博 多 に 宿 泊 し た 。  

 

新   聞   報   道  

 

 西 日 本 新 聞  1 1 月 2 日  

 炭 鉱 離 職 対 策 な ど 質 問  

 米 の 州 知 事 一 行 、 福 岡 県 庁 を 訪 れ る  

 米 国 州 知 事 一 行 （ ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 、 メ イ ン 州 知 事 ら 1 0  

知 事 ） は 、 一 日 午 後 5 時 す ぎ 福 岡 県 庁 を た ず ね 鵜 崎 知 事 、 藤 井  

副 知 事 ら と 約 5 0 分 間 懇 談 し た 。 席 上 一 行 は 、 石 炭 、 鉄 鋼 業 の  

労 働 問 題 な ど に 深 い 関 心 を 示 し 、 懇 談 後 、 県 庁 内 の 貿 易 会 館 で  
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県 内 の 物 産 品 を 見 学 し た 。 2 日 は 午 前 中 、 八 幡 製 鉄 戸 畑 製 造 所  

な ど を 見 学 の 予 定 。  

 県 庁 で の 懇 談 会 で は 、 ま ず 鵜 崎 知 事 が 『 福 岡 県 は 九 州 経 済 の  

6 5 パ ー セ ン ト を 占 め 、 九 州 の 中 心 。 残 念 な こ と は 石 炭 産 業 が  

不 況 だ が 、 さ い き ん 県 民 の 生 活 も 安 定 し て き た 。 と く に 労 働 問  

題 で は い ろ ん な 施 策 を し て き た の で 、 な ん ら か の 参 考 に な る と  

思 う 。 ゆ つ く り 見 学 し て ほ し い 』 と 歓 迎 の こ と ば を 述 べ る と 、  

石 炭 産 業 の 多 い ワ イ オ ミ ン グ 州 の ハ ン セ ン 知 事 が 一 行 を 代 表 し  

て 『 わ た し の 州 も 同 じ 問 題 を か か え て い る 』 と 福 岡 県 の 石 炭 産  

業 に 関 心 を み せ た の ち 、 来 福 し た 1 0 人 の 知 事 の サ イ ン 入 り ス  

ク ロ ー ル を 贈 つ た 。  

 懇 談 会 で は 、 ま た 米 国 知 事 側 か ら 産 炭 地 の 失 業 対 策 事 業 や 炭  

鉱 離 職 者 の 転 職 、 炭 鉱 労 働 者 や 八 幡 製 鉄 労 働 者 の 賃 金 実 態 、 住  

宅 、 道 路 な ど に つ い て 具 体 的 な 質 問 が 出 さ れ た 。 貿 易 会 館 の 県  

物 産 見 学 で は 電 気 化 学 大 牟 田 工 場 の ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、竹 製 品 、 

博 多 人 形 な ど の 陳 列 コ ー ナ ー 前 で 、 鵜 崎 知 事 ら か ら 説 明 を 聞 き  

『 福 岡 県 の 産 業 は 多 角 的 で す ね 』 と 感 想 を 述 べ て い た 。  
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福 岡 県 ～ 東 京 都  

1 1 月 2 日 （ 火 ）  第 14 日  

 

 晴 れ 。  

 午 前 8 時 バ ス に て 宿 舎 小 倉 日 活 ホ テ ル 発 、 8 時 3 0 分 八 幡 製  

鉄 戸 畑 製 造 所 に 到 着 、 同 所 会 議 室 で 次 の よ う な 平 井 所 長 の 歓 迎  

挨 拶 と 事 業 説 明 が あ つ た 。  

 

  今 日 は 皆 様 ご 多 忙 の と こ ろ こ の 工 場 を ご 視 察 い た だ き ま し  

 て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

  日 本 と 貴 国 と は 深 い 関 係 に あ り ま す が 、 特 に 鉄 工 業 は 特 別  

 な 関 係 を も っ て お り ま す 。 こ の 戸 畑 工 場 は 、 戦 後 ア メ リ カ の  

 技 術 を 導 入 し 設 備 さ れ ま し た も の で 、 と り わ け 深 い 関 係 に あ  

 る も の で あ り ま す 。  

  時 間 が 少 な く て 残 念 で あ り ま す が 、 ど う ぞ 時 間 の 許 す 限 り  

 十 分 ご 視 察 い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

 

 こ れ に 対 し ア メ リ カ 側 か ら は 、 ハ ワ イ の バ ー ン ズ 知 事 が 一 行  

を 代 表 し て 、 次 の と お り 挨 拶 し た 。  

 

  本 日 は 団 長 リ ー ド 知 事 が 都 合 に よ り 来 ら れ ま せ ん の で 、 代  

 っ て ご 挨 拶 い た し ま す 。 た ゞ 今 は ま た 平 井 所 長 さ ん か ら 、 ご  

 て い ね い な 歓 迎 の お 言 葉 を い た だ き 、 感 激 し て お り ま す 。  
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  そ も そ も 日 米 知 事 相 互 訪 問 の 目 的 は 、 日 米 の 知 事 が 、 政 治  

 経 済 、 社 会 の 諸 問 題 に つ い て 認 識 を 深 め 、 そ れ に よ っ て お 互  

 に 自 由 と 人 間 尊 重 の た め 協 力 し 、 世 界 の 平 和 の た め 努 力 す る  

 こ と で あ り ま す 。  

  私 ど も は 、 日 米 知 事 会 議 後 各 地 を 視 察 し て お り ま す が 、 九  

 州 で は 南 の 方 の 鹿 児 島 か ら 順 次 北 上 し て 、 本 日 は 貴 工 場 を 見  

 せ て い た だ き 、 東 京 に 帰 る こ と に な っ て お り ま す 。  

  来 日 以 来 御 地 は も と よ り 、 各 地 で 貴 重 な 知 識 を 得 ま し た 。  

 今 朝 は ま た バ ス の 中 で 、 山 田 さ ん か ら い ろ い ろ 税 明 を 聞 き 、  

 今 更 な が ら 皆 様 の ご 努 力 に 感 激 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

  さ き ほ ど 平 井 所 長 さ ん か ら お 話 が あ り ま し た 米 国 の 援 助 言  

 々 に つ き ま し て は 、 米 国 側 か ら も 言 え る こ と で あ り ま し て 、  

 私 共 は 日 本 か ら 多 大 の 援 助 を 受 け て お り ま す 。 協 力 は 相 互 的  

 の も の で あ る と 存 じ ま す 。 わ れ わ れ は 、 今 回 の 旅 行 で 得 ま し  

 た 知 識 を 、帰 国 後 行 政 の う え に 反 映 し た い と 考 え て お り ま す 。 

  今 朝 は 特 に 幹 部 の 方 の お 出 迎 え を い た だ き 、 あ り が と う ご  

 ざ い ま し た 。  

 こ の あ と 作 業 服 と 鉄 帽 に 身 を か た め て 、 工 場 を 視 察 し た 。  

 こ の 日 の 通 訳 は 、 山 田 外 務 部 長 が 行 っ た が 、 こ の 通 訳 の  

た め 急 き ょ 東 京 か ら 戸 畑 に 馳 せ 参 じ た の だ と い っ て い た 。 技 神  

に 入 る 程 の 名 通 訳 で 、 州 知 事 た ち も 舌 を 巻 い て い た 。  

 小 倉 飛 行 場 よ り 全 日 空 2 7 2 便 に 搭 乗 、 定 刻 1 1 時 5 分 発 、  

大 阪 に 向 か う 。 晴 空 の 下 瀬 戸 内 海 を 眼 下 に 見 下 ろ し て 、 飛 行 は  

快 適 。 遊 覧 船 が 白 波 を 蹴 立 て ゝ 走 っ て い る 。  
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 大 阪 空 港 に て 全 日 空 2 4 便 に 乗 り 替 え 、 午 後 1 時 1 0 分 同 空  

港 を 離 陸 し た 。 飛 行 機 の 先 端 に は 、 日 米 の 国 旗 が は た め い て い  

た が 、 州 知 事 た ち は 、 全 日 空 の 歎 迎 に 大 喜 び で あ っ た 。  

 や が て 左 側 の 窓 近 く 富 士 の 秀 峰 が 現 れ た 。 頂 に 白 雪 を い た だ  

き 、 薄 茶 色 の 山 肌 が く っ き り と 眼 の 前 に 迫 っ て い る 。 機 は い ま  

富 士 山 の 上 空 2 千 メ ー ト ル を 飛 行 し て い る 。 州 知 事 た ち は 、 吸  

い 寄 せ ら れ る よ う に 窓 辺 に よ っ て 、美 し い 富 士 を 眺 め あ か し た 。 

パ イ ロ ッ ト が 右 旋 回 し て 富 士 を 見 物 さ せ て く れ た の で あ っ た 。  

 僅 か 4 5 分 後 一 行 は 、 無 事 東 京 国 際 空 港 に 到 着 、 直 ち に ハ イ  

ヤ ー を 連 ね て 宿 舎 帝 国 ホ テ ル に 向 っ た 。  

 午 後 6 時 3 0 分 か ら 、 帝 国 ホ テ ル 蘭 の 間 で 、 全 国 知 事 会 会 長  

主 催 の さ よ な ら パ ー テ ィ ー が 開 か れ た 。 東 会 長 は 、 オ ー ク ラ ン  

ド に お け る 日 米 市 長 会 議 に 出 席 中 の た め 参 加 で き な か っ た が 、 内  

山 神 奈 川 県 知 事 が 会 長 代 理 を 勤 め た 。  

 州 知 事 た ち は 、 武 蔵 野 音 楽 大 学 音 楽 教 室 の 少 年 少 女 や 、 教 育  

大 学 附 属 小 学 校 生 徒 た ち の 歌 と 踊 り の 余 興 が 気 に 入 っ て 、 盛 ん  

に 拍 手 を お く っ た 。 後 の 晩 さ ん 会 に ふ さ わ し い 、 和 や か な 会  

で あ っ た 。  

 

東   京   都  

1 1 月 3 日 （ 水 ）  第 15 日  

 

 午 前 中 自 由 。 州 知 事 た ち は 、 午 前 中 、 旅 行 鞄 の 整 理 や 土 産 物  

の 梱 包 に 多 忙 の よ う で あ っ た が 、 ク リ フ ィ ー ル ド 局 長 は 、 き の  

う の う ち に 整 理 を 済 ま せ 、 こ の 日 午 後 か ら 宮 内 局 長 宅 及 び 全 国  
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知 事 会 事 務 局 を 訪 問 。 各 室 を 見 て 廻 っ た 。  

 午 後 3 時 4 0 分 、 一 行 は 東 京 国 際 空 港 に 到 着 、 特 別 貴 賓 室 で  

後 の 歓 送 式 に 列 席 し た 。  

 こ の 日 は 文 化 の 日 で 、 各 知 事 と も 行 事 多 忙 の た め 見 送 り で き  

ず 、 宮 内 局 長 が 歓 送 の こ と ば を 述 べ て 一 行 を 送 っ た 。  

 午 後 5 時 一 行 は 、 パ ン ア メ リ カ ン 1 便 に 搭 乗 、 東 京 国 際 空 港  

を 離 陸 、 帰 国 の 途 に つ い た 。  

 

結    び  

 

 以 下 英 字 新 聞 に 発 表 さ れ た 訪 日 の 感 想 や 、 州 知 事 か ら の 礼 状  

を 訳 載 し て 、 結 び の 言 葉 に 代 え る 。  

 

 英 文 毎 日 所 載  

  ア メ リ カ 州 知 事 日 本 訪 問 の 印 象 を 語 る 。  

 （ オ ク ラ ホ マ の ヘ ン リ ー ・ ベ ル モ ン 知 事 は 、 近 日 本 を 訪 問  

 こ の 記 事 は 同 知 事 の 訪 問 記 で あ る 。 編 集 部 ）  

 U P I  オ ク ラ ホ マ 市 、 1 1 月 2 2 日 電 。  

 

 誰 で も 自 国 と 全 く 違 っ た 国 を 旅 行 す れ ば 、 多 く の 強 烈 な 第 一  

印 象 と 、 多 く の 驚 き を 発 見 す る も の で あ る 。 少 く も 私 の 日 本 旅  

行 は そ う で あ っ た 。 二 、 三 の 印 象 を 述 べ る と  

 日 本 国 民 に つ い て ＝ 多 忙 で 、 熱 情 的 で ア メ リ カ 人 に 対 し 友 好  

的 な 、 極 端 に い ん ぎ ん な 、 機 敏 で そ し て き れ い 好 き な 国 民 で あ  
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る 。  

 日 本 の 都 市 に つ い て ＝ 窮 屈 な 、 ご た ご た し た 、 単 調 な 町 で あ  

る が 、 し か も 新 ら し い 建 築 物 や 急 速 に 増 加 す る 人 口 で 繁 昌 し て  

い る 。  

 日 本 の 観 光 地 に つ い て ＝ す て き な 山 や 平 和 な 海 の 風 景 の 中 に  

は め 込 ま れ て い る 。 日 本 人 や 外 国 の 旅 行 者 が 、 く つ ろ い で 楽 し  

む こ と が で き る よ う に 、 訓 練 の 行 き 届 い た 耺 員 に よ っ て 効 果 的  

に 経 営 さ れ て い る 。  

 日 本 の 農 園 に つ い て ＝ む し ろ 庭 園 の よ う に 小 さ く て 、 び っ し  

り と 植 付 が し て あ り 、 土 地 は 肥 沃 で あ る 。 エ ー カ ー ご と の 生 産  

は 高 い が 、 一 人 当 り の 生 産 は 、 極 め て 低 い 。 日 本 の 農 夫 は 、 腰  

を か が め る 仕 事 が 多 い の で 、 骨 の 折 れ る 仕 事 を し な け れ ば な ら  

な い 。 若 干 の 小 さ な 2 輪 ト ラ ク タ ー と 小 さ な 打 穀 機 以 外 、 殆 ん  

ど 機 械 化 さ れ て い な い 。 農 夫 は 手 で 稲 を 植 え 、 手 で 草 を 取 る 。  

鎌 で 稲 を 刈 り 、 手 で 束 ね 、 そ の 束 を 手 で 打 穀 機 の と こ ろ へ 運 ん  

で 行 き 、 ま た か ら ざ を で 打 穀 し 、 後 に 莚 を 織 る た め 藁 束 を 手 で  

積 み 重 ね る 。 家 畜 飼 育 者 は 同 様 に 、 鎌 で ま ぐ さ を 刈 り 、 手 で そ  

れ を 積 み 重 ね る 。 こ こ で は 農 業 機 械 化 を 大 い に 進 め ね ば な ら な  

い 。 農 村 か ら 都 会 に 多 く の 人 が 移 動 す る の も 、 も っ と も と 思 わ  

れ る 。  

 日 本 人 の 食 物 に つ い て ＝ 好 き な も の を 選 び な さ い 。 あ る も の  

は す ば ら し く 、 あ る も の は 西 洋 人 に は 向 か な い 。 海 産 物 、 ビ ー  

フ 、 ポ ー ク 、 チ ッ ク ン は 一 般 に よ ろ し い 。 野 菜 も 悪 く は な い 。  

し か し 海 草 、 さ し み 、 う な ぎ 、 た こ 、 ま つ た け 、 冷 飯 、 デ ザ ー  
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ト 及 び ス ー プ の よ う な 日 本 独 特 の 料 理 の 味 は 、 こ れ を 修 得 し な  

け れ ば な ら な い 。 私 自 身 と し て は 、 西 洋 料 理 の 方 が 好 き だ が 、  

こ れ は 個 人 的 な こ と で あ る 。  

 運 輸 交 通 に つ い て ＝ 汽 車 は 早 く て 清 潔 で 、 時 間 通 り に 運 行 し  

気 持 が よ い が 混 雑 し て い る 。 バ ス も 、 狭 く 曲 っ た 道 を 走 る た め  

遅 い こ と を 除 け ば 、 汽 車 と 同 様 で あ る 。 自 動 車 は ア メ リ カ の も  

の よ り 小 さ く 、 ス ク ー タ ー や 自 転 車 が 圧 倒 的 に 多 い 。 ト ラ ッ ク  

は 、 ア メ リ カ に あ る も の よ り は 一 層 小 さ く 、 半 ト レ ー ラ ー は 全  

く な い 。 飛 行 機 は 、 多 く は ア メ リ カ 又 は 英 国 製 で 、 日 本 語 と 英  

語 を 話 す 乗 務 員 が 、 能 率 的 に 運 行 し て い る 。 座 席 は 狭 く 、 天 井  

は 低 い が 、 食 物 は よ い 。  

 神 社 に つ い て ＝ 興 味 は あ る が 、ク リ ス チ ャ ン に は 意 味 は な い 。 

 驚 い た こ と に つ い て ＝ ○ 食 事 の 前 に 手 や 顔 を ふ く た め 、 湯 気  

の 立 つ タ オ ル を 提 供 す る こ と が 一 般 に 行 な わ れ て い る が 、 こ れ  

は 頗 る 気 分 を 爽 快 に す る 。 ○ ど の バ ス に も い る バ ス ・ ガ ー ル は  

新 鮮 な 花 を 飾 り 、 旅 行 者 の 手 助 け を し 、 鉄 道 の 踏 切 り で は 、 先  

に 走 っ て 行 き 、 歌 を う た い 、 バ ッ ク す る 時 は 信 号 を 与 え 、 バ ス  

を き ち ん と 清 潔 に 保 っ て い る 。 ○ 豚 小 舎 の 周 囲 に 草 花 を 植 え 、  

豚 小 舎 の 中 に 花 ビ ン を 置 い て い る 。 ○ 婦 人 が 道 路 建 設 や 材 木 運  

搬 の 人 足 と し て 働 ら き 、 そ の 他 の 重 労 働 に 従 事 し て い る 。 ○ カ  

ラ ス が ゴ ル フ 場 か ら ゴ ル フ の ボ ー ル を く わ え て 運 ん で 行 く の で  

ゴ ル フ が 一 層 面 白 く な る 。 ○ 日 本 は 美 し い 興 味 深 い 国 で 、 ア メ  

リ カ の 信 頼 で き る 友 で あ る 。 こ の 友 情 と 理 解 は 、 年 と 共 に 深 ま  

り 両 国 の た め に な る も の で あ る こ と は 、 十 分 信 ず る こ と が で き る 。 
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 ジ ャ パ ン タ イ ム ス （ 社 説 ）  1 1 月 3 日  

 ア メ リ カ 知 事 帰 国  

 過 去 1 4 日 間 日 本 訪 問 中 の ア メ リ カ 州 知 事 一 行 は 、 本 日 帰 国  

す る が 、 一 行 は 日 本 の 現 状 に つ い て 、 好 印 象 を 抱 い て 帰 国 す る  

だ ろ う と 報 じ ら れ て い る 。 一 行 の 団 長 メ イ ン 州 の ジ ョ ン ・ リ ー  

ド 知 事 は 、 好 印 象 を 抱 い て 帰 国 す る と 述 べ た が 、 他 の 報 道 に よ  

る と 、 州 知 事 た ち は 『 本 当 の 日 本 国 民 』 に 親 し く 接 し た か っ た  

の だ が 、 タ イ ト な 日 程 の た め で き な か っ た と 報 じ て い る 。  

 今 回 の よ う な 事 情 の 下 で は 、 こ の こ と は 殆 ん ど 避 け 得 ら れ な  

か っ た こ と で あ る 。 多 少 な り と も 公 式 の 性 格 が あ る こ の 種 の 訪  

問 に お い て は 、 訪 問 者 に 、 一 般 の 人 々 の 間 に 入 り 、 話 し 合 い し  

た り 質 問 し た り す る 、 十 分 な 時 間 を 与 え る こ と は 困 難 で あ る 。  

 ア メ リ カ の 州 知 事 た ち は 、 1 0 月 2 2 日 、 東 京 で 開 催 さ れ た  

日 米 知 事 会 議 に 出 席 の た め 、 日 本 を 訪 問 し た の で あ る 。 こ の 会  

議 は 、 1 9 6 2 年 に 始 め ら れ て か ら 、 ア メ リ カ の 州 知 事 と 4 6  

都 道 府 県 の 知 事 と の 会 談 の 第 3 回 目 で あ る 。 会 議 が 成 功 裡 に 終  

わ っ た の ち ア メ リ カ の 州 知 事 は 、 広 く 日 本 各 地 の 旅 行 に 出 発 し  

多 く の 重 要 な 地 方 が 訪 問 さ れ た 。 し か し な が ら 言 語 の 障 壁 が 、  

一 行 に 随 行 し た 人 々 の 説 明 を 十 分 に 理 解 さ せ る う え に 、 妨 害 と  

な っ た よ う で あ る 。 公 式 の 立 場 で 外 国 人 の 団 体 が 日 本 を 訪 問 す  

る 場 合 は 、 よ り す ぐ れ た 通 訳 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。  

 そ れ に し て も 、 こ の よ う な 障 害 に も か か わ ら ず ア メ リ カ 州 知  

事 団 の 訪 日 は 、成 功 で あ っ た と 声 を 大 に し て 叫 ぶ こ と が で き る 。 

州 知 事 た ち は 、 日 本 の 工 業 と 農 業 の 進 歩 に 特 別 の 関 心 を 示 し た  

－ 1 2 3－  



が 、 こ れ ら に つ い て 一 行 は 、 十 分 な 証 拠 を 見 聞 す る こ と が で き  

た の で あ る 。 一 行 は 、 日 本 と ア メ リ カ の 緊 密 な 経 済 的 連 け い を  

喜 び 、 両 国 の 一 層 の 協 力 を 希 望 し た 。  

 ア メ リ カ 州 知 事 の 日 本 訪 問 の 実 際 の 価 値 は 、 疑 い も な く ア メ  

リ カ の 日 本 に 対 す る 関 心 と 善 意 の 増 進 に よ っ て 実 証 さ れ る で あ  

ろ う 。  

 比 較 的 短 期 間 の 訪 問 の た め 、 適 当 な 方 法 で 彼 等 に 示 し 得 な か  

っ た 日 本 人 の 生 活 と 文 化 に つ い て は 、 わ が 国 の 各 種 の 協 会 等 が  

彼 等 の 利 用 し 得 る 手 段 に よ り 、 新 鮮 で 興 味 あ る 情 報 を ア メ リ カ  

国 民 に 提 供 す る こ と に よ っ て 修 正 さ れ る こ と を 希 望 す る 。 こ の  

点 に 関 し て は 、 す で に 多 く の こ と が 為 さ れ て い る こ と を 認 め る  

も の で あ る が 、 わ れ わ れ は 時 に 、 ア メ リ カ 国 民 が 全 体 と し て 、  

日 本 国 民 が ア メ リ カ 国 民 に 対 し 抱 い て い る と 同 様 の 正 し い 認 識  

を 持 っ て い る か ど う か を 疑 う も の で あ る 。  

 

 

 日 本 親 善 訪 問 の し め く く り  

 リ ー ド 知 事 は よ り 強 力 な 日 米 結 合 を 強 調  

 福 岡 1 1 月 2 日 発 （ U P I）  

 1 0 人 の ア メ リ カ 州 知 事 の 2 週 間 に わ た る 親 善 訪 問 の し め く  

く り と し て 、 メ イ ン 州 の ジ ヨ ン ・ H・ リ ー ド 知 事 は 、 月 曜 日 次  

の よ う に 述 べ た 。『 訪 日 は 予 期 以 上 に 成 功 で あ っ た 。そ し て よ り  

大 き な 日 米 の 協 力 実 現 の た め そ の 責 任 を 感 じ た 。』  

 リ ー ド 知 事 は 、 ア メ リ カ 州 知 事 団 の 団 長 と し て 、 1 0 月 2 2  

－ 1 2 4－  



日 、 東 京 で 開 催 さ れ た 日 米 知 事 会 議 に 出 席 し た も の で あ る 。  

 今 回 の 日 米 知 事 会 議 は 、 1 9 6 2 年 以 来 ア メ リ カ 州 知 事 と 日  

本 の 4 6 都 道 府 県 知 事 と の 会 談 の 第 3 回 目 の も の で あ る 。会 議 後  

ア メ リ カ 州 知 事 は 、 日 本 の 南 端 の 島 を 1 週 間 に わ た り 旅 行 し  

た 。  

 ユ ー ピ ー 記 者 と の 会 見 で リ ー ド 知 事 は 、 旅 行 が 終 末 に 近 づ き  

州 知 事 た ち の 胸 に 強 く 焼 き つ け ら れ て い る こ と は 、 日 本 国 民 の  

友 好 と 厚 遇 に 対 す る 感 謝 の 念 で あ る と 語 っ た 。  

 一 行 は 、 水 曜 日 、 香 港 及 び ベ ト ナ ム 訪 問 の た め 出 発 す る 予 定  

で あ る 。  

 日 本 を よ り よ く 知 り 得 た リ ー ド 知 事 は 、 日 本 と ア メ リ カ は 、  

よ り 大 き な 協 力 の 必 要 が あ る こ と を 信 ず る に 至 っ た と 、 次 の よ  

う に 語 っ た 。  

 『 日 本 の 経 済 的 特 性 か ら 、 日 本 人 が 繁 栄 す る た め に は 、 他 の  

国 々 に 輸 出 し な け れ ば な ら な い 。 日 本 人 が ア メ リ カ か ら 品 物 を  

買 え る よ う に わ れ わ れ は 、 日 本 人 の 品 物 を 買 わ ね ば な ら な い 。  

互 恵 は 将 来 に 対 す る 基 本 で あ る 。 日 米 の よ り 自 由 な 貿 易 の 実 現  

は 、 日 本 及 び ア メ リ カ の 地 方 産 業 が 損 失 を 招 く よ う な 場 合 に は  

早 急 に こ れ を 期 待 す る こ と は で き な い 。 私 の 州 で は あ る 産 業 が  

外 国 品 輸 入 の た め 非 常 に 圧 迫 さ れ て き た 。 し か し な が ら 心 に と  

め て お く べ き 重 要 な こ と は 、 わ れ わ れ は 、 友 好 国 が 繁 栄 す る よ  

う に 援 助 す る こ と に 本 当 の 関 心 を も っ て い る と い う こ と で あ る 。 

国 内 に お け る バ タ ー の 政 策 が 、 外 国 に 対 し て は 大 砲 の 政 策 に す  

ぎ な い と い う こ と は 、 不 適 切 で あ る 。  
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 私 は 旅 行 中 、 幾 人 か の 日 本 の 知 事 か ら 、 日 本 は 不 況 で あ る と  

聞 か さ れ た が 、 日 本 の 不 況 に つ い て 私 は 何 ら の 徴 候 を 認 め 得 な  

か っ た 。 わ れ わ れ が 日 本 の 経 済 が 繁 栄 す る よ う に 協 力 せ ず 、 日  

本 が 非 友 好 国 に 転 ず る よ う な こ と が あ れ ば 、 わ れ わ れ に と っ て  

悲 惨 事 で あ る 。 日 米 を よ り 協 力 さ せ る 一 つ の 方 法 は 、 ど こ か 北  

方 の 私 の 州 の よ う な 気 候 の 日 本 の 県 と メ イ ン 州 と が 、 姉 妹 州 県  

の 提 携 を 結 ぶ こ と で あ る 。 私 が 6 日 前 訪 問 し た 南 方 の 県 の 一 つ  

＝ 宮 崎 県 黒 木 博 知 事 ＝ と も 話 合 い を 進 め て い る 。 私 は メ イ ン 州  

の ぢ ゃ が い も の 種 を 日 本 に 輸 出 す る こ と に つ い て 黒 木 知 事 と 話  

合 っ た が 、 黒 木 知 事 は 、 宮 崎 県 の 作 物 の 種 類 が 多 く な っ て 結 構  

だ と 、 こ の 考 え に 関 心 を 示 し た 。  

 私 は 日 本 の 植 林 計 画 に 深 い 印 象 を 受 け た 。 日 本 の 植 林 方 法 か  

ら メ イ ン 州 が 、 学 び と る こ と が で き る か ど う か わ が 州 の 林 野 庁  

長 官 と 話 合 う つ も り で あ る 。  

 観 光 事 業 の 推 進 に 対 す る 日 本 人 の 努 力 に 感 心 し た 。 メ イ ン 州  

の 経 済 開 発 部 で 研 究 さ せ る た め 、 パ ン フ レ ッ ト な ど を 持 ち 帰 る  

つ も り で あ る 。  

 九 州 旅 行 中 、 私 が も 感 動 し た 瞬 間 は 、 宮 崎 県 内 を 案 内 し た  

2 人 の 緑 の 制 服 を 着 た バ ス ・ ガ イ ド が 、 宮 崎 駅 で 米 州 知 事 一 行  

を 見 送 っ て い た と き 、 泣 き く ず れ た こ と で あ っ た 。  

 日 曜 日 の 夜 、 日 本 式 旅 館 で 畳 の 上 に 寝 る こ と な ど 、 い ろ い ろ  

日 本 の 風 習 を 試 み た 。 日 本 の さ し み は 未 だ 嘗 て 食 べ た こ と は な  

か っ た が 、 旅 行 中 さ し み の 味 を 覚 え た 。』  

 ア メ リ カ 州 知 事 た ち は 福 岡 県 で 、 社 会 党 の 知 事 に 、 芸 者 パ ー  
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テ ィ ー に 招 待 さ れ た 。  

 

礼  状  の  一  部  

 

 東  会  長  殿             1 9 6 5 年 1 2 月 1 3 日  

拝 啓  先 般 ア メ リ カ 州 知 事 一 行 が 、 心 温 か く 友 好 的 な 貴 国 を 訪  

問 い た し ま し た 際 、 貴 下 に ご 拝 眉 の 光 栄 に 浴 し ま し た こ と に 対  

し 、 衷 心 よ り お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 私 の 日 本 旅 行 は 、 私 の 決 し て 忘 れ 得 ぬ も の で あ り ま す と と も  

に 、 貴 下 並 び に 貴 国 の 多 く の 親 切 な 職 員 の 方 々 に 、 永  

久 に 私 が 恩 義 を 受 け た 旅 行 で あ り ま す 。 私 の 貴 国 訪 問 は 、 私 の  

人 生 に お け る も 光 彩 あ る 出 来 事 の 一 つ と い う こ と が で き 、 一  

言 に 要 約 す れ ば 、 友 情 と い い 得 る と 存 じ ま す 。 わ が 州 及 び 州 民  

は 、 日 本 と の 友 好 関 係 を わ れ わ れ の 誇 り と 存 じ て お り 、 ア メ リ  

カ の 全 国 民 は 、 貴 下 並 び に 貴 国 と の こ の よ う に 温 か い 関 係 が 、  

絶 え ず 保 持 で き ま す よ う に と 心 か ら 切 望 し 、 念 願 す る も の で あ  

り ま す 。  

 ま た す ば ら し い お 土 産 を い た だ き 、 重 ね て 厚 く お 礼 申 し 上 げ  

ま す 。 こ の 品 は 、 私 の 人 生 の う ち も 興 味 深 く 楽 し か っ た 時 の  

不 断 の 思 い 出 と し て 、 末 長 く 宝 物 と い た し た い と 存 じ ま す 。  

 ご 健 勝 を お 祈 り い た し 、 高 の 敬 意 を 表 し ま す 。  

                        敬  具  

                ジ ョ ー ジ ア 州 知 事  

                カ ー ル ・ E・ サ ン ダ ー ス  
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東  会  長  殿             1 9 6 5 年 1 2 月 7 日  

 拝 啓  先 般 貴 国 訪 問 の 際 、 貴 下 並 び に 貴 国 々 民 か ら 賜 わ り ま  

し た す ば ら し い ご 歓 待 に 対 し 、 私 の 感 謝 の 気 持 を 言 葉 に 表 現 い  

た し ま す こ と は 、 ま こ と に 困 難 で あ り ま す 。  

 特 に 私 に 賜 わ り ま し た 心 の こ も っ た 土 産 物 や 花 束 に 対 し 感 謝  

の 意 を 表 し ま す 。 こ の こ と は 日 米 両 国 の 友 情 の き ず な を 一 層 強  

め る の に 役 立 つ と 存 じ ま す 。  

 ご 親 切 に 対 し 衷 心 よ り 感 謝 い た し ま す 。  

                         敬  具  

                  モ ン タ ナ 州 知 事  

                  テ イ ム ・ バ ブ コ ッ ク  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 2 8－  



 

 

 

ア メ リ カ 州 知 事 視 察 日 程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 0 月 2 0 日 （ 水 ）  第 1 日  

 

                     東  京  都  

 

訪問先その他  発 着 時 間  交  通  機  関 摘     要  

 2 0 ： 1 5  ノースウエスト 7 便 

  ハ  イ  ヤ  ー

アメリカ州知事東京到着

帝国ホテル宿泊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 3 1－  



1 0 月 2 1 日 （ 木 ）  第 2 日  

 

東   京   都  

 

訪 問 先 そ の 他  発 着 時 間  交 通 機 関 摘      要  

 0 8 ： 3 0   

 0 9 ： 0 0   
日 米 両 局 長 打 合 せ  

帝 国 ホ テ ル 発 0 9 ： 1 0  ハ イ ヤ ー  

アメリカ大使館着 0 9 ： 3 0   

同 上 発 1 0 ： 3 0  ハ イ ヤ ー
アメリカ大使ブリーフイング  

 1 0 ： 5 0   

 1 1 ： 3 0   

記 者 会 見  
U . S . ト レ ー ド ・ セ ン タ ー

（ 溜 池 東 急 ビ ル ）  

首 相 管 邸 着 1 1 ： 4 5   総 理 大 臣 訪 問  

同 上 発 1 3 ： 3 0  ハ イ ヤ ー  

外 務 省 着 1 3 ： 4 0   

自 治 省 発 1 5 ： 1 5  ハ イ ヤ ー

外 務 大 臣 会 見 及 び 自 治 大

臣 会 見 （ 予 定 ）  

東 京 都 庁 着 1 5 ： 3 0   

同 上 発 1 6 ： 1 5  ハ イ ヤ ー

東 京 都 庁 訪 問  

都 知 事 都 政 概 要 説 明  

帝 国 ホ テ ル 着  1 6 ： 2 5    

同 上 発 1 7 ： 3 0  ハ イ ヤ ー  

椿 山 荘 着 1 8 ： 0 0   

同 上 発 1 9 ： 3 0   

東京都知事主催レセプシヨン  

椿  山  荘  

帝 国 ホ テ ル 着  2 0 ： 0 0    

   帝 国 ホ テ ル 宿 泊  

 

－ 1 3 2－  



1 0 月 2 2 日 （ 金 ）  第 3 日  

 

東   京   都  

 

訪 問 先 そ の 他  発 着 時 間 交 通 機 関  摘   要 

帝 国 ホ テ ル 発  0 8 ： 3 0  ハ イ ヤ ー   

都 道 府 県 会 館 着 0 8 ： 4 5    

 0 9 ： 0 0   

 1 2 ： 0 0   
日米知事会議 6 階大会議室

 1 2 ： 0 0   

 1 3 ： 0 0   
昼   食 

 1 3 ： 0 0   

 1 5 ： 0 0   
日 米 知 事 会 議  

 1 6 ： 0 0   

 1 6 ： 3 0   
天 皇 陛 下 に 謁 見  

    

帝 国 ホ テ ル 着 1 7 ： 0 0    

同 上 発 1 9 ： 1 0  ハ イ ヤ ー   

アメリカ大使館着 1 9 ： 3 0   

同 上 発 2 1 ： 3 0   
アメリカ大使主催晩さん会 

帝 国 ホ テ ル 着 2 1 ： 5 0    

   帝 国 ホ テ ル 宿 泊  

 

 

 

－ 1 3 3－  



1 0 月 2 3 日 （ 土 ）  第 4 日  

 

                   東   京   都  

 

訪 問 先 そ の 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘        要  

帝 国 ホ テ ル 発 0 8 ： 4 5  バ   ス   

明 治 神 宮 着 0 9 ： 0 0   

同 上 発 0 9 ： 4 5  バ   ス  
明 治 神 宮 表 敬  

東 村 山 着 1 1 ： 4 5   

同 上 発 1 4 ： 0 0  バ   ス  

東 村 山 浄 水 場 、 多 摩 湖 、 狭

山 湖 視 察 。 水 道 局 か も 場 で

昼 食  

駒 沢 着 1 6 ： 1 5   

同 上 発 1 6 ： 4 5  バ   ス  
駒 沢 オ リ ン ピ ツ ク 公 園 視 察

帝 国 ホ テ ル 着 1 7 ： 3 0    

 1 8 ： 0 0   

 1 9 ： 3 0   

レ セ プ シ ヨ ン  
自 治 省 、 外 務 省 共 催  
（ 帝 国 ホ テ ル ）  

   帝 国 ホ テ ル 宿 泊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 3 4－  



1 0 月 2 4 日 （ 日 ）  第 5 日  

 

東 京 都 ～ 栃 木 県  

 

訪 問 先 そ の 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘      要  

帝 国 ホ テ ル 発 0 8 ： 0 0  ハ イ ヤ ー   

東 武 浅 草 駅 発 0 8 ： 4 0  東武 D 特急 No.9  

東 武 日 光 駅 着 1 0 ： 2 5   県 、 市 関 係 者 出 迎 え  

同 上 発 1 0 ： 3 0  ハ イ ヤ ー  

輪 王 寺 境 内 着 1 0 ： 4 0   輪 王 寺 境 内 紫 雲 閣 に て 休

憩 。 お 茶 。  

紫 雲 閣 発 1 1 ： 0 5  徒 歩  

 1 1 ： 0 5   

東 照 宮 鳥 居 前 発 1 2 ： 2 0  ハ イ ヤ ー 
輪 王 寺 、 東 照 宮 拝 観  

金 谷 ホ テ ル 着 1 2 ： 2 5   

同 上 発 1 3 ： 3 5  バ ス 
栃 木 県 知 事 主 催 昼 食 会  

華 厳 観 瀑 台 着 1 4 ： 2 5   

同 上 発 1 4 ： 5 0   
華 厳 ノ 滝 見 物  

中 褝 寺 湖 棧 橋 着 1 5 ： 0 0  遊 覧 船 
同 上 〓

1 5 ： 5 0  バ ス 
湖  上  遊  覧  

国 鉄 日 光 駅 着 1 6 ： 3 5    

同 上 発 1 6 ： 4 5  日 光 号  

東 京 駅 着 1 8 ： 5 5    

帝 国 ホ テ ル 着 1 9 ： 1 0    

   帝 国 ホ テ ル 宿 泊  

－ 1 3 5－  



1 0 月 2 5 日 （ 月 ）  第 6 日  

 

東 京 都 ～ 鹿 児 島 県  

 

訪 問先その 他 発 着 時 間  交 通 機 関 摘       要  
帝 国 ホ テ ル 発 0 9 ： 0 0    
羽 田 空 港 着 0 9 ： 4 0    
同 上 発 1 0 ： 0 0  日 航 1 0 9 便  
大 阪 空 港 着 1 0 ： 4 5    
同 上 発 1 1 ： 1 5  全日空 215 便 機  内  昼  食  
鹿 児 島 空 港 着 1 2 ： 5 5    
同 上 発 1 3 ： 1 0  ハ イ ヤ ー  
鹿 児 島 県 庁 着 1 3 ： 3 0    
 1 3 ： 4 0   
 1 4 ： 2 0   

鹿 児 島 県 庁 訪 問  
知 事 県 政 概 要 説 明  

同 上 発 1 4 ： 2 5  バ ス  
久 野 商 店 着 1 4 ： 3 5   
同 上 発 1 5 ： 1 5  バ ス

大 島 紬 等 視 察  

桜 島 棧 橋 着 1 5 ： 2 5    
同 上 発 1 5 ： 3 0  船   
袴 腰 着 1 5 ： 4 5    
同 上 発 1 5 ： 5 0  バ ス  
湯 之 平 着 1 6 ： 0 5   
同 上 発 1 6 ： 2 0  バ ス

湯 之 平 よ り 展 望  

袴 腰 着 1 6 ： 4 5    
同 上 発 1 6 ： 5 0  船   
桜 島 棧 橋 着 1 7 ： 0 5    
同 上 発 1 7 ： 1 0  バ ス  
城山観光ホテル着 1 7 ： 2 5    
 1 7 ： 3 0   
 1 7 ： 5 0   記  者  会  見  

 1 8 ： 3 0   
 2 0 ： 3 0   鹿児島県知事主催晩さん会 

   城 山 観 光 ホ テ ル 宿 泊  

－ 1 3 6－  



1 0 月 2 6 日 （ 火 ）  第 7 日  

 

鹿 児 島 県 ～ 宮 崎 県  

 

訪 問先その 他 発着時間 交 通 機 関  摘      要  
城山観光ホテル発 0 7 ： 3 5  ハ イ ヤ ー  朝 食 ホ テ ル  
鹿 児 島 空 港 着 0 8 ： 0 0    
同 上 発 0 8 ： 1 0  全日空 212 便  
宮 崎 空 港 着 0 8 ： 3 5    
同 上 発 0 8 ： 5 5  ハ イ ヤ ー   
宮 崎 県 庁 着 0 9 ： 1 0    

同 上 発 1 0 ： 2 0  バ   ス  

宮 崎 県 庁 訪 問 、 知 事 県 政 概

要説明、観光映画「みやざき」

上 映  
高等営農研修所着 1 1 ： 1 0   

同 上 発 1 2 ： 0 0  バ   ス  
県 高 等 営 農 研 修 所 視 察  

宮崎観光ホテル着 1 3 ： 1 0   

 1 4 ： 2 0   
昼 食 会 （ ホ テ ル 、 ダ イ ニ ン

グ ル ー ム ）  

 1 4 ： 2 0   

同 上 発 1 4 ： 5 0  バ   ス  
記 者 会 見 （ 欅 の 間 ）  

宮 崎 神 宮 着 1 5 ： 0 0   

同 上 発 1 5 ： 4 0  バ   ス  
宮 崎 神 宮 表 敬  
博 物 館 視 察  

平 和 台 公 園 着 1 5 ： 4 5   

同 上 発 1 6 ： 1 5   
平 和 台 公 園（ は に わ 園 を 含

む ） 視 察  

子 ど も の 国 着 1 6 ： 5 5    
同 上 発 1 7 ： 2 5    
フエニツクス 
     着
ドライブイン  

1 7 ： 3 5   

同 上 発 1 7 ： 5 5   
視    察  

宮崎観光ホテル着 1 8 ： 3 5    
 

 1 9 ： 3 0   

 2 1 ： 3 0   
宮 崎 県 知 事 主 催 晩 さ ん 会  

   宮 崎 観 光 ホ テ ル 宿 泊  

 

－ 1 3 7－  

 



1 0 月 2 7 日 （ 水 ）  第 8 日  

 

宮 崎 県 ～ 大 分 県  

 

訪 問 先 そ の 他 発着時間 交 通 機 関 摘      要  

宮崎県観光ホテル発 0 8 ： 4 0  ハ イ ヤ ー  

宮 崎 駅 着  0 8 ： 4 5    

同 上 発  0 8 ： 5 5  特 急いそか ぜ 大 分 県 へ  

大 分 駅 着  1 2 ： 1 2    

同 上 発  1 2 ： 2 0  バ ス  

三 洋 本 館 着  1 2 ： 2 5   

同 上 発  1 3 ： 2 5  バ ス
昼   食  

大 分 県 庁 着  1 3 ： 3 0   

同 上 発  1 4 ： 0 0  ハ イ ヤ ー

大 分 県 庁 訪 問  
知 事 県 政 概 要 説 明  

臨 海 工 業 地 着  1 4 ： 3 0   

同 上 発  1 4 ： 5 0  バ ス

展望台より臨海工業地帯二

号 埋 立 地 視 察  

マリーン．バレス着 1 5 ： 2 0   

同 上 発  1 5 ： 4 0  バ ス
大 分 生 態 水 族 館 視 察  

産 業 工 芸 試 験 所 着 1 6 ： 1 0   

同 上 発  1 6 ： 3 0  バ ス

大分県別府産業工芸試験所

視 察  

海 地 獄 着  1 6 ： 4 0   

同 上 発  1 7 ： 1 0  バ ス

別 府 地 獄 め ぐ り  
海 地 獄  

杉 乃 井 ホ テ ル 着  1 7 ： 2 0   

 1 8 ： 0 0   
記  者  会  見  

 1 8 ： 0 0   

 1 9 ： 3 0   

大 分 県 知 事 主 催 晩 さ ん 会

杉 乃 井 ホ テ ル 大 広 間  

   杉 乃 井 ホ テ ル 宿 泊  

－ 1 3 8－  



1 0 月 2 8 日 （ 木 ）  第 9 日  

 

大 分 県 ～ 熊 本 県  

 

訪 問 先 そ の 他  発 着 時 間 交 通 機 関  摘      要  

杉 乃 井 ホ テ ル 発 0 8 ： 0 0  バ    ス

瀬 の 本 着  1 0 ： 3 0   

同 上 発  1 1 ： 0 0  バ    ス

三 愛 レ ス ト ハ ウ ス に て 大 
分県より引継ぎ（バス乗替え） 

国 立 青 年 の 家 着  1 1 ： 4 5  
 

同 上 発  1 2 ： 3 5  バ    ス

ロ ーブウエ ー

国 立 青 年 の 家 に て 昼 食  

仙 酔 峡 着  1 2 ： 4 5  徒    歩

マ ウントカ ー

阿 蘇 山 上 駅 着  1 4 ： 2 0   

一 の 宮 町 仙 酔 を 経 由 火

口 案 内  

阿 蘇 観 光 ホ テ ル 着 1 4 ： 5 0  
 

同 上 発  1 5 ： 2 0  バ    ス

休     憩  

熊 本 県 庁 着  1 6 ： 4 0  
 

同 上 発  1 7 ： 3 0  バ    ス

熊 本 県 庁 訪 問 、 知 事 県 政 
概 要 説 明 、 記 者 会 見  

ホテル．キヤツスル着 1 7 ： 4 0    

同 上 発  1 8 ： 1 0    

お く む ら 着  1 8 ： 2 0  
 

同 上 発  2 0 ： 2 0   

熊 本 県 知 事 主 催 晩 さ ん 会 
 

ホテル．キヤツスル着 2 0 ： 3 0    

   ホ テ ル ． キ ヤ ツ ス ル 宿 泊 

－ 1 3 9－  



1 0 月 2 9 日 （ 金 ）  第 1 0 日  

 

熊 本 県 ～ 長 崎 県  

 

訪 問 先 そ の 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘      要  

ホテル．キヤツスル発 0 9 ： 0 0  バ   ス  

熊 本 城 着  0 9 ： 1 0  
 

同 上 発  1 0 ： 0 0   
熊 本 県 視 察  

三 角 港 着  1 1 ： 1 0    

同 上 発  1 1 ： 2 0  定 期 船 （ 長 崎 県 ～ 引 継 ぎ ） 昼 食 

島 原 港 着  1 2 ： 2 0    

同 上 発  1 2 ： 3 0  バ   ス

雲 仙 着  1 4 ： 1 0   

途 中 仁 田 峠 観 光  
以 後 自 由 行 動  

   ホ テ ル 自 由 夕 食  

   雲 仙 観 光 ホ テ ル 宿 泊  

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 4 0－  



1 0 月 3 0 日 （ 土 ）  第 1 1 日  

 

                  長  崎  県  

 

訪 問 先 そ の 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘       要  

雲 仙 （ ホ テ ル ） 発 0 9 ： 0 0  バ   ス  

長 崎 県 庁 着  1 1 ： 2 0  
 

同 上 発  1 2 ： 0 0  ハ イ ヤ ー

長 崎 県 庁 訪 問、知 事 県 政

概 要 説 明、記 者 会 見（ 1 0
分 ）  

グランド．ホテル着 1 2 ： 0 5    

 1 2 ： 3 0  
 

 1 3 ： 3 0   
昼  食  会  

同 上 発  1 4 ： 0 0  バ   ス

同 上 着  1 7 ： 0 0   

三 菱 重 工 長 崎 造 船 所、平

和 祈 念 像  
国 際 文 化 会 館 視 察  

同 上 発  1 8 ： 0 0  ハ イ ヤ ー  

花 月 着  1 8 ： 2 0  
 

同 上 発  2 0 ： 3 0  ハ イ ヤ ー

長 崎 県 知 事 主 催 晩 さ ん 会 

グランド．ホテル着 2 0 ： 5 0    

   グ ラ ン ド ・ ホ テ ル 宿 泊  

 

 

 

 

 

－ 1 4 1－  



1 0 月 3 1 日 （ 日 ）  第 1 2 日  

 

長 崎 県 ～ 佐 賀 県  

 

訪 問 先 そ の 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘       要  

グランド．ホテル発 0 9 ： 0 0  バ   ス  

有 田 町 着  1 1 ： 0 0  
 

同 上 発  1 1 ： 5 0   
陶 器 産 業 視 察  

有 田 町 役 場 着  1 2 ： 0 0  
 

同 上 発  1 2 ： 5 0   
昼 食 （ 有 田 町 役 場 ）  

有 田 町 着  1 3 ： 0 0  
 

同 上 発  1 4 ： 4 0  バ   ス

陶 器 産 業 視 察  

嬉 野 着  1 8 ： 1 0  
 

 1 9 ： 0 0   

和 多 屋 別 荘  
休    憩  

 1 9 ： 0 0  
 

 2 1 ： 0 0   

佐賀県知事主催晩さん会

（ 和 多 屋 別 荘 ）  

   和 多 屋 別 荘 宿 泊  

 

 

 

 

 

 

－ 1 4 2－  



1 1 月 1 日 （ 月 ）  第 1 3 日  

 

佐 賀 県 ～ 福 岡 県  

 

訪 問先その 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘       要  

嬉 野 発 0 8 ： 2 0  バ   ス 朝 食 （ 和 多 屋 別 荘 ）  

佐 賀 県 庁 着 0 9 ： 3 0  
 

 1 0 ： 2 0   

佐 賀 県 庁 訪 問  
知事県政概要説明、記者会見

同 上 発 1 0 ： 3 0  バ   ス

大 川 市 着 1 1 ： 0 0   

（ 福 岡 県 に 引 継 ぎ ）  
家 具 木 工 場 視 察  

同 上 発 1 1 ： 5 0  バ   ス  

久 留 米 市 着 1 2 ： 4 0  
 

同 上 発 1 4 ： 3 0  バ   ス

ブ リ ジ ス ト ン 工 場 視 察  
同 上 ク ラ ブ に て 昼 食  

福 岡 県 庁 着 1 6 ： 0 0  
 

同 上 発 1 6 ： 4 0  ハ イ ヤ ー

福 岡 県 庁 訪 問  
知 事 県 政 概 要 説 明  

晩 さ ん 会 場 着 1 7 ： 4 5  
 

同 上 発 1 9 ： 4 5  バ   ス

福 岡 県 知 事 主 催 晩 さ ん 会

小倉日活ホテル着 2 1 ： 2 5   小 倉 日 活 ホ テ ル 宿 泊  

 

 

 

 

 

－ 1 4 3－  



1 1 月 2 日 （ 火 ）  第 1 4 日  

 

福 岡 県 ～ 東 京 都  

 

訪 問先その 他 発 着 時 間 交 通 機 関 摘      要  

ホ テ ル 発 0 8 ： 0 0  ハ イ ヤ ー  

戸 畑 製 造 所 着 0 8 ： 3 0  
 

同 上 発 0 9 ： 4 5  ハ イ ヤ ー

八 幡 製 鉄 戸 畑 製 造 所 視 察 

小 倉 空 港 着 1 0 ： 4 5    

同 上 発 1 1 ： 0 5  全日空 272 便  

大 阪 空 港 着 1 2 ： 1 5    

同 上 発 1 3 ： 0 0  全 日 空 2 4 便  

東 京 国 際 空 港 着 1 3 ： 4 5  
 

帝 国 ホ テ ル 着 1 4 ： 1 5   
 

 1 8 ： 3 0   

 2 0 ： 3 0   

全 国 知 事 会 会 長 主 催 歓 送

晩 さ ん 会  
（ 帝 国 ホ テ ル ）  

   帝 国 ホ テ ル 宿 泊  
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1 1 月 3 日 （ 水 ）  第 1 5 日  

 

東  京  都  

 

訪 問先その 他 発 着 時 間 交 通 機 関  摘       要  

午 前 午 後   自    由  

帝 国 ホ テ ル 発 1 5 ： 1 0    

東 京 国 際 空 港 着 1 5 ： 4 0  
 

 1 6 ： 2 0   
V I P 室 に て 歓 送 式  

同 上 発 1 7 ： 0 0  P A A 1 便  帰    国  
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アメリカ州知事一行名簿 

 

席   次 

 1． メイン州知事ジヨン．H．リード      （団長，44 才，共和党） 

 （アメリカ全国知事会会長） 

 COVERNOR JOHN H.REED, MAINE(LEADER OF THE DELEGATION) 

 CHAIRMAN OF THE NATIONAL GOVERNORS' CONFERENCE 

 2．  ジヨージア州知事 カール．E．サンダース   （40 才，民主党） 

 GOVERNOR CARL E. SANDERS, GEORGIA 

 3． ロードアイランド州知事 ジヨン．H．チヤフイー （43 才，共和党） 

 GOVERNOR JOHN H.CHAFEE, RHODE ISLAND 

 4．  バーモント州知事 フイリツプ．H．ホフ    （41 才，民主党） 

 GOVERNOR PHILIP H.HOFF, VERMONT 

 5． ミシガン州知事 ジヨージ．ロムニー      （ 58 才，共和党） 

 GOVERNOR GEORGE ROMNEY, MICHIGAN 

 6． アイオワ州知事 ハロルド．E．ヒユーズ     （43 才，民主党） 

 GOVERNOR HAROLD E.HUGHES, IOWA 

 7． モンタナ州知事 テイム．バブコツク      （ 45 才，共和党） 

 GOVERNOR TIM BABCOCK, MONTANA 

 8． ワイオミング州知事 クリフオード．P．ハンセン （53 才，共和党） 

 GOVERNOR CLIFFORD P.HANSEN, WYOMING 

 9． オクラホマ州知事 ヘンリー．ベルモン     （44 才，共和党） 

 GOVERNOR HENRY BELLMON, OKLAHOMA 

 10．ハワイ州知事 ジヨン．A．バーンズ       （ 56 才，民主党） 

 GOVERNOR JOHN A.BURNS, HAWAII 

 11． アメリカ全国知事会事務局長 ブレバード．クリフイールド（49 才） 

 MR. BREVARD CRIHFIELD, SECRETARY-TREASURER OF THE 

 NATIONAL GOVERNORS' CONFERENCE 

 12．  アメリカ大使館人物交流部副部長 ジヨン．F．マクドナルド 

 MR. JOHN F.MCDONALD, EDUCATIONAL EXCHANGE BRANCH, 

 AMERICAN EMBASSY 

 13．  旅行コンサルタント ロイヤル．ライケン 

 MR.LOYAL LIKEN, TRAVEL CONSULTANT 
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